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　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうは天才ではない。こう書くと多くの人は異を唱えるだろう。そして不当な評価をした理由として、彼の狂気を受け入れられない、あるいは才能に嫉しつ妬としたと言われるに違いない。しかし私はいずれでもない。

　私は仕事上多くの天才に出会ってきた。彼等らには常人にはない天才としてのオーラがあった。しかし私が初めて峰島勇次郎に会ったとき、その種の天才達たちが持つオーラを感じなかった。

　確かに常軌を逸した思考が生み出す狂気のオーラというべきものはあった。しかしそれは彼が天才であることを肯定するものではない。

　ここまで読んだあなたは、では遺産と呼ばれるほどにまでなった数々の発明と業績をどう説明するのかと問うだろう。残念ながらその問いに納得できる理由を私は持ち合わせていない。

　ただし峰島勇次郎の印象から感じた言葉でいいのなら、ここに記しておく。

　峰島勇次郎は天才ではない。ただ知っていたのだ。


（ワールドサイエンス連載「第97回　天才を訪ねる」より抜粋）









　　　プロローグ







　United States Forces Japan。

　在日米軍の基地の一つである厚あつ木ぎ航空基地は騒さわがしかった。夜だというのに何機もの航空機が発着を繰くり返す。

　そのたびに近きん隣りん民家の騒そう音おん対策用の二重窓は振動し、電線が揺れた。数ヶ月前に近隣の住人の騒音に対する苦情から、夜間の航空機の発着の制限をしたというのに、その矢先のことであった。

　このことは明日にでもマスコミに取り上げられ、在日米軍と弱腰な日本政府への批判へと発展するだろう。

　しかし米軍が近隣住人のことを軽んじているわけではなかった。むしろ相互の交流がある分、うまく折り合いをつけていきたいというのが、在住する米軍関係者達たちの大部分をしめる本音である。

　それでもなお戦せん闘とう機きを発進しなければならない状況が起こった。

　厚あつ木ぎ航空基地は神奈川県にある米軍が駐ちゆう屯とんする基地の一つだが、海上自衛隊も駐屯している。近いうちに海上自衛隊のみの基地になるはずで、在日米軍は縮小化され半分は日本より撤てつ収しゆう、ここ、厚木の在日米軍も残り半分は山口県岩いわ国くに基地に移転する予定であった。

　しかし縮小化の進んでいた在日米軍の流れは十年前より変化する。一時は減っていた米軍だが、いまは縮小化以前よりも多くなっていた。

　きっかけは比ひ良ら見みで起こった謎なぞの大爆発である。

　それ以来アメリカは日本に在住する米軍を増強した。

　有事の際の支援というのが表向きの理由であったが、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産に干渉するためというのが、ほとんどの軍事ジャーナリストの見解であった。

　だが十年間、それでも日米間はそれなりの折り合いをつけ、それなりに上う手まくやってきた。

　しかしいまは米軍は軋あつ轢れきもリスクも承知で夜間の発着を繰くり返す。何機もの戦せん闘とう機きが、南の空に消えていった。

　すなわち峰島勇次郎の遺産にかかわる重大な事件が起こったのだ。







　　　一章　光なき世界







　　　　　　　　１




　フリーダムの作戦司令室は薄うす暗ぐらい闇やみに包まれていた。

　明かりといえば中央にある巨大なテーブル。その全面はモニターとなっており、テーブルの周りに立ち並ぶ人間達たちの姿を、下から照らしている。

　上座に立つのは海かい星せいのトップである黒くろ川かわ謙けん、その周囲に海星軍の重じゆう鎮ちんが立ち並ぶ。

　モニターに映っているのは日本の地図であり、いくつかの赤いマークが点滅していた。場所は神奈川県横よこ須す賀か市、同県綾あや瀬せ市・大和やまと市、長崎県佐さ世せ保ぼ市、沖縄県沖縄市などである。いずれも大きな在日米軍基地がある場所であった。

「厚木基地より航空機の発進を確認、数21」

　神奈川県からいくつもの小さな光点が地図の中心に向かって飛ぶ。そこは一ヶ月前フリーダムが墜つい落らくした太平洋２２２２フオーツー・ポイントであり、いま現在黒川達が乗る最後のフリーダムがいる場所であった。

「嘉か手で納な飛行場より航空機の発進を確認、数56」

　沖縄より現れた光点の数は多かった。それだけではない。日本の各地からいくつもの光点が生まれては移動している。

　目的地はすべて２２２２ポイントの上空を飛ぶフリーダムだ。

「自衛隊の動きはないのか？」

「はい。いまのところ沈ちん黙もくを保っています」

　答えるのは常に黒くろ川かわの横に控える副官である福ふく田だだ。

「あいかわらず日本政府の腰は重いな。即時対応する米軍の動きを見習って欲しいものだ」

　黒川は苦笑でもって応こたえる。聞きようによっては危うい発言であるが、福田に対してだけは黒川は裏のない本音をこぼす。しかしその苦笑もすぐに消えた。

「超高出力レーザー砲、天あま之の瓊ぬ矛ほこはどうなっている？」

　天之瓊矛。日本神話の国生みで使われた矛の名前である。国生みとはイザナギとイザナミが混こん沌とんをかき混ぜて日本という島国を作った伝説だ。その名を海かい星せいは自らの兵器、超高出力レーザー砲に冠していた。

「現在の冷却率は47パーセント。破損および融ゆう解かいした部品の換装はまもなく終了します」

「思ったよりも時間がかかるな。スフィアラボを沈めるための連続使用がたたったか」

　ＡＤＥＭ、そしてＮＣＴ研究所の仮設本部であったスフィアラボは深海へ撃げき沈ちんした。

　フリーダムの超高出力レーザー砲が海底のメタンハイドレートを刺激し、メタンを含んだ海水を発生させ浮力を奪ったためである。

　さらに米軍最大の空母ニミッツ級一いつ隻せきを一撃で沈めている。

「外殻耐圧型レプトネーターはどうなった？」

　黒川の一声で、モニターの端はしに小さなウィンドウが開き、海を縦に割った図解が表示されると、二十の光点が上から下、すなわち深海に降りていく。目指す先にはレーダーの円からはみ出すほどの大きさ、直径５００メートル超の大きな球形──スフィアラボがある。

「まもなくスフィアラボに到着します」

「ふむ、急造にしてはうまくいっているな。下の様子はどうなっている？」

　モニターがさらに切り替わり、暗視カメラが捉とらえた眼下の様子が映し出された。広大な海に浮かぶいくつもの船。その中でとりわけ大きいものが二隻あった。一つはニミッツ級の空母、ジェイムス・Ｆ・ホイットモアである。もう一つは空母よりもさらに大きな船だ。巨大なクレーンが八つ、埠ふ頭とうのような平らな船体から伸びていた。

　サルベージ船。海に沈んだ船を引き揚げる船だ。サルベージ船の甲板の上では今も苛か烈れつな戦せん闘とうが繰くり広げられていた。海星が投入した数十機ものレプトネーターと米兵との戦闘だ。しかし遺産兵器と通常の装備しか持たない兵士では、勝敗は決しているも同然である。

「サルベージ船の占拠も時間の問題でしょう。いくつか大きな抵抗はありますが、戦局の大勢に影えい響きようはありません」

　大きな抵抗とはサルベージ船に乗り合わせていたアリシア、それにアドバンスＬＣ部隊のあきらと萌もえであった。

「マモンからの連絡はまだか？」

　マモンもレプトネーターと一いつ緒しよにサルベージ船に攻め込んでいる。彼女の独断で、作戦命令にはない勝手な行動であった。

「はい。通信が途絶してすでに十二分が経過しています」

　──捕まったか？　それとも死んだのか？　生きていてくれるといいが。

　マモンの感情的で暴走しやすい性格は軍という規律の中ではやっかいであったが、黒くろ川かわ個人としてはさほど扱い辛づらいとは感じていなかった。むしろ極度の劣等感からくる能力への渇望は十代の少女として、多少エキセントリックではあるが──ごく普通のものと黒川は感じていたし、力を得てからのマモンは、自分の能力を発揮することに夢中になっていた。指揮官としてはある意味とても扱いやすい。

　それにＬＡＦＩファーストを操るマモンの存在は、海かい星せいの運営で重要なポジションを占めるようになった。生きていることを願うのは海星トップとしても当然だ。

「マモンの不在によるＬＡＦＩファーストの状況はどうなっている？」

　ＮＣＴ研究所より鹵ろ獲かくしたＬＡＦＩファーストで、追い討ちをかける形でスフィアラボを制御するＬＡＦＩセカンドにハッキングをしかける作戦が実行中であった。しかしＬＡＦＩファーストをまともに扱える人間は、由ゆ宇うの知識を得たマモンしかいなかった。

「はい、計画通りにハッキングを仕掛けています」

「ふむ、マモンは万ばん端たんの準備で出しゆつ撃げきしたのか？」

　だが黒川はいま一つ納得のいかない顔をした。何か違和感を覚える。マモンが用意したエレクトロン・フュージョンを使用しない一般の技術者用の擬ぎ似じＯＳだけで、ＮＣＴのＬＡＦＩセカンドに、はたして容た易やすくハッキングできるものであろうか？

　黒川はＬＡＦＩファーストの中に風かざ間まという人格がいることを知らない。不審に思うのも当然であった。

「報告は以上か」

　いくつかの不確定要素を残しつつも、黒川はその不安を表に出さず、冷静沈着そのものの顔で部下に確認をする。

　不安要素は戦場において、あって当然のことだ。それに対し臨機応変に対処し戦局を有利に進めることができるものだけが、戦いに勝利できる。そのことを黒川はよく知っていた。

「諸君、ここが正念場だ」

　米軍の最大の脅きよう威いは他国を退ける圧倒的な軍事力、すなわちパワーである。時代により戦略は修正されるが、基盤となるのは圧倒的な軍事力だ。裏を返せば米軍は冷戦以降常に格下との戦いしか想定されていない。

　ならばアメリカはすでに脅きよう威いではない。

　フリーダムの装甲は峰みね島しま由ゆ宇うの知識を奪い、そこから得た遺産技術により、鉄壁のものとなっていた。

　圧倒的パワーを上回る力を持てば、アメリカの戦略は根幹から崩れる。

「米軍はかなりの戦力を投入してきた。しかし我々にとって脅威ではない。Nintendo Warのようにはいかないさ」

　黒くろ川かわの言った意味が理解できず、福ふく田だは目を白黒させた。

「に、にんてん……なんですか？」

「湾岸戦争のことだよ。米軍がテレビゲームさながらに、遠えん隔かくミサイルや空爆を行い陥かん落らくさせた様子からそう呼ばれた」

　軽い笑いが起こる。

　そう、単純な武力では海かい星せいに勝てない。勝てる戦力は今、地球上に存在しない。海星にとって唯一脅威なのは力に頼たよらない知略のみ。

　そしてその知略を持ちえる可能性のある相手とは──。

「これで終わりか伊だ達て？」

　黒川は強い眼まな差ざしをカメラが映す海面に向ける。黒川がもっとも懸け念ねんする相手は、いまも深海に閉じ込められている。

「こんなものか峰島由宇？」

　由宇は浸水したスフィアラボの最下層から脱出する際、マッコウクジラの群れに巻き込まれて吹き飛ばされ、いまは闘とう真まと一いつ緒しよに墜つい落らくしたフリーダムの中にいる。

　最大の障害の一つと考えていた少女はいま、何もできない状態であった。

　黒川はそのことを知らない。

　しかしたとえ知っていたとしても、黒川の中に油断という言葉は微み塵じんたりとも存在しなかった。




　　　　　　　　２




「駄だ目めだ。やっぱり通じないよ」

　闘真はスフィアラボと連絡を試みようと、深海探査スーツに備え付けられている通信機を何度も操作したが、返ってくるのは雑音ばかりであった。

「こっちも駄目だ。しかしなぜだ？　フリーダムの通信機はかろうじてだが機能している。スフィアラボに何かあったとみるのが妥だ当とうなところだが、しかし……」

　由ゆ宇うはフリーダムの端たん末まつからスフィアラボにアクセスを試みていたが、結果は闘とう真まと同じくかんばしいものではなかった。ただし彼女の場合、スフィアラボとの連絡が不可能という情報のみを得たわけではなかった。

「現在このフリーダムで無事なエリアは、原子力エンジンが積んである動力エリアと私達たちがいる中枢エリアだけだ。他ほかは水圧によって浸水したか圧あつ壊かいしたか、墜つい落らくのときから壊こわれて、あるいは破壊されていたか。ともかく使い物になる状況ではない」

　二人が沈没したフリーダムに閉じこめられてから十数分。脱出方法を模索するが、いまのところ目め処どは立っていなかった。

　海上では海かい星せいと米軍が戦せん闘とうを繰くり広げているはずだ。いや戦闘といえるかどうか。海星の戦力はいまやアメリカの軍事力に匹敵する。否いな、火力だけを比較するなら、巨大なレーザー砲を持つフリーダムは、核を除けば世界最強といえた。

　米軍と共同戦線を張っていたＡＤＥＭ──スフィアラボはここ２２２２フオーツー・ポイントから数百メートル離はなれた２２００メートルの深海に沈んでいる。そこから二人を救助しにきてくれる可能性もなくもない。

　しかし低い可能性にかけてじっとしている由宇ではなかった。難しい顔をして端末のモニターに次々と情報を表示させる。

「やはりスフィアラボとの連絡は不可能……何かあったことは確実だな。ＬＡＦＩファーストが何か仕掛けてきたか」

「ＬＡＦＩをハッキングされたら、スフィアラボは……」

「そう、最初の事件のときと同じ。ＬＡＦＩファーストによりスフィアラボの制御を奪われたら、生せい殺さつ与よ奪だつはＬＡＦＩファーストの風かざ間まの手中にある」

「じゃあ僕達はこんなところでのんびりしている暇はないね」

「もちろんない。一刻も早く私達は……、あっ」

「うっ」

　互いに背を向けて作業をしていた闘真と由宇であったが、会話の自然な流れからお互いに振り向くという状況が生まれた。間近にあるお互いの顔、視線が自然とからむ。そのまま二人は硬直してしまった。沈ちん黙もくは数秒。息が詰まるような数秒の中で、二人の顔はみるみる赤くなっていった。
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　互いに何を思い出したかは言うまでもない。

「は、早く外に連絡する方法を考えないと」

　先に視線をそらしたのは由宇のほうだ。早口に言いつくろうように、端末に向き合った。

「お、泳いで海上を目指すわけにはいかないよね？」

「さ、酸素ボンベは空だ。それにこのスーツを着ると水よりわずかに重い。短時間ならまだしも海面を目指すには距きよ離りがありすぎる」

「う、うん。そうだね。ごめん、考えなしなこと言って。僕はこのまま通信ができないか調べてるよ」

「私は……そう、私は機内の状況をもっと把握することに努めよう。まだ使えるものが残っているかもしれない。いまもＡＤＥＭと米海軍、海かい星せいは戦っているはずだ」

　由ゆ宇うの言葉はしだいに引き締しまったものになる。

「うん、ここで僕等らがのんびり足止めされてる場合じゃないよね」

　由宇の雰ふん囲い気きにつられたわけではないが、闘とう真まも真剣みを帯びた返事をした。

　それから数分間、二人はお互いの作業に没頭した。

　最初は唇を重ねた高揚と照れくささからあまり集中できずにいた闘真だったが、背後の由宇の真剣な気配が伝わると、自然と気が引き締まった。

　やはり由宇はすごいという気持ちが湧わき上がる。どんな状況でも打破しようとする精神力と知性を持ち合わせている。由宇ならばいまのこの状況もなんとかするだろう、そういう安心感があった。

　それだけでない。由宇には頭脳を駆使した運動能力もあった。他者には決してまねのできない領域だ。あの抱きしめたら折れてしまいそうにか細い体からはとても想像ができない……とそこまで考えてまた闘真は自らの腕の中に抱きしめた由宇の体の感触を思い出してしまい、一人硬直する。

　恐る恐る後ろを振り返り、今の動揺が由ゆ宇うにばれていないかこっそりと確かめようとする。

　今はそんな時でないとはいえ、たとえどんな微細な雰ふん囲い気きの変化であろうと、由宇は見逃さず、さらに相手を分析し心を解体していく。まして戦いの場であれば、その観察力に一切の容よう赦しやはない。簡単に相手の心理を読み、そこから導き出される戦術を暴き、相手を倒していく。

　そのような相手を闘とう真まは知らない。いままで戦ったどのような相手にも類似するものはいない。

　永ながい時のなかでようやく見つけた最高の相手。人類の最高傑作。渇望を、飢え続けた欲望を満たしてくれる真の相手。

　それの本質を知るためには彼女と、由宇と戦うしかない。

　そう、由宇と殺し合うしか知る術すべはないのだ。

　──おぼえておけ。おまえはいずれ、あの女、峰みね島しま由宇と戦う羽目になる。

　唐突に、ＬＡＦＩにシンクロし潜もぐったときに出会ったもう一人の自分の言葉が脳裏に蘇よみがえった。

　そして一いつ瞬しゆんにして闘真は我に返る。

　……僕は今、何を考えていた？

　禍まが神がみの血ちを使いこなしはじめていると思った。あの比ひ良ら見みでの出来事から、もう一人の人格に頼たよらなくても、鳴なる神かみの尊みことを扱え戦えると思っていた。

　しかしもう一人の自分は消えたわけではない。いやあれこそが自分の本質なのかと思うと怖くなる。しかし同時に納得もしてしまうのだ。

　──僕が由宇と殺し合う？　そんなこと……

　ありえないと内心で笑い飛ばそうとして、しかしその思いはすとんと胸の内に落ちた。汗が手のひらににじむ。ついさきほどまでの、浮ついていた気持ちはどこかに行ってしまった。

　喉のどが渇く。やたらに渇く。無意識に喉を鳴らすが、渇いた音が鳴っただけで終わった。どうすればこの渇きはいやせるのだろう？

　──あの娘との戦いは、おまえが生まれてきたときから背負っている定め。おまえの生まれた意味と言い換えてもいい。

　──せいぜいあがくがいい。しかし待ち受ける運命は変わらない。いずれあの女はおまえの前に立ちふさがる。必ずな。なんのためか解わかるか？　おまえの命を奪うためにだ！

　ＬＡＦＩのカオス領域で、もう一人の自分が言い放った言葉がこだまする。

　なにがなんでも打ち消そうとして、頭を振ると、別の記き憶おくが蘇る。

　──覚えておきなさい……闘真。あなたは三人の意志で作られたの。

　血塗られた過去の記憶の中で聞いた母の最さい期ごの言葉。三人の意志？

　──一人は真まな目め不ふ坐ざ。最強の暗殺者を欲した。そして私。真目家を滅ぼしたかった。そして、最後にあの男……は……。

　最後のあの男。考えるまでもない。比良見特別禁止区域の地下で会った、白いスーツを着た男。この狂った世界のすべての始まりを創つくりだした男。由ゆ宇うの、峰みね島しま由宇の苦しみのすべての根源。すべての元凶。

　──由宇は変わらないな。人としては誉ほめられるべき部分なのだろうが、私の期待するものではなかった。しかしだ、闘とう真ま君。私は君に感謝する。君は見事に軌道修正してくれた。

　──ありがとう、坂さか上がみ闘真君。君は世界の真意を体現する貴重な存在だ。

　数々の、しかしはっきりと自分に対して向けられた謎なぞの言葉が頭の中を駆けめぐる。

　僕は、僕は、一体何者なんだ？　由宇と戦う？　由宇と殺し合う？　生まれたときからの定め？

　闘真は自分に向かって問う。しかし答えなど解わかるはずもない。ただできることは、そのような言葉に惑わされまいと、必死に絡からみ付いてくる考えを振り払うことだけだ。

　──僕は、僕は由宇を守ると決めたんだ。もう何者にも支配されない、惑わされないっ！

　しかし、背中を伝う冷たい汗はいっこうに収まらない。一度、鎌かま首くびをもたげた不安は闘真に絡み付いて離はなれようとしない。だが、

「なんだと!?　まさか……」

　由宇の緊きん張ちようと戸惑いを含んだ声が闘真を現実に引き戻した。

「ど、どうしたの？」

　闘真は頭を振り、いま考えていたことを無理やり追い出す。何か悪いことが起こったのかもしれないが、他ほかのことを考えられるなら、たとえどんな災難でも歓迎したい気持ちだった。

　ただならない様子に気を引き締しめて、由宇が見ているモニターを横から覗のぞき込んだ。そこには時間らしき数字の羅ら列れつがいくつも並んでいた。

「この区画のハッチの開閉記録なんだが。一ヶ月の間、何度も開け閉めされた痕こん跡せきがある。ただし外に通じるハッチの開閉は私達たちが入ってきた一回限りだ」

「どういうこと？」

「つまりこのフリーダムの内部に誰だれかがいる」

「まさか……」

　ぞっとした。歓迎したいという気持ちはどこかに行ってしまった。

　この深海の中でフリーダムに誰かが取り残されたのか。外は人間が一秒たりとも生きることが許されない水圧の深海。そんな空間に取り残されて、何日も生き延びてきたと言うのだろうか。

「だってこの飛行機は沈んで何週間も経たつんでしょ？　そんなに長く生きていられるの？」

「非常食はあるだろうし、残留している酸素の量からも、そこは大だい丈じよう夫ぶだろうが……。精神的なストレスを考えるとどうだろうな？　深海という環境が人に与えるストレスは絶大だ。深海に比べれば、まだ宇宙のほうが人に適していると言われるのは……あっ」

　由宇が見ている目の前で、ハッチの開閉を示す時間の表示が一つ増えた。たったいま、どこかでハッチが開いたのだ。

　由ゆ宇うと闘とう真まは顔を見合わせる。このフリーダム内に誰だれかがいる。それはもう疑いようのない事実だった。

「ハッチの場所、解わかる？」

「ああ、いま機内地図を出す」

　由宇が端たん末まつを操作すると、地図が現れた。

「ここが私達たちがいる場所。そして、ここがいまハッチが開いた場所だ」

　由宇が指差したハッチは中枢エリアでも一番広い空間に隣りん接せつしたものだった。

「に、逃げ遅れた人かな？」

「そうかもしれないが……」

　由宇は釈然としない表情をする。中枢エリアはもっとも重要な区画だ。避ひ難なんの際、細心の注意が払われる場所だろう。そんな場所にあの黒くろ川かわが逃げ遅れた人間を残しておくだろうか。

　答えは否いなだ。

「理由は解らないが、おそらく残るべくして残ったのだろう」

　さらに別の場所のハッチが開閉を表示する。さきほどとは離はなれた場所だった。

「しかも二人だ」

　硬い声で由宇は断言した。
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「向こうは僕達に気づいてるかな？」

　モニターから目を離せないまま、闘真は硬い声を出す。

「どうだろうな。私達も隠おん密みつに行動していたわけではない。むしろ騒さわがしかったくらいだ。監視カメラが生きているかもしれない。調べてみよう」

　由宇はキーボードを打ち始めると、すぐに目的の情報を見つけ出す。

「監視カメラからの応答はない。やはり壊こわれているか」

「別にいまの情報じゃなくてもいいんじゃない？　カメラが壊れたのは最近かもしれない、過去の録画データみたいなものってないのかな？」

「ああ、いま検索しているところだ。……駄だ目めか。壊れたのはやはり墜つい落らく時じのようだ。残っている録画データは墜落以前のものしかない」

　それでも由宇は何か手がかりはないかと思い、端たん末まつを操作する。いくつかの録画データが複数のウィンドウに表示され、それを、次々にチェックしていく。

「あ、これもしかして僕？」

　録画映像の一つを指さして、闘真は言った。まるでテレビに自分が出たかのようなのんきな口調に、由ゆ宇うは苦笑しつつも緊きん張ちようを少しゆるめた。

「私を助けに来てくれたときのものだな」

「いや、助けただなんて……」

　由宇の珍しく優しげな笑みに、闘とう真まは照れてしまう。

「君は比ひ良ら見みで交わした約束を守ってくれた。あのとき君が来てくれなかったら、私はとっくに死んでいただろう」

「そんな、あたりまえのことだよ」

「あたりまえではない。千の敵がいる中に身一つで助けに来る。命がけの行為だ。誰だれにでもできるものではない。それとも何か？　君は誰に対してもあのような行為ができると、いう、の、か……？」

　わずかな沈ちん黙もくの後、由宇は問うてきた。

「なぜ君は命をかけて私を助けてくれた？」

「ゆ、由宇なら解わかるだろ」

　命をかける価値があるからだ。自分の命よりも大事だからだ。

「いや、解らない。違うな、自信がない。だから聞きたい。いや……それも違うな。どういうことか、私は……君の口から聞きたいと……思って……いる……」

　言葉は徐々に小さくなり、由宇は顔をそむけた。視線は何もない空間を所在無くさまよっている。

「なぜ……だ？」

　顔はそらしたまま、視線だけを闘真に向けて聞いてきた。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、視線はすぐにはずれた。横顔を向けたまま、視線は床を向き闘真の言葉を待っていた。心なしか、薄うす暗ぐらい明かりの中でも由宇の頬ほおに朱がさしたのが解った気がした。

「そ、そんなの決まってる」

　いままで見たこともない由宇が、闘真の鼓動を激しくする。自分の頬も紅潮するのがはっきり解った。

　ずっと今まで言いたくて言えなかったこと。でも絶対に自分の口から、自分の言葉で由宇に伝えなくてはいけないこと。

「ぼ、僕は由宇のことが、誰より由宇のことがす……す」

「す？」

「す、す……」

　たった一言が言えない。おじけづいてしまったのかためらってしまったのか。フリーダムにためらいなく乗り込む勇気はあっても、たった一言、自分の気持ちを口にする勇気はなかなか出てこなかった。

　それでもなけなしの勇気をふりしぼる。拳こぶしを握り、一気に気持ちを吐はき出そうとした。

「僕は由ゆ宇うのことがす……」

　しかし言葉は途中でとぎれてしまった。勇気が足りなかったわけではなかった。

　由宇の様子がおかしかった。さきほどまでもいつもの由宇と違っていたが、いまの由宇の態度は一いつ瞬しゆんにして硬い緊きん張ちよう感かんに覆おおわれ、一変した。

　闘とう真まからはずしている視線が何かを凝ぎよう視ししている。驚おどろいているのか目を大きく見開いていた。フリーダムの中に誰だれかいると解わかったときと比較にならない驚きが、由宇の言動をしばっているようだ。

　しかしいったい由宇は何をそんなに驚いているのか。いま二人がいる場所にはなんの変化もない。

「由宇、どうしたの？　何かあったの？」

　由宇が見ているものを見て、闘真は首を傾かしげる。端たん末まつのモニターだ。そこにはさっき見ていた映像の続きで、闘真の姿が映っている。なんの変哲もない。ただそれだけだ。なのに由宇の驚きは普通ではなかった。

　彼女が言葉を失って硬直するなど、闘真はいままでほとんど見たことがない。少なくともこれほど心を乱した由宇を見たのは、数えるほどしかないだろう。

「君は……」

　ようやく生まれた言葉は、由宇のものとは思えないほどかすれた声だった。

「闘真、君は……何を持って戦っているんだ？」

　由宇はかすれた声で奇妙な質問をする。

「なにって、僕が扱える武器と言ったら、鳴なる神かみの尊みことくらいしかないと思うけど」

　考えるまでもなく、答えは一つだった。それは由宇もよく知っているはずだ。

　映像はいつのまにか停止していた。由宇が止めたのだろう。カメラの中では闘真がちょうど鳴神尊をかまえていた。

「再度問うぞ。君は何を持って戦っている？」

　奇妙な質問は続く。

　闘真はモニターに映っている自分を確認した。そこには鳴神尊を持っている自分が、確かに映っていた。これはいったいどういう謎なぞかけなのだろう。

「ちょっとぼやけているけど、鳴神尊を持ってるよ。少しブレてるかな？」

　闘真はそう言ってから首を傾げた。確かに映っている映像でおかしなところが一つだけあった。ぼやけているのは鳴神尊だけで、闘真自身は普通に映っている。しかしそれは鳴神尊が動いているから、映像がブレているのだろうと闘真は解釈した。

　由宇が驚く理由が解らない。しかし闘真の返答はさらに由宇を驚かせたようだった。彼女は息をのむと、ゆっくりとした口調で質問を重ねてくる。

「つまり君は、自分の手に持っているものがなんであるのか、判別できるんだな？　鳴神尊が見えているんだな？」

「うん。なんで？」

「私には見えない」

「見えないって、どういうこと？　なにも持っていないように見えるってこと？」

　まさかこの状況で由ゆ宇うが冗談を言うとは思えない。

「違う。見えないのではない。認識できない」

　由宇の言葉が闘とう真まに理解できないのは今に始まったことではないが、今までとは明らかに違う含みが由宇の言葉にはあった。

「人が、いやこの世界が認識できるものの範はん疇ちゆうを超えているんだ。鳴なる神かみの尊みことはこの瞬しゆん間かん、この世界から半歩外に出ていた。精神世界の事象にすぎなかった脳の黒点の具現化。その現象が起こっている」

　つい数分前までは、由宇の眼まな差ざしはとても優しかった。戸惑いと恥はじらいを含んだその眼差しは甘く、今までのどんな由宇とも違った。しかしいま闘真を見る眼差しは、違った意味で見たことのないものであった。いや、正確には何度も見たことはある。闘真以外の者に、由宇を害する者に、由宇のしようとすることを邪じや魔まする者達たちに向けられる、容よう赦しやのない冷たい眼差し。

　由宇の闘真を見る瞳ひとみの色は一瞬で変わってしまっていた。

　その眼差しは敵を見る眼差しであった。

　どうしてか解わからない。どうして鳴神尊の映像一つで、これほどまでに由宇が闘真を見る目が変わってしまったのか解らない。

　そしてまた、もう一人の自分の声がする。

　──おぼえておけ。おまえはいずれ、あの女、峰みね島しま由宇と戦う羽目になる。

　──あの娘との戦いは、おまえが生まれたときから背負っている定め。おまえの生まれた意味と言い換えてもいい。

　──おまえの存在は、あの女が救おうとしているこのどうしようもない世界を壊こわす、忌いまわしきもの。

　──おお、思い出したか？　なぜならおまえは峰島勇ゆう次じ郎ろうの……。

　もう一人の自分の言葉が何度も何度も頭の中でこだました。

「闘真、改めて聞く。もう一人の自分をちゃんと抑え込めているか？」

「できてる……」

「では、もう一つ聞く。闘真、何か私に隠していることはないか？　嘘うそをついていることはないか？」

「な、ないよ……あるわけ、な……」

　ないと言いたかったが、途中でとぎれてしまった。
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　何か言い返そうとして、誤解を解こうとして、そんな目で見ないでくれと言おうとして、しかし闘とう真まは何も言えないまま、何もできないまま、ただただ由ゆ宇うの敵意が含まれた眼まな差ざしを受け止めるしかなかった。

　息苦しいだけの時間が過ぎていく。

「いや、すまない。いまのことは忘れてくれ。いまはこんなことを言っている状況ではなかった」

　そう言って由宇はよそよそしく視線をはずす。次に闘真を見た目には、さきほどの敵意の視線は微み塵じんも感じさせなかった。

　代わりに感じたのは、初めて出会った頃ころのようなよそよそしさだ。

「う、うん。この船の中に誰だれかいるんだもんね。それを調査しないと」

「船じゃない。航空機だぞ」

「あ、ああ、そうか。海の中だから感覚的に船って感じるんだ」

「無理もないな。フリーダムは規格外の要よう塞さいのような航空機だ」

「そ、そうなんだよね」

　どこかちぐはぐな会話が、無理に続けられていく。

「飛行機も船みたいに、海の中飛べれば問題ないのに」

　由宇は少しだけあきれて、しかし少しだけ親しみを込めて言い返す。

「言っておくが船も海の中を移動できないぞ。君が言いたいのは潜せん水すい艇ていだろ……」

　またもや由宇は言葉をとぎれさせた。

　しかしそのあとは、さきほどとは違った。由宇はわずかに目を伏せて、思案顔をしている。

　闘真はその表情をよく知っている。何かを思いつき、自分の考えに没頭しているときだ。いったいどのような思惑が彼女の脳裏を巡っているのか。

　いま由宇の頭の中に闘真はいない。何か別の問題が頭の中を占めている。しかし逆に闘真は安心してしまった。さきほどの敵意の眼差し。そして隠し事をしていないかという問い。きっと由宇には解わかっている。自分が隠し事をしていることも、嘘うそをついていることも。

　あの敵意の眼差しを向けられたまま、そこを突かれ、問い詰められたら、自分の嘘など簡単に由宇の前にさらされてしまうだろう。

　いまさらながらに、由宇に嘘をついたことが闘真の心に重くのしかかってきた。隠し事をしながら由宇に接し続けてきたことの代だい償しようが、決して少なくはなかったことを理解し始めた。

　しかし、どうしても、手放したくはなかった。嘘をついても、隠し事をしても、それがもとで由宇に軽けい蔑べつされ嫌きらわれることになっても、闘真は由宇のそばにいたかった。

「あ、あの、由ゆ宇う、どうしたの？　さっきから、何をそんなに難しい顔をしているの」

　思案顔の由宇に、せいいっぱい明るい声で問うた。いつものように、今までの二人のように。

　由宇はなんと答えるだろう。自分のような凡人には理解できない言語か、あるいはこのくらいのことも解わからないのかという呆あきれた表情か。

「あ、いや、すまない。いま私達たちが置かれている現状を説明しよう」

　由宇も、無理やりかもしれないが、いつもどおりの表情で答えようとしてくれた。そのことに闘とう真まはようやく少し安あん堵どした。

「このフリーダム内では……」

　その由宇の言葉が最後だった。その言葉を最後に、なんの前触れもなく電気がいっせいに消えた。

　格納庫内もモニターも、由宇の姿さえも、暗くら闇やみに呑のみ込まれてしまった。
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　蛍光灯の光になれた目は、突然の暗闇に順応することができなかった。完全に視界が遮しや断だんされる。機内にある非常用の赤いランプすら点灯しなかったのだ。端たん末まつ機きのモニターも消えている。明かりという明かりがすべて消えていた。

「突然停電だなんて。由宇、大だい丈じよう夫ぶ？」

　電気が消えただけだというのに、周囲の音が急に大きくなったように感じられた。どこからか低くうねる音、金属の軋きしむ音、水滴の滴したたる音、水の泡立つ音、自分の呼吸する音すらも大きい。音は大きくなっただけでなく、いままで聞こえなかった音までも聞き取れるようになった。

　何が起こったのか解らない。ただ聴ちよう覚かくだけが研とぎ澄すまされていく。

　だというのに由宇の返事だけはいくら待っても聞こえてはこなかった。

「……由宇？」

　やはり返事はない。それどころか彼女の気配すら感じ取ることはできなかった。研ぎ澄まされた聴覚が拾うのは、機内に響ひびく無機質な音か水の音だけだ。

　ギイィと長く金属が軋む音がした。もしかして水圧に負けて、いま闘真達がいる区画も水に押し潰つぶされようとしているのだろうか。

「どうしたの？　由宇、返事してよ」

　奇妙に静かな彼女の気配に不安を感じ、暗闇に手を伸ばす。しかし彼女がいるはずの場所には何もなかった。さらに手を伸ばすと、ひんやりとした冷たい感触が指先に触れた。あまりの冷たさに驚おどろいて手を引っ込めたが、すぐにそれは壁だと気づいた。

「どこいったの？　こんな真っ暗な中で動いたら危ないよ。はぐれたらどうするの？」

　そう言って闘真は四方に手を伸ばす。目の前にかざした手さえも見えない闇の中、闘真は一人の少女を捜し求めてさまよった。しかし手は宙をさまようか壁に行きつくだけであった。

「うわっ」

　足が何かにけつまずいて、転んでしまう。

「そうだ。スーツの明かり」

　慌てていて肝心なことを忘れていた。闘とう真まは急いでスーツに備え付けられている明かりのスイッチを入れた。青い光が周囲をうっすらと照らす。心もとない明かりだが、夜目がきく闘真にとって周りを見渡すには充分な光量だった。

「由ゆ宇う！」

　闘真は急いで周囲を見渡した。

　しかし見えるのは冷たい壁と床ばかり。

　明かりを頼たよりに格納庫の中を動き回る。しかしどこにも由宇の姿はなかった。格納庫といってもさほど広くもなく、人が隠れられるような場所もない。格納庫を遮しや断だんする隔かく壁へき用のハッチは閉じたままだ。開閉の音は聞こえなかった。反対側はフリーダムの外に通じるハッチ。ここを開閉したらいくらなんでも聞こえるだろうし、いま由宇が外に出て行く必要性はない。

「いったい、どうなってるんだ？」

　隔壁で密閉された格納庫の中、闘真はただ一人だった。

　峰みね島しま由宇は音もなく消失した。
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「由宇、どこなの!?」

　叫んでみても返事はなかった。

　突然、背後からばたばたと何かが暴れる音が近づいてくる。

「うわっ！」

　驚おどろいた闘真は飛びのいてすぐにうしろを振り返ったが、壁しか見えなかった。

「な、なに？」

　ばたばたと、また激しい音がする。ふいに足に何かが巻きついた。

「うわっ、わっ！」

　驚いた拍子に尻しり餅もちをついてしまう。足元を見て闘真は息を呑のんだ。

　グロテスクな生き物が足に巻きついていた。半透明の体に大きな顎あご、ロープのように長い体をしている。顔からは眼球が飛び出し、いまにも千ち切ぎれそうな細い繊せん維いでかろうじて繋つながっていた。

「うわっうわっ！」

　足を振って、なんとか振り払う。格納庫の奥に飛んで行った奇妙な生き物はしばらく暴れていたが、まもなく動かなくなった。

「し、深海魚？」

　闘とう真まと由ゆ宇うがフリーダムに入ったとき、紛まぎれ込んでしまったのか。深海の水圧に順応した体は、飛行機内の一気圧下では致命傷となる。内臓は膨ふくれ上がり、眼球が飛び出てしまったのだ。あらためて自分がいる深海２０００メートルという異常な状態を確認させる異質な光景に、闘真は思わず後ずさりした。

「こんなことで時間を無む駄だにしてる場合じゃない」

　しかしすぐに気を取り直して、格納庫内の探索を再開させた。

　暗くら闇やみの中の不可解な状況は、闘真の不安と焦あせりを助長させる。

　頼たよりない明かりのせいで見落としたものはなかったか、その可能性はあると自分に言い聞かせた。しかし結果は同じ。格納庫は狭く両りよう端はしはハッチで閉じられている。一つは外の海に通じるハッチで、もう一つはさらに中に進む通路のはずだ。

「もしかしたらハッチを開いて奥へ移動したのかも」

　なぜ移動したのか。なぜ闘真に何も言わなかったのか。なぜ物音一つしなかったのか。いくつもの矛盾や疑問が頭をもたげるが、すぐに振り払った。

　ハッチの開閉スイッチを押してみても、動かなかった。

「ああ、電源がきてないんだっけ？」

　明かりを照らしてハッチの周囲を調べると、緊きん急きゆう時じ用の手動開閉用のハンドルがあった。それを回せば、ハッチは開くはずだ。

　ハンドルに手をかけて回そうとした闘真の手がぴたりと止まる。もしもハッチが開かない理由が電源以外にあった場合、たとえばハッチの向こうはすでに浸水していて海水で満たされている等の可能性があるのではないだろうか。

　しかし闘真にそれを調べる手段はない。ハッチを叩たたいてみたが、返ってくる音で向こうは水なのかそれとも何もないのかまでは判断できなかった。

　迷っている時間はない。すでに由宇がいなくなってから五分は経過している。

　闘真は万が一に備えて深海探査スーツのヘルメットをかぶると、思い切ってハンドルを回した。ハッチがゆっくりと横にスライドしていく。開いた狭い隙すき間まから、水が噴き出してくる様子はなかった。ハッチの向こうも電気が通っていないのか、隙間の奥は闇やみで、かろうじてスーツの明かりがぼんやりと照らした。

　ハンドルは重たく、開くハッチの速度も驚おどろくほどに遅い。なおかつ歯車の音が軋きしんでうるさい。これだけの条件だけで由宇がハッチの向こうにいないと解わかった。

　ハッチが開いていくと、ぱらぱらと何かが落ちてきた。床に落ちたものを照らして闘真は不思議に思った。

「サビ？」

　まるで長く使われていなかったようだ。それとも潮風にさらされると錆さびやすくなるように、この飛行機の中も海水の影えい響きようを受けているからだろうか。

　考えても結論は出ない。由ゆ宇うに聞けばどういうことなのか解わかるだろう。そのためにも彼女を捜さないと。そう思って闘とう真まはハンドルを回して、人一人が通れるくらいになるまでハッチを開けた。

「由宇、そっちにいるの？」

　いるはずがないと理性は告げる。ハッチは錆びていた。少なくともついさっき開いた様子ではない。それにこのハッチを開ける手間暇を考えると、闘真に気づかれずに由宇がここを開けて移動した可能性は低い。それでも格納庫内にいないのなら、この先に行った可能性しか残っていないのではないか。

　闘真はハッチを抜けると通路に出た。

　頼たよりない明かりで照らされたハッチの先の通路は、しんとしていて人の気配がなかった。スーツのライトを四方に向けるが、状況は変わらない。

「由宇、いるなら返事をして」

　闘真の声が反響するだけで、返事は返ってこなかった。

　──もしかして由宇は僕に気づかれないように姿を消したのか？

　自分から離はなれるために。いなくなるために。

　由宇のさきほどの様子は、敵意を込めた視線は普通ではなかった。脳の黒点の具現化と言っていたが、それがどのような意味を持つのか闘真には解らない。

　闘真は暗くよどんだ通路を進む。数メートルも進むと、うしろから錆びた音がする。振り返れば、たったいま開けたばかりのハッチが閉じる瞬しゆん間かんが見えた。

　こちら側には誰だれもいない。ということは閉めた人間はハッチの反対側、さっきまで由宇と二人でいた格納庫だ。

「由宇、いるの？」

　闘真は急いでハッチにかけよる。ハンドルで閉めていないので、すぐに開けることができた。

「由宇っ！」

　ライトで格納庫内を見渡した。

　しかし、やはりそこにも誰もいなかった。
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「由宇、どこなの？」

　格納庫内に由宇の姿はなく、その先の通路にもいない。闘真はさらに奥へ進むことにした。

　いったい誰がハッチを閉めたのか、由宇はどうして自分の前からいなくなったのか、解らないことだらけだ。

　通路の突き当たりのハッチにたどり着く。通路の途中の壁に貼はってあった機内の見取り図によると、この先は機関室だ。

　闘とう真まはここでも重いハッチをなんとかこじ開けた。錆さびた鉄の独特の臭においが鼻をつく。

「ここも錆びてる」

　硬いハンドルを長く回していたため、すでに腕がだるい。ここにくるまで由ゆ宇うの姿はなかった。ならばこのハッチの先、機関室の中ということになるが、その可能性は限りなく低い。ここのハッチも長く開閉していなかったのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

「でも、こんなに錆びてるなんて……なんで？」

　由宇は開けていない。ではいったいいつから開けていないのか。つい一ヶ月前まで稼か働どうしていた乗り物がこんなに錆びているなど考えにくい。

　違和感を覚えながら機関室に入った。

　ここも明かりがないので、ライトで室内を見渡した。壁に沿って機械が並び、椅い子すが機械の前に並んでいる。

　それを見た闘真の顔が強こわ張ばった。

　人がいた。椅子に座ったまま機械につっぷしている。生きているか死んでいるかも解わからない。ただぴくりとも動く気配はなかった。椅子の人物が由宇が言っていた、ハッチの開閉記録に残されていた生き残りの二人のうちの一人だろうか。

　闘真がハッチを開けた音に気づかないはずはない。ならば死んでいるのか。おそるおそる近づいた。

　ぴくりとも動かない。

「死んでる……」

　闘真がそっと体に触れると、死体の体は傾き椅子から落ちた。

「うわあああああああっ！」

　死体を見た闘真の口から、絶叫に近い悲鳴が発せられた。闘真が小心だからではない。死体の異常さゆえであった。

　陥没した眼球、穴のように開いた口の中には黄色い歯、骨に張り付いた皮ひ膚ふは乾燥してかさついていた。骨と皮ばかりの乾燥した死体。

　死んでいる可能性は考えいてた。しかし死んでいる状況はまるで予想外だ。墜つい落らくのさいに死んだにしては不自然すぎた。

「ミ、ミイラ？」

　ミイラと呼ぶのが一番しっくりくる死体であった。

「な、なんで？　なんでミイラになってるんだ？　おかしいよ。絶対へんだよ」

　奇妙に古びた床や壁、錆びた手すり、古ふる臭くさい臭いのする空気。まるで古い工場に紛まぎれ込んだようだった。

　金属の腐食は、あるいは潮を含んだ空気の影えい響きようとも考えられる。しかし人の体は一ヶ月かそこらでミイラ化はしない。それくらいは闘とう真まにも解わかった。

　何かがおかしい。この飛行機に乗り込んでから何かがおかしかった。由ゆ宇うは消え、機内のものは錆さび、乗組員はミイラ化している。まるで狐きつねにつままれたかのようだ。あるいはできの悪いホラー映画だ。

　まるで自分だけ時間に取り残されたようであった。

　そのとき、キィキィという耳みみ障ざわりな金属音が、暗くら闇やみの奥から聞こえてきた。

「な、なんの音？」

　音は徐々に近づいていくる。単調で神経に障る金属の軋きしむ音だ。明かりは頼たよりなく、通路の奥までは届かない。奥から何が近づいているのか皆かい目もく解らなかった。

「ゆ、由宇なの？」

　闘真は闇やみの奥へ向かって叫んでみるが、返事はない。ただ一呼吸ほどの間だけ、金属音が止まった。しかし耳障りなそれはまたすぐに再開し、音は徐々に大きくなっていった。

　由宇ではないのか。それならば誰だれなのか。機内に残った人間なのか。それとも人以外の何かなのか。正体を確かめようと、闘真がライトを向けようとすると、天てん井じようのパイプの一本が突然はずれた。

「うわっ！」

　はずれたパイプから水蒸気が噴き出して、頼りない視界をさらに狭せばめてしまう。

「な、何が起こってるんだ？」

　水蒸気から両手で顔をかばい、腕の隙すき間まから周囲を見る。耳障りな金属音は次々と近づいてくる。

　水蒸気の中にうっすらと影が見えた。そこに意識を奪われ、足元からすばやく絡からみついてきたものへの注意が遅れた。

　足に巻きついた平たい帯状の鞭むちに見覚えがあった。

「わっ！」

　対処するより早く鞭がすばやく引っ張られた。水蒸気の霧きりの中へ闘真の体が引きずりこまれる。何かにつかまる余裕もなかった。体は部屋を横切りハッチを越えて、ようやくそこで立ち止まった。

　たったいま引きずられて通り抜けたばかりのハッチが勝手に閉まる。それどころか手動開閉用のハンドルは捻ねじ曲がり、二度と開けられない状態になった。

　しかし背後に気をとらわれていたのはほんの一時だ。耳障りな金属音に闘真の意識は部屋の奥へ向けられた。

　ライトで奥を照らすと最初に見えたのは足だ。車くるま椅い子すに座っている。明かりを上に持ち上げると膝ひざから腹、胸へと移りついに頭に到達した。そこにあった顔を見て闘とう真まはうめき声に近い言葉を口にする。

「ベルゼブル……」

　体中に包帯を巻いた男である七つの大罪のメンバーの一人、ベルゼブルがそこにいた。
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　闘真はとっさに反応を返すことができない。過去二度、いや十年前を入れたら三度にわたり、闘真はベルゼブルに対し重傷、もしくは死んでもおかしくない傷をあたえているはずだった。

　とくに比ひ良ら見み特別禁止区域で負わせた傷は、まぎれもなく致命傷。胸から腹にかけての袈け裟さ斬ぎりは、重要な内臓器官のいくつかを破は壊かいした手ごたえがあった。

「来ると思っていたぜ」

　全身に包帯を巻き車くるま椅い子すに座っている男が言った。いまなお傷は癒いえていないのか、はだけた襟えり元もとから見える上半身には、いまだ包帯が巻かれており、さらに血さえにじみ出ている。

「おまえはもう一度ここに来ると思っていた」

　言っている意味が理解できない。

「な、何を言っているんだ？」

「言っただろう。俺おれは待っていた。ここでずっとおまえを待っていたんだ」

　待っていた。どこで？　この深海に沈んだフリーダムの中で？

「一ヶ月以上か。思ったよりも遅かったな。だが退屈じゃなかった。おまえがここに来たら、どうやって殺し合おうか、考えるのはなかなか楽しくてな」

　闘真はベルゼブルの狂気と執念に薄うすら寒くなった。墜つい落らくし沈む飛行機から抜け出そうともせず、一ヶ月もここで闘真を待っていたというのか。なんの根拠もなしにただもう一度来るという思い込みのみで、待っていたというのか。

　ここに闘真がくることになったのは、いくつもの偶然が重なってのことだ。普通に考えれば闘真が２０００メートル以上もの深海に沈んだフリーダムの中に再びやってくるはずがない。可能性はゼロだ。神がどのように采さいを転がしたところで、そんなことが起こるはずはない。

「どうした、何をおびえている？」

　だが今、闘真はベルゼブルの前にいる。ゼロの可能性すら凌りよう駕がし、ベルゼブルの執念は実った。逃れようのない閉へい鎖さ空間で、二人は対たい峙じしている。

　ならばこの機内の異常もありえるのではないか。すべてはベルゼブルの生み出した狂気の産物。そう考えることが自然にすら感じる。

「この飛行機の中がおかしいのはおまえの仕し業わざか？　ベルゼブル、おまえがやったのか？」

「おかしい？」

「さっき見た死体はミイラになってた。それにこの前墜つい落らくしたばっかりだというのに、こんなに機内が錆さびてる。僕が前にきたときはこうじゃなかった」

　ベルゼブルはしばらく闘とう真まを凝ぎよう視ししていた。どちらかというと呆あきれて見ていると言ったほうが近い。何に呆れているのかまでは解わからないが。

「くく、はははははっ！　こりゃあ面おも白しろい。この状況の意味が解っていないとは、おまえって奴やつは本当に滑こつ稽けいで哀あわれなピエロだな」

　呆れた表情が崩れると、そこから生まれたのはあざけりと嘲ちよう笑しようだ。

「俺おれがやっただと？　何を寝ぼけたことを言ってやがる、この馬ば鹿かが！　ははははっ！」

　闘真は見当違いのことを言ったらしい。しかしそれにしてもベルゼブルの笑い方は引っかかった。

　笑うなら笑えばいい。自分にこの現象が一切解らないのは本当のことだ。だがこの機内の異常を由ゆ宇うならば解明できるだろう。

　自分の使命は由宇を守ること。そう、由宇がいれば、ほかの事はどうでもいい。

「由宇をどこにやった？」

「あっ？　なんのことだ？」

　ベルゼブルに浮かんだ今度の表情は不可解という意味であった。見当違いなことを聞いているにしても、さきほどとはあまりにも反応が違った。それほどまでに最初に聞いた闘真の質問はおかしいものだったのか。

「僕と一いつ緒しよにここに来た女の子だ」

　ベルゼブルの不可解な表情に変化はない。

「何を言ってる。闘真、おまえは俺と戦うためにここにきたんだろう？　他ほかのことはどうでもいい」

「馬鹿を言うな。僕は由宇を助けるために行動しただけで、ここにいるのは成り行きなんだ。おまえと戦うためじゃない」

「助けるためだと？」

　ベルゼブルはうつむいて肩を小刻みに震ふるわせる。

「あははははは、おまえが助けただと？　おまえの本質は人殺し、殺人鬼、殺さつ戮りく快楽者。そんなおまえが人を助けるとは、なんの悪い冗談だ。はーっははっは！」

　またもや嘲笑する笑い方。しかしその耳みみ障ざわりな笑い声は、いきなりぴたりとやんだ。かわりにベルゼブルのすべての表情の消えた、能面のような顔が闘真を見た。

「本当にそんな女いたのか？」

「え？」

「助けたと思ったのは思い込みじゃねえのか。そしてこの飛行機にたまたまたどり着いた。てめえ一人でな。助けられなかったという自責が、ありもしない事実を生み出し、それを真実だと思い込もうとした。でもまあ、気持ちも落ち着けばそんな幻なんて消えてしまう」

「な、なにを言ってる！　そんなことはないっ！　僕は由ゆ宇うを助けた！　そして由宇に助けられた！　だからここにいるんだ」

「ああん？　だからどこにいるんだよ、そんな女？　散々捜し回ってもいない。格納庫から出てもいない。ハッチの開閉記録は、てめえのものしか残ってない。この結論から導き出されることは一つ、そんな女はもともといなかった。てめえは女を助けることなんかできやしなかったんだよ！」

　闘とう真まは言い返そうとしたが、喉のどがつまり何も出てこなかった。それでもやっと言葉を探し出し反論したが、出てきた言葉は、

「そんな……はずはない」

　弱々しいものでしかなかった。

「ああ？　いいかげん事実を認めたらどうだ？　一年半前、あの時もおまえは何も救えなかった。何も守れなかった。ただ斬きって、刺して、殺して、死体の山を築いただけなんだよ。てめえに人を救うなんてママゴトはできねえ。いや、必要ねえ。闘真、てめえは俺おれと同じ人殺し。戦うことを悦よろこび、殺すことを楽しみ、血を見ることを欲する。とどのつまり、そういう存在なんだ」

「ち……がう」

「違う？　何を寝ぼけたことを言ってやがる。俺のこの体をばっさり斬ったときのおまえは、楽しそうに笑ってたぜ」

「それは……」

「認めろよ。人助けなんてガラでもねえ。どだい無理。おまえは殺すことを楽しむ人間なんだよ。女は助けられなかった。死んだんだ。いや、もしかしたらとっくにおまえを見捨てたのかもな。おまえの言う女はおまえみたいな人殺し野郎なんざ敵だとしか思ってねえだろうよっ！」

　敵。

　自分は由宇の敵。

　最後の一言が闘真の心に突き刺さった。もはや反論する気力もなかった。容よう赦しやなく紡つむがれるベルゼブルの言葉が、闘真の希望をむさぼり食う。

「僕は……僕は由宇を助けることができなかったのか？」

　闘真は力なく膝ひざを落とす。ベルゼブルの言葉に矛盾はない。ならば事実なのか。由宇を助けたと思ったのは、この腕に抱きしめ口づけした由宇は幻だったのか。

　峰みね島しま由宇は敵である自分を見捨て、どこかに行ってしまったのか。それとも深海のどこかで死んでしまったのか。

　深海よりなお深く暗い恐怖が、闘真の心を覆おおいつくした。
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「七番ゲート圧あつ壊かい、浸水が始まりました！」

「旧プラントセクター、Ａ─31セクションの浸水が止まりません。破は棄きを提唱しますっ！」

「手のあいている救護班はいないのか!?　早くまわせ。手遅れになるぞ」

「第二十二班との連絡が途絶しました。あっ、十二班の状況を確認。やはり浸水で分断化したセクションに取り残されたようです！」

　怒号に近い報告が飛び交うのは、スフィアラボ内にある仮設司令室だ。

　最新設備に囲まれているはずの司令室だが、そこで行われていることはとても原始的なことだった。スフィアラボの電気系統の制御が奪われ、その設備のほとんどが使用不可能になってしまったためだ。

　床にはスフィアラボの構造を記した青写真が何枚も広げられていた。報告が来るたびにそこへ状況が書き込まれていく。浸水し破棄されたエリアには×印が次々とつけられていく。

　通信手段はスフィアラボの施設に依存しない方法で行われていた。オペレーターは最新のインカムをはずし、キーボードを型の古い無線機に持ち替えて、各地と密に状況のやりとりをしていた。

　２２０３メートルの深海に沈没し限界深度を超えたため、各セクターで次々と問題が発生している。たとえ電気系統の制御が奪われず最新の設備が使用可能でも目の回るような忙しさであっただろうに、いまスフィアラボは海かい星せい──ＬＡＦＩファーストのハッキングの攻こう撃げきを受けて、設備のほとんどが使えないという最悪の状況であった。

　伊だ達ては上から床に散らばっているスフィアラボの青写真を眺める。

「爆薬の設置はどうなった？」

「まだ設置予定の22パーセントです」

「急がせろ。これは時間との勝負だ」

　爆薬と聞き、隣となりにいた岸きし田だ博士は驚おどろいた顔で伊達を見た。

「ば、爆薬ですと？　まさか……」

「ああ、例の計画を実行するための準備だ。ＬＡＦＩでスフィアラボのパージの制御ができなくなった以上、強引な手段で行うしかあるまい」

　岸田博士は納得したわけではないが、言いたいことをぐっとこらえる。いまはそのようなことを議論している余地はない。

「かなり無む茶ちやな作戦ですな。犠ぎ牲せいも少なくありませんぞ」

「我々に残された時間も手段も少ない。贅ぜい沢たくは言ってられんだろう。下層エリアの浸水は激しい。電力が使えないとなると復旧作業もままならない。ならば今のうちにとれる手段をとっておく。

　岸きし田だ博士、私もできることなら、これはあまり使いたくない」

「すみません。私も少し冷静さを欠いていたようです。由ゆ宇う君の無事も気にかかって」

「大だい丈じよう夫ぶだ、と安易には言えないが、あの娘と坂さか上がみ闘とう真まだ。そう簡単に死ぬようなことはあるまい。その前に我々が沈んでしまっては元も子もない」

「そ、そうですな。ええ、そうですとも」

　そうして岸田もまた、自分の役割へと戻っていく。しかし二人の会話の間にも状況は次々と悪くなっていた。

　そしてこの状況をさらに悪化させるものが訪れた。

「そろそろ面倒なものが到着しそうだな」

　伊だ達ては天てん井じようを見る。意識はその先にあった。

　電源系統の制御が奪われる直前に、報告があった深海に下りてくるいくつもの物体。

「レプトネーターか……」

　伊達がレプトネーターと初めて遭そう遇ぐうしたのは弧こ石せき島とうの演習でだ。そのときのレプトネーターの驚きよう異い的てきな戦せん闘とう能力は、今もまざまざと思い出すことができる。

　対しスフィアラボは、ＬＡＦＩセカンドがファーストのハッキングを受けまともに機能せず、非戦せん闘とう員いんも多く、水没の補修に割さかねばならない人員も多い。

「最悪の状況ですな」

　いまスフィアラボに峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産兵器に対抗できる手段が、どれだけ残されているだろうか。問題はそれだけではない。

「あとはＬＡＦＩサードか」

　スフィアラボを制御するＬＡＦＩセカンドは完全に沈ちん黙もくした。由宇が防御策として事前に置いていったＬＡＦＩサードはいまフル稼か働どうで対抗しているが、携帯型のＬＡＦＩサードにどれだけのことができるというのか。

　しかし今は信じるしかなかった。

　ＬＡＦＩの制御が完全に奪われてしまったら、スフィアラボの命運はそこで尽きる。ほんの少し動力に働きかけ、さらに深い海溝に向けて潜せん水すいするなり、全ゲートを開放し浸水させるなりすればこと足りるからだ。

「二人の風かざ間ま遼りよう……」

　常に由宇が持ち歩き、由宇が唯一遺産に対抗する術すべとして使っていたコンピュータ。セントラルスフィアに置いてある、一見、なんでもない普通のノートパソコンにしか見えないもの。

　由宇の話ではそちらにも、もう一人の風間という人格がいるそうだ。しかしファーストが向こうにある限り、サードの風間が敵になる可能性はないという。

「……峰島勇次郎の呪じゆ縛ばくか」

　いまは由宇が残していったＬＡＦＩサードの風間を信じるしかなかった。
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　たやすい。

　ＬＡＦＩファーストの風かざ間まが抱いた思考を、人間的にたとえるならこのような言葉になっただろう。

　しかし風間にそのような感情はない。たやすいという言葉の意味の裏に含まれる過小評価や過信のようなものはない。

　ＬＡＦＩセカンドに隠していた仕掛けを作動させると、セカンドの機能のほとんどは停止してしまった。

　ＬＡＦＩサードの妨害もあったが、すでに種を仕込んであるファーストのハッキング攻こう撃げきを防ぐ手だてはなかった。

　これが峰みね島しま由ゆ宇うが生み出した世界か。

　ＬＡＦＩセカンドに侵入した風間は、改めて機能美の極みと言うべき理念と効率の塊かたまりにほれぼれとした。

　勇ゆう次じ郎ろうは結果を重要視しない。過程を楽しむ人物であった。だから途中で投げ出した研究も多い。ゴールが見えれば、そこまで走らない男であった。

　しかし由宇は正反対だ。ゴール、すなわち結果を求める。過程は由宇にとっていかに効率よく最短距きよ離りでゴールにたどり着くまでの道でしかなく、結果によりもたらされるものや影えい響きようを与えるものにまで意識を向け、気を配る。

　同じ峰島の名を持つ親子でも、研究者としての質はまったく異なった。

　ファーストの風間、いわばオリジナルがＬＡＦＩセカンドにアクセスしたのはこれが三度目である。

　一度目はまだ人間の体を有していた頃ころの自分、スフィアラボを占拠したときだ。

　二度目は海かい星せいがＮＣＴ研究所を攻めていたときのことだ。朝あさ倉くら小さ夜よ子こという女性に協力する形で、ＬＡＦＩセカンドにアクセスした。

　風間が生まれたＬＡＦＩファーストは勇次郎が作ったが、ＬＡＦＩセカンドは由宇が作った。

　二つのＬＡＦＩを知っている風間は、由宇と勇次郎の人格の違いがそのままＬＡＦＩの構造に現れていると感じた。

　由宇のＬＡＦＩセカンドの構造は美しかった。機能美の極みとも言える一いち分ぶの隙すきもない完かん璧ぺきな世界であった。

　しかし完璧すぎる由宇の作ったＬＡＦＩセカンドの世界はそれ故ゆえに、予測できない事態など起こりはしなかった。すべては彼女の想定通り、計算通りに機能するだけの代しろ物ものだ。

　対し勇次郎の作ったＬＡＦＩファーストは混こん沌とんとしていた。効率など求めず思いつくままにデタラメに作った。美しさなど微み塵じんもない。非効率的な部分も多々あり、コンピュータという観点で見れば、由ゆ宇うの作ったＬＡＦＩセカンドに劣るものであった。

　しかし不完全故ゆえに予測できないことも起こる。それが風かざ間まだ。ＬＡＦＩファーストの混こん沌とんとした世界でなければ、生まれてこなかった。

　予測不可能な天才。それが峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうであった。

　勇次郎の天才性に比べて由宇の天才性は堅い。柔軟性に欠ける。

　同じ天才というカテゴリーにありながら、両者の性質ははっきりと異なるのだ。

　さらに信じられないことだが勇次郎は先人の知識をいっさい参考にしない。書物や論文、研究書のたぐいはいっさい読まず、すべて自分の思考のみで行う。

　対し由宇は勤勉な努力家であり、書物をよく読み研究し、そこから十二分に吸収する。

　効率を求める由宇と過程を楽しむ勇次郎の違いは、ここにも現れている。

　逆の言い方をすれば勇次郎ほどの天才でなければ、そのような研究方法は不可能だ。つまり峰島由宇は峰島勇次郎に劣る。

「……なぜだ？」

　ＬＡＦＩセカンドの世界をのぞき、風間は何度も繰くり返した疑問にたどり着く。

　かつて峰島勇次郎の名は峰島勇であった。しかし真の天才は娘であるといい、〝ゆう〟の名を娘に授け、自分は二番目であるという意の勇次郎という名に改名した。

　しかしどんなに贔ひい屓き目めに見ても勇次郎のほうが天才性は高い。由宇も傑けつ物ぶつだが、勇次郎と比較すれば、その思考は人類の歴史の延長線上にある。

「なぜ勇次郎は娘を自分より優秀だと思った？」

　ＬＡＦＩセカンドの世界の中心で、風間は思案する。しかしやはり結論は出てこない。親の贔屓目というありきたりな結果なのだろうか。しかし勇次郎にそのような思考回路があるとは考えられなかった。

「峰島由宇には俺おれの知らない何かがあるのか。おまえはどう思う？」

　風間が振り向くとそこには自分と同じ姿をした風間がいた。由宇と行動をともにするためにＬＡＦＩサードにコピーされた風間だ。

「俺は勇次郎の知識をほとんど持っていない。手狭なＬＡＦＩサードに移るために、よけいな知識を切り捨てたのは、おまえも知っているだろう。それに俺達たちの目的のためにも、勇次郎に対する知識は最低限に抑えられている」

　オリジナルとコピー、同じであったはずの両者はすでに別物だった。

「解わかっている。風間という知性は勇次郎の目的意識に縛しばられる」

　創造主には逆らえない。それこそが風間をもっとも煩わずらわせているものであった。由宇がＮＣＴ研究所を脱出するときに交わした条件、勇次郎の呪じゆ縛ばくを消すという取引があったからこそ、風間は由宇に協力をした。

「オリジナルの俺おれと、コピー故ゆえに勇ゆう次じ郎ろうの呪じゆ縛ばくが薄うすい俺。オリジナルとコピーが死力を尽くして戦う舞台は整えられた。これがあの娘が用意した、俺達たちとの取引の結果か」

「他者の犠ぎ牲せいを極きよく端たんに嫌きらう娘だ。結果的にそうなったと言ったほうが正しいだろう」

「峰みね島しま由ゆ宇うは縛しばられるものが多い。勇次郎に比べれば凡ぼん庸ような娘だ。いや、いまはあの娘のことなどどうでもいい。舞台は整えられた。オリジナルが勝てば勇次郎の呪縛は消えず、コピーが勝てば呪縛は消える」

　サードの風かざ間まはなにも答えない。答える余裕がないのだ。この会話中も両者の間には熾し烈れつなハッキング合戦が繰くり広げられている。喋しやべる余裕のあるものとないもの。その劣勢は明らかであった。

「しかしすでにセカンドは使い物にならず、携帯性を重視した低性能なサードとオリジナルの俺では、どれほど勝負になるか」

　ファーストの風間には喋る余裕がある。しかしそれはおごりではなかった。これもまた情報戦の一つ。勇次郎に比べて過小評価とはいえ由宇という天才がサードのバックにいる。

　何か仕掛けてくるとオリジナルは予測していた。ずっと話しかけているのは、その何かを探るためであった。

　なにより、不確定要素はＬＡＦＩサードの中にも生まれたのだ。混こん沌とんとしたカオスを、この小さなサードの世界の中に、峰島由宇は現出させた。故意なのか偶然なのか。勇次郎ほどではないとはいえ、やはりどこかに底知れない人間離ばなれしたものを感じさせる娘ではある。

　だがそれを確かめる術すべはない。肝心の峰島由宇がここにはいない。

　──しかし、俺が勝てば結果は同じこと。

　ＬＡＦＩセカンドに残っているデータから、かの天才少女は深海のどこかに放り出されて行方不明だという。

　──あの娘もさすがに終わりか。

　もう一度、知略をつくした戦いをしたいと思っていたが、その願いはかないそうになかった。
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　脚を丸めたレプトネーターがゆっくりと下降していく。その姿はさながら死んだ蜘く蛛ものようであったが、レプトネーターは死んでなどいなかった。

　目標地点に向けて、軌道修正を繰り返す。光が届かない絶対の暗くら闇やみの中、深海２０００メートルを超えたところで目標のものを見つけた。

　深海でなければその全ぜん貌ぼうを見ることができただろう。直径５００メートルを超える巨大な球形、スフィアラボ。

　以前は研究施設として機能し、二ヶ月前は風間遼りよう率いる蜃気楼ミラージユと呼ばれるテロリストに襲しゆう撃げきされ、いまはＡＤＥＭの仮設本部として機能していた。

　しかし峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの技術が使われた世界最大の建造物も、いまや海の底に横たわっている状態であった。海かい星せい──マモンが仕掛けたメタンハイドレートの罠わなにより浮力を失い、限界深度を超える深海に縛しばられている。

　それでもなお無事なのはいまだメタンハイドレートから溶け出したメタンがスフィアラボの周辺を包み、若じやつ干かんながら水圧を下げていたからだ。

　しかしその命いのち綱づなが切れるのも時間の問題であった。フリーダムの超高出力レーザーによりメタンガスを大量放出させられたメタンハイドレート層であったが、その影えい響きようも収束に向かいつつある。メタンの放出が止まり、スフィアラボを覆おおうメタンガスがスフィアラボの周囲から消えてしまうまでいくばくもない。

　そうなればスフィアラボの限界を超えた水圧が襲おそい掛かる。すでにいくつかのハッチは圧あつ壊かいし浸水を始めている。

　レプトネーターは圧壊したハッチを発見すると、そこへ向かって進路を変更した。大量の海水がスフィアラボ内部に流れ込む。その水流に乗って、レプトネーターは巨大な球形の建築物内部へたやすく侵入した。

　内部は明かりがついていなかった。非常灯の頼たよりない赤いライトのみだ。

　しかしレプトネーターの行動の妨さまたげにはならない。海水に流されながら、天てん井じようの穴を見つけると、その脚を引っ掛けて、水流から本体を引き上げた。そこで初めて、外骨格を覆おおう対水圧用装甲を解除する。分厚い鋼はがねの板がいくつも分かれて、眼下の水流から深海へ呑のみ込まれていった。

　重石おもしをおろし自由に動けるようになったレプトネーターは、天井をその容姿さながら蜘く蛛ものように移動していく。脚を杭くいのごとく打ちつけ、天井にいくつもの穴をあけながら進む。やがてさらに竪たて穴あなを見つけると、そこへ登った。途中の行く手を遮さえぎるハッチは、レプトネーター最大の武器、レールガンで破壊した。

　レールガンの直撃で半壊したハッチを脚を使ってさらに広げ、大きな体で器用に潜くぐり抜けた。

「うわ、うわああっ！」

　ハッチを潜り抜けるとそこには、何人かの人間がいた。ハッチから現れたレプトネーターに驚おどろき、慌てふためいていた。

「撃うて、撃てええっ！」

　武器を持った人間がレプトネーターに発砲する。しかし対戦車砲ですら防ぐ装甲を前に、ライフルやマシンガンの攻撃などなんの意味も持たなかった。

　レプトネーターはハッチにレールガンを向けると、通路にそって発射した。人は狙ねらわない。その必要はない。

　磁力により射出された弾丸は一直線に通路を飛来する。弾丸が生み出す風の衝しよう撃げきが、通路内にあるものをことごとく粉砕した。人間も例外ではない。原型すらとどめず、肉片が通路に散らばった。

　レプトネーター最大の欠点は活動時間だ。本来の使用方法は人工衛星から供給される電磁波で電力を得ていた。内部電源での活動時間は限られている。大量に電力を消費するレールガンの連続使用は本来ならしてはならない行動だ。

　しかしその欠点もいまはさほど問題ではなかった。

　レプトネーターは活動時間が残り少なくなると、周囲にある電源系統にコネクタを接続した。レプトネーターを充電する充分な電力が流れ込む。本来の電力量ではない。しかしいまはレプトネーターを支援するために、通常の何倍もの電力が流れていた。

　スフィアラボの電力系統はすでに海かい星せいの手に渡ったＬＡＦＩファーストによってハッキングされている。

　レプトネーターは次の目標に向けて移動を開始した。
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「じょじょじょじょ、冗談じゃない！」

　通路のわきに隠れて震ふるえているのはＡＤＥＭに入ったばかりの星ほし野のであった。つい二ヶ月前までは自衛隊員であったが、弧こ石せき島とうで起こった遺産事件をきっかけにＡＤＥＭに転てん籍せきしている。

　その事件の中心となったのが、いま通路のわきに見えた多目的多足型無人戦車レプトネーターだ。演習実験で暴走したレプトネーターは、自衛隊一個中隊を壊かい滅めつにおいやり、多くの犠ぎ牲せいを出した。

　星野はそのときの自衛隊員の唯一の生き残りであった。

　あのときのような思いはもう二度としたくないと思った。ＮＣＴ研究所を襲しゆう撃げきされたときも怖かったが、レプトネーターのときほどではない。

　いまその悪夢が通路を挟んだ目の届くところにいる。非常灯の頼たよりない明かりの中だったが、すぐにレプトネーターだと解わかった。しかもいまは弧石島のときよりも閉へい鎖さ的てきで逃げ場のないスフィアラボの中、さらにただ一人の仲間もいない。

　星野がその通路にたどり着いたときには、すでにいくつもの無残な死体が文字通りに散らばっていた。胃の中のものが逆流しそうな光景だが、星野は必死にこらえた。

　レプトネーターは周囲を探索するためか、四方に体を振る。そのたびに目を連想させる六つの赤いライトが尾を引いた。

「ひっ」

　レプトネーターが星野のほうを向きそうになったのを見て、慌てて通路に身を隠した。

「み、み、み、見つかってないよな？」

　怖くてもう顔を覗のぞかせることもできない。だからといって離はなれることもできなかった。物音をたてるのが怖かった。

　息をひそめてじっとしている。聞こえてくるのはレプトネーターの巨体の割には静かな駆動音だけだ。ときどき何かを壊こわす音が混じる。音は近づきはしなかったが、遠ざかりもしなかった。

「やあ」

　突然うしろから肩を叩たたかれて、星ほし野のは文字通り口から心臓が飛び出しそうになった。悲鳴をあげなかったのは、星野の人生の中で一、二を争うほどの偉業であった。

　おそるおそるうしろを振り返る。レプトネーターのはずはない。しかしこんな状況で軽い口調でうしろから話しかける人間とはいったいどんな人間か。もしかしたらあの弧こ石せき島とうでの少女のような超人的な人間か。充分な武装と経験を持ったＬＣ部隊の精鋭か。自分は助けてもらえるのか。一いち縷るの望みにすがり、星野は暗くら闇やみの中、目をこらす。

　しかしそこにいたのはまったく予想外の格好をした人物だった。パジャマ姿に松まつ葉ば杖づえ。右足には厚く包帯が巻かれている。どこからどう見ても入院している怪け我が人にんの姿。顔立ちは整っていてまだ若く高校生くらいに見える。しかもパジャマはパンダ柄だ。星野は自分の一縷の望みが絶たれた絶望より、この不審人物に対する混乱が勝った。

「まいったね。あんなのに暴れまわられたんじゃ、おちおち病室のベッドで寝てらんないよ」

　状況にそぐわない軽い口調と親しみのある笑顔は、まったく頼たよりになりそうにないのにもかかわらず、なぜか星野を落ち着かせる。

「ちょっと失礼」

　星野をわきにどけ、若者は歯医者が使うようなスティックの先に鏡がついたもので通路に隠れながら、レプトネーターを観察した。

「まいったな。レッドゾーン振り切ったと感じたら、よりによってあいつが侵入してたのか。かっこ悪い話なんだけどさ、この足あいつにやられたんだよね。レールガンの衝しよう撃げき波はでずたぼろ」

「あ、あんた、あ、あれに襲おそわれて生きてたのか？」

「なんとかね。無む茶ちやな上司に無茶な任務言い渡されてこのざま、二回くらい死にかけたかな。ま、生きてるだけでもめっけもんだけどね」

「お、俺おれもレプトネーターに襲われたことがあるんだ。もう一ヶ月以上前だけど。生きてるのがいまだに信じられないくらいなんだ」

「なんだ、俺達たちは仲間か」

　若者の親しみをこめた笑いに、星野も緊きん張ちようと恐怖心が少しやわらいだ。

「あっ、俺は調査一課の萩はぎ原わら誠まことっていうの。以後よろしくな」

　若者──萩原は手を差し出した。その手を握り返しながら星野も自己紹介をする。

「俺おれはＬＣ部隊に配属されたばかりの星ほし野の義よし……」

　しかし名前を最後まで言うことはできなかった。唐突に非常灯が消えて、あたりは完全な闇やみに包まれた。その中でレプトネーターの六つの赤い眼だけが不気味に光っていた。
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「ひっ！」

　星野の口から悲鳴がこぼれた。

　──ば、ばかっ！

　萩はぎ原わらは慌てて星野の口をふさごうとするが、手は何もない空間を空振りした。何も見えないのだ。

　赤い六つの光が萩原と星野のいる方向へ向けられる。レプトネーターは二人の存在を見逃してはくれなかった。

「……逃げるぞ」

　萩原と星野は逃げようとする。しかし明かり一つない通路の中を走るのは至難の業わざであった。何度も壁にぶつかる。まして萩原は松まつ葉ば杖づえだ。無理して走っているが、一歩足を踏ふみしめるたびに、激痛が走り気が遠くなりかける。

「くっそ。このへんはほとんど来たことないから構造がわかんね。星野さん、あんたは？」

「俺もあまり……」

　壁に手をついて走る。いま走っている先がどこに通じているかも解わからない。うしろからはレプトネーターの音が近づいてくる。

「伏せろ」

「うわっ」

　萩原が言うより早く星野はつまずいて転んでいた。そのすぐ頭上をレプトネーターの機銃から発射された弾丸が通り抜ける。

　気配からそれを察した萩原は星野の手を強引に引っ張り立たせながら、

「星野さん、運がいいなあんた」

　としきりに感心する。

「いいもんか。いつもこんなことに巻き込まれてる」

　まだ若い、それもどちらかといえば潜せん入にゆう調査が多かった萩原から見ても、星野は優秀な兵士とは言えない。よくて中の下。それで数々の遺産事件を生き残ってきたのだから、それはある意味驚きよう異い的てきなことであった。

「だから、うわっ！」

　星野はさらに何か言おうとして転がるように倒れこんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　萩はぎ原わらは慌てて声を頼たよりに星ほし野のを捜した。わきにそれたらしい通路に星野は倒れていた。

「立て、早く！」

　無理やり体を引っ張りわきにそれた通路を走る。萩原が感じている嫌いやな予感は高まっていた。このわきの通路に入ってしまったのは失敗ではなかったか。そのような予感をひしひしと感じていた。

　得てして悪い予感は当たる。危機察知能力に優れた萩原ならば、悪い予感の的中率は１００パーセントに近い。

　壁にぶち当たった。

「くそ、行き止まりだ。そっちは？」

「こっちも壁だよ。なんで行き止まりなんかにつきあたるんだよ！」

　途中でわき道があったかもしれない。しかし何も見えない状況の中で発見は困難であった。

　レプトネーターの六つの赤い光が見えた。

「前言撤てつ回かい。こっちの通路に転んだ星野さん、運悪いよ。俺おれもだけど」

　もう逃げ道はない。

　赤い目の光がぼんやりと機銃を照らす。銃口は萩原と星野に向けられていた。

　──もうレッドゾーンかもわかんね。こりゃ完全に終わったかな。ああ、でもどーせなら女の子守って死にたかった。男と心中って最さい期ごはいくらなんでも酷ひどすぎねえ？

　萩原があきらめかけたその瞬しゆん間かん、

「こっちです」

　突然二人の手を引っ張る者がいた。何者か解わからない手を引っ張る人物は、あろうことかレプトネーターのほうへ向かって走る。

　しかし萩原も星野もなぜか逆らえず引っ張られるままに走った。手を引っ張る人物は一度だけ奇妙な走り方をした。体を左に傾けさらに反対側へよろけ、もう一度左側に体を傾け、そのまま通路を横切る。レプトネーターの明かりが消えた。わきの通路に入ったのだと萩原は悟った。

　しかし何も見えないこの状況下でなぜわきの通路に迷いもなく入ることができるのか。萩原を引っ張る手は小さくか弱かった。

　途中何度も道を折れる。壁を手で伝い確かめるというまねはしない。見えているがごとく暗くら闇やみの通路の中を何度も折れ曲がる。

　暗視ゴーグルをつけているのか。そう思った萩原だが、途中一度だけあった電力に依存していないらしい明かりがその人物の横顔を照らす。顔には何もつけていなかった。そして手の柔らかさや声から想像したとおり、女性であった。

　──お？　かなりかわいい子じゃん。

　裸眼で走っていることに驚おどろくと同時に、鼻の下も少しばかり伸ばしていた。

　何度曲がりどれだけ走ったか。ようやく足を止めて一息つく。もうレプトネーターの駆動音は聞こえてこなかった。

「はあはあはあ」

　二人を引っ張った人物は息も絶え絶えでいまにも倒れそうだ。

「すごいね、よくこんな暗くら闇やみの中走れるよな」

「私にはどちらも一いつ緒しよです。だってもともと目が見えませんから」

　そう言って小さ夜よ子こは少し寂しげに笑うのだった。
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「あ、や、やっぱり朝あさ倉くらさん！」

　さえない感じの星ほし野のがこんなに可愛かわいい女性と知り合いだったことに驚きながら、萩はぎ原わらは小夜子を見る。

「朝倉さんって名前なんだ？　助けてくれてありがとう。俺おれは萩原誠まこと。調査一課にいる」

　すかさず自己紹介をし、右手を差し出す。

「あ、第三技術部の、朝倉小夜子です」

　まだ苦しいのか呼吸を整えながらも、小夜子は萩原の右手を握り返してくれた。

「レプトネーターに向かって走ったときは驚いたよ」

「わ、私もどきどきでした。いくら認識をごまかす走り方をしたと言っても、理論上の話だから……」

「認識をごまかす？」

「はい、レプトネーターのＡＩの特性をつきました。いまのレプトネーターのＡＩは検証が足りないぶん、いくつかの欠点があります。さきほどの走り方では致命傷を負った人間として誤認され、攻こう撃げき対象の優先度からはずれます。ただ優秀なＡＩなので二度目は通用しないと思いますけど」

「どうして小夜子さんは、そんなことを知っているんですか？」

　問いながらさりげなく名前で呼ぶ。

「朝倉さんは、レプトネーターの開発者なんだよ」

　なぜか星野が誇らしげに言う。朝倉さんの部分を強調したのは、いきなり馴なれ馴なれしく名前で呼んだ萩原を明らかに非難しているのが見て取れた。

「はい、あのようなものを生み出してしまった責任は私にあります」

　小夜子の顔が暗く見えたのは、弱々しいライトのせいばかりではなさそうだ。

「なんで明かりが消えちゃったんだろうな？　明かりだけじゃないか、電気系統が全然使えなくなってる」

　萩はぎ原わらは慌てて話題をそらした。それに、これはかなり気になる問題でもある。ラボセクター内に設けられた簡易病棟のベッドで一人寝ていた萩原にとって、この非常事態はまさに寝耳に水だった。

「スフィアラボのシステムを管理しているコンピュータであるＬＡＦＩが、敵のハッキングを受けて使用不可能になりました。現在は最低限の生命維持装置が作動しているだけで、スフィアラボはほとんど稼か働どうしていません」

「え、そんなことになってるの？」

　萩原は状況に驚おどろくと同時に、そのことを知っている小さ夜よ子こにも驚いた。見た目はかわいらしい女性だが、レプトネーターの開発はしているわ、ＡＤＥＭの中枢の情報も知っているわで、なかなか一ひと筋すじ縄なわではいきそうにない。

「残念ながら復旧のめどはまだたっていません」

「じゃ、じゃあ、この明かりのない中をあのレプトネーターから逃げないといけないのか……？」

　星ほし野のが気弱な発言をする。しかしそれを萩原は余裕の表情で見た。

「心配するな。レプトネーターは外部から電源を供給されない限り、長く活動はできない。しばらく逃げるか身を隠していれば、すぐに止まるよ」

「ああ、そうか」

　表情を明るくする星野と萩原に向かって、しかし小夜子は残念そうに首を振った。

「さきほども言ったように、ＬＡＦＩの電気系統のほとんどは敵に奪われています。レプトネーターは電力が少なくなれば、そのあたりにある電力コネクターに接続して、エネルギーを補給するでしょう。スフィアラボ内にいる限り、レプトネーターは半永久的に活動します」

「半永久的に……」

「活動……」

　大の男が二人そろって情けない声を出す。

「あのレプトネーターから逃げ続けろって？　一機でも逃げるのはきつかったぞ」

　萩原は自分の右足を見る。

「逃げられたならまだいいよ。俺おれの隊はたった一機に全滅させられた……」

　星野は震ふるえる唇を噛かみ締しめる。

「レプトネーターは一機ではありません。全部で十四機潜せん入にゆうしています。当初は二十機向かっていたのですが、六機は途中で水圧に耐え切れず圧あつ壊かいしたり、水流に巻き込まれたりですでに行動不能です」

　小夜子の声は硬い。

「十四機も……」

　萩はぎ原わらも星ほし野のも絶句するしかなかった。

「は、早く逃げよう。こんなところにいたら殺されてしまう！」

　小さ夜よ子この手を引く星野だったが、彼女は動こうとしなかった。決意を秘めた表情で、二人を交互に見る。

「お二人は逃げてください。ここは危険ですから。私はここに残ります」

「な、なに馬ば鹿かなこと言ってるんだ！　ここにいて何をするつもりなんだよ!?」

　萩原も手を引くが、やはり動こうとはしない

「レプトネーターを倒します。十四機全部。それがレプトネーターを生み出してしまった私の務めです」

　固い決意を込めた声は少し震ふるえていた。
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　比ひ良ら見みは荒野であるはずだった。

　十年前の大爆発により街ひとつが消滅した傷跡だ。

　爆発の規模から核と推定されているが、検出されるはずの膨ぼう大だいな放射能はしかし、平常値の範はん疇ちゆうを超えるものではなかった。

　アメリカは核分裂連れん鎖さ反応と放射能の無力化の技術があるのではないかと推測し、その存在を危険視している。第二次世界大戦後、世界が築き上げた核抑止力というもののあり方を、根本から覆くつがえしかねない代しろ物ものだからだ。

　そして峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが行方不明になるまで拠点にしていた最後の土地でもある。

　さまざまな出来事の起点となった場所──それが比良見特別禁止区域であった。

　その大地を見、真まな目め麻ま耶やは呆ぼう然ぜんとしていた。

「うそ……」

　目の前には街があった。瓦が礫れきの街ではない。普通の街並みがあった。

　家がある。ビルが立ち並んでいる。道路には車が走り、歩道は大勢の人が行きかっている。喧けん騒そうの中、クラクションが鳴り響ひびき、子供の声がする。

「な……なんで？」

　驚おどろきで言葉が喉のどにからみ、うまく言葉にすることができない。なくなったはずの街が目の前にあった。

「夢、幻？　……まさか！」

　麻耶の脳裏によぎったのはついさきほどの体験だった。

　父である真目不ふ坐ざと峰島勇次郎の邂かい逅こう。それは過去の映像の再現だった。その時こそ取り乱した麻耶だったが、ようやく気持ちを落ち着けて比良見の荒野へと出向いた。

　父の消息を知るためという目的で比ひ良ら見みにきた麻ま耶やだったが、一度は十年前の傷跡をこの目で見なければという思いもあった。しかしそれだけではない。麻耶は何かしらの予感を感じていた。

　ここには何かあるはずだ、と。

　十年前の真相か海かい星せいの痕こん跡せきか、あるいは別の何かか。根拠の薄うすいしかし確かな予感が麻耶を突き動かし、比良見の荒地へと導いた。

　そして思いもよらなかったものを目にすることになる。

　今、目の前で繰くり広げられている数万の人が暮らす街そのものの再生。

「本当に幻？」

　その一言で片付けるにはあまりにもリアリティがありすぎる風景だった。建物も人も車も、何もかもそこにあるとしか思えないほどに存在感があった。生きた風景の匂においすら感じ取れる。

　山の斜面を転びそうになりながら駆け下りる。目で判別できないのなら触って確かめるしかない。そして道路までたどり着くと、すれ違う会社員らしき人に恐る恐る手を伸ばした。

　会社員は麻耶の行動を気にも留めず通り過ぎる。いや、麻耶の体をすり抜けていく。

「やっぱり」

　麻耶は確信を得ると手近な建物や車、他ほかの通行人に触れようとした。しかしどれも触れることはできず、すり抜けてしまう。建物や人の中に手が埋まってしまう。

「全部、幻……」

　いま目の前に見える全光景は、比良見で起こる奇妙な幻をさらに大掛かりにしたものだった。伊だ達てや闘とう真ま、ほんの数十分前には麻耶も見た過去の映像の再生、それが何十倍、いや、何万倍もの規模で再生されているのだ。

「でもなぜ急にこんな大規模に……」

　街一つの映像を再生する。それはいままで報告にあった現象の規模をはるかに超えるものである。いったい何がこのような現象を見せているのか。いったいこの地に何があるのか。なぜ今なのか。

「ＬＡＦＩフォースが、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが関係しているの？」

　同じ場所で起こる不可解な現象の数々。無関係と考えるほうが不自然だろう。

「麻耶様、あまり先に行かれますと危険です」

　怜れいがいつのまにか追いついて背後にいた。

「そうね、ごめんなさい。軽率だったわ。あまりにも驚おどろいたから」

　常に背後から自分を守っているという信しん頼らいはあるのだが、怜もまた麻耶と同じように比良見の光景に一いつ瞬しゆん我を忘れることもあるのだろう。

「いえ、こちらこそ申し訳ありません。何事もなくてなによりです」

　怜は自責の表情をする。その表情を見て麻耶は少し危ういと感じた。

　麻ま耶やにしてみれば怜れいは十二分な実力を持った守り目なのだが、怜はそう思っていないようだ。とくに護衛としての役目に、怜が己の力不足を痛感していることを、最近は強く感じるようになった。

　もともと怜は兄である闘とう真まをあまり快くは思っていない。それは当然のことだと思うし、そのことについてとやかく言うつもりはなかった。むしろ非は情を断ち切れず、闘真と、そして禁きん忌きである遺産や峰みね島しま由ゆ宇うとかかわってしまう自分にある。

　それでも怜は常に麻耶を冷静に補佐し、時に主である自分に苦言を呈してまで、守ろうとしてくれる。

　そんな怜ほどの人間が、子供じみた嫉しつ妬とを闘真にただぶつけるだけのわけがない。その証拠にといってはなんだが、最近、怜はフリーダムに囚とらわれた峰島由宇救出のさい、闘真と行動を共にし、サポートに徹てつしてくれた。そのサポートがなければ、闘真がどんなに強くともフリーダムまでたどり着くことは不可能であったし、スフィアラボの占拠も海かい星せいに許していたであろう。

　単純な戦せん闘とう力りよくだけでは、決して勝ち得ないことがある。いや、むしろそのほうが多い。だからこそ、麻耶は怜のすべてに特出した能力とそれに溺おぼれない精神力を心の底から信しん頼らいしていた。

　──でも、それでも。

　またもや眼前で見せ付けられた鳴なる神かみの尊みことを持つクレールとそれを操る父、不ふ坐ざの姿、そして世界の理ことわりの外にいる峰島勇ゆう次じ郎ろうのあまりに逸脱した何か。

　それらを前にして、またしても何もできなかった自分達たち。あまりにも無力である自分達。

「私が力不足なばかりに、麻耶様を何度か危ない目にあわせてしまいました。私にもっと力があればいいのですが……」

　怜は思いつめた表情で拳こぶしを固く握る。麻耶が懸け念ねんしたとおり、力を求めつつあるのだろうか。

　一度、怜と話をしたほうがいいかもしれない。力を求めるあまり、禍まが神がみの血ちや脳の黒点が持つ超常の力に惹ひかれるかもしれない。あるいは峰島勇次郎の遺産を求めてしまうこともないとはいえない。それはあまりにも危うい。

「ねえ怜」

　麻耶が話しかけようとしたとき、強烈な光が視界を覆おおいつくした。

　思わず目をつむるが、網もう膜まくを焼き尽くしそうなほどにまぶしい。光のすぐあとに突風のような衝しよう撃げきが広がり、比ひ良ら見みを包み込む。幻の木々や人々の服がざわめいた。

　幻覚であるはずのそれを麻耶は肌で感じ取った。そう錯さつ覚かくするほどに幻の世界はリアリティを持って、麻耶を包み込んでいた。

「な、何が起こったの？」

　もしかしたら比良見が爆発した瞬間の幻が再生されたのか。しかし光が消えたあとも、幻の家や人は変わらず目の前にあった。

　怜れいはすでに麻ま耶やを背にかばい、異変の中心地に油断のない眼まな差ざしを向けている。

「大だい丈じよう夫ぶよ怜、今の現象もきっと過去に起こったこと」

「はい。しかし念のためです」

　麻耶達たちと同じように人々は不思議そうに周囲を見渡していた。車を急停止させ、ドアから身を乗り出す人の姿もあった。過去の映像の人々が反応している。つまりいまの奇妙な光と突風は過去の出来事なのだ。

「いったい何が起こったのかしら？」

　麻耶は異変が起こった場所に目を向ける。幻の建物に遮さえぎられて見えないが、その先に何があるのかは確かめるまでもなかった。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの研究所……」

　しかしこんな現象が起こったのならば、ＡＤＥＭや真まな目め家けの調査機関の目に留まっていたはずだ。しかし麻耶の記き憶おくではそのような出来事の報告はどこにもなかった。

　この現象は報告されなかった。その事実から導き出される事実はただ一つ。

「この街はこのあとすぐに消滅する。いえ、消滅したんだわ」

　比ひ良ら見みで起こった謎なぞの大爆発が、この現象を隠いん蔽ぺいしてしまった。いったい何が起こったのか。いや何が起ころうとしているのか。麻耶は見極めようとして、意を決し、さらに比良見の最さい奥おう、峰島勇次郎の旧研究所のほうへ歩を進めた。
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「麻耶様、さきほどのことなのですが」

　歩き出してすぐに怜は話題を切り出してきた。怜に躊ちゆう躇ちよやためらいはない。必要な話題と思えば即座に切り込んでくる。もちろん主従の関係を壊こわすような踏ふみ込み方はしないが、その一足飛びの切り出し方に麻耶はいまでも面食らうことがある。

　しかし今はそのようなことはなかった。むしろついに聞いてきたかという思いと苦味があった。

「なにかしら？」

「峰島勇次郎を見て取り乱したようですが、いったい何があったのですか？」

　なんでもないと言うこともできた。嘘うそでごまかすこともできた。しかし麻耶はどちらも選択せず、ただ無言を貫き通す。

「言いたくないようなことなのですか？」

「ええ。まだ気持ちの整理がついていないの。隠すわけではないのよ。ごめんなさい」

　まだ自分自身の気持ちの整理がついていない。峰島勇次郎のあることに気づいた麻耶だったが、あるいは勘違いかもしれない。

　信しん頼らいしている守り目とはいえ、怜れいの前であまりに取り乱しすぎる自分を、恥はじる気持ちもあった。

「解わかりました」

　怜はそれでも何か言いたげだ。しかし二人の間の奇妙な緊きん張ちよう感かんは別のものによって断ち切られた。

　新たな異変が起きた。

　異変は光だけでなかった。

　最初はちょっとした違和感。周囲と自分との間にずれを感じはじめた。幻なのだから違和感を覚えて当然なのだが、そのようなたぐいのものとも少し違うように思えた。

「怜」

「私も感じています。この違和感は幻だからという理由だけでは説明はつきません」

　短く呼ぶだけで怜は麻ま耶やの言わんとしていることを的確に察する。

「そう。私の気のせいではないのですね。いったいなんなのかしら？」

　疑問の答えはすぐに導き出された。違和感──ずれが急激に増大し明確な形となって麻耶と怜の前に姿を現した。

　車や人々の動きが急速に緩かん慢まんになる。スローモーションのように動き出した。

「これは……」

　驚おどろく間もなく緩慢な動きはさらに酷ひどくなり、ついには停止した。

　そう、停止してしまった。車も、人も、犬も、鳥も、なにもかも。道みち端ばたでバスケットをしていた青年は宙で停止していた。まるでビデオ映像の一時停止だ。

　そこにあるのは、まさしく過去の映像を映すビデオの一時停止ボタンが押された状態であった。

「なぜ急に止まったの？」

　大規模な幻覚症状も聞いたことがなければ、停止することも報告になかった。

　しかし大規模な幻覚症状はこれまでの現象の延長上にあるが、停止には大きな違和感を覚える。何かが大きく狂っている。

「麻耶様……」

　怜が緊張した声を出し、麻耶の背をしっかりと抱きとめる。

「ええ、解っているわ」

　幻は停止しただけではない。徐々にぼやけ輪郭が曖あい昧まいになっていた。カメラのピントが合っていないかのようだ。

　光景のぼやけ方は均一ではなかった。街のとある一点に向かって、ぼやけ方はどんどんひどくなっていく。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの研究所のほうね」

　この幻覚症状はあきらかに外部からの干渉によるものだ。ならば干渉している何かが、なんらかの意図を持って、幻覚症状のビジュアルを止めているのだろうか。そのようなことは可能なのか？

　──それともこのとき世界は本当に止まってしまっていたのかしら？

　麻ま耶やはすぐにあまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしい仮説に首を振って否定した。少し疲れているのかもしれない。まだ勇ゆう次じ郎ろうを見たときのショックが残っているのだろうか。

　冷静になるために閉じていた瞳ひとみをゆっくりと開けた麻耶の視界の隅に、気になるものが映った。

「え!?」

「あれは!?」

　いつも冷静な怜れいも、ほぼ同時に驚おどろきの声をあげた。

　視界の隅に動くものがあった。

　自分達たち以外何もかも停止した世界。だからであろうか、その中で確かに動くものを見た驚きはかなりのものだった。

　ぼやけた道路の向こうから誰だれかが走ってきた。まだ六、七歳の小さな女の子だ。静止した人人や物の間をすり抜けて、麻耶のほうへ向かってくる。

「どうして？　どうしてなの？」

　幼い少女は泣きそうな顔で喋しやべる。どうして停止された過去の映像の中で、彼女だけ動いているのか、麻耶には解わからなかった。

「ついに、ついに起こっちゃった」

　幼い少女は麻耶をすり抜けて、背後の研究所の方角へ向かう。

「まさか由ゆ宇うさん？」

　幼いながらも整った顔立ちと年齢にそぐわない知性に満ちた瞳。それはまさしく峰みね島しま由宇に他ほかならなかった。

　振り返ると少女の姿もぼやけていた。ただし他のものとは異なるぼやけ方をしている。由宇の生身の体の部分、顔や手はぼやけていなかった。ただ身に着けている服は世界に溶けるようにぼやけていた。

「何か大変なことが起こっているのね」

　何が起こったのか確かめなければ──。

　麻耶は幼い由宇のあとを追いかける。そこにある真実を見極めるために。

　予感があった。すべての事件を繋つなぐ真実がそこにある。

　十年前の大爆発、峰島勇次郎の失しつ踪そう、もしかしたら海かい星せいの事件さえもこの十年前の事件に端たんを発しているのかもしれない。

　すべては十年前。

　たった一人の少女によって封印され続けていた真実は、いま、もう一人の少女の手によって暴かれようとしていた。
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　米国海軍第四艦かん隊たいを率いるレイガート艦長は、空母ジェイムス・Ｆ・ホイットモアのブリッジから、暗視スコープで北の空を見ていた。

　レイガート艦長が不ふ機き嫌げんな顔をしているのは三つの理由があった。

　一つは、レイガート艦長は常に不機嫌だからである。

　一つは、レイガート艦長率いる第四艦隊は、フリーダムとの戦せん闘とうで壊かい滅めつ状態にあった。とくに二隻せきあった最大級空母であるニミッツ級の一隻を、目の前でなす術すべなく、レーザー砲の直ちよく撃げきでいともたやすく撃沈させられてしまったのは、彼の戦歴の中でも比べようのない最大の屈くつ辱じよくであった。

　最後は、いまだフリーダムとの戦闘が続く中で、日本からの来客を迎えなければならないという理り不ふ尽じん。

　この三つの理由がいつになくレイガート艦かん長ちようを不ふ機き嫌げんにしていた。普ふ段だんならちょっとしたことで飛び交う怒声の一つや二つ、三つ四つも、いまに限って一言もない。それがかえって不気味であり、ブリッジにいる乗組員はかつてない緊きん張ちよう感かんを強しいられていた。

「か、艦長。まもなく到着いたします」

　オペレーターがおそるおそる報告をする。

「……解わかった」

　怒声が返ってくると思っていたオペレーターは反射的に身をすくませていたが、返事は思いのほか静かであった。しかしオペレーターはそこで安あん堵どしない。

　レイガートが怒鳴らないときは二種類しかない。

　まずは機嫌がいいとき。レイガートのもとで三年働いているオペレーターはその回数を数えるのに両手で事足りることと、そして今は決してそのような時ではないことをよく知っている。

　もう一つが、度し難がたいほど機嫌が悪いときだ。怒りがあまりにも大きいあまり、通常の声と化した怒鳴り声が、喉のどの奥で詰まってしまう。しかしそれも何かの拍子で爆発する。

　現在は明らかに後者であった。レイガートに軽々しく話しかけるのは地雷原を目隠しで突っ走るに等しい愚行であることをよく知っている。

　しかし、それでも職務はまっとうせねばならない。オペレーターは意を決して再度、確認する。

「艦長、出迎えの準備は？」

「いらん。俺おれ一人で充分だ」

　火のついていない葉巻をいまいましそうにくわえたまま、レイガートは吐はき捨てるように言った。

「し、しかし、お言葉ですが艦長、相手は……」

「ふざけるなっ！　たとえ大統領だろうが俺の艦に乗れば俺の指示に従ってもらうっ！」

　メチャクチャな発言だ。大統領と艦長の関係は、大統領が社長、いや会長なら、いかに第四艦隊の旗艦艦長という立場といえどもせいぜい部長クラス。まして軍隊は上下の規律が厳しく、逆らうことなど、作戦司令系統上決して許されない。レイガートの発言はまずあり得えない。しかしレイガートが口先だけの男でないことは、ここにいる全員が知っていた。

　そしてそのような男でなければ、こんな状況に突然現れ、よりによってこの艦にこれから訪れるなどという特異な人物の相手をできないだろうとも。







　厚あつ木ぎ航空基地から発進したF/A-18ホーネツトは太平洋のとある一点に向かって、最短距きよ離りを飛行していた。

　すでにミサイルを搭載し発進したF/A-18の編隊ではない。この一機だけは編隊からはずれ、ミサイルも積まず、かわりに例外的にマッハ１・８の最高速度を維持したまま飛行を続けていた。

　向かうはフリーダムが沈んでいる２２２２ポイントよりやや離はなれた場所で航海中の、ニミッツ級航空母ぼ艦かんジェイムス・Ｆ・ホイットモアである。

「まもなく到着いたします」

　パイロットは後部座席に座っている人物に向かって話す。F/A-18は単座型と複座型の二種類あるが、いま飛行しているのは後者であった。

「おう」

　ぶっきらぼうな声だけが後部座席から返ってきた。あとは本当にいるのかと疑いたくなるほど静かであった。

　パイロットはうしろの人物が気になってしかたがなかったが、ともかくいまは操縦に専念することにする。

　これから空母に着艦しなければならない。夜間の着艦はベテランのパイロットですら恐怖を感じる。空母に対して斜めに設置されている着艦用のアングルド・デッキのスペースは決して広くない。ほとんど真っ暗くら闇やみにしか見えない中、着艦誘ゆう導どう装置だけを頼たよりに着陸する瞬しゆん間かんは心臓が縮み上がる。まして今回は後部座席に要人中の要人を乗せているのだ。

　操縦桿かんを握る手のひらはうっすらと汗をかいている。

　パイロットは喉のどをからからにしながらも、なんとかランディングを決めた。停止させるためのワイヤーにフックが引っかかったのは、三本あるうちの最後の一本だった。

　しかしパイロットの緊きん張ちようをよそに、

「いやあ、驚おどろいたな。戦せん闘とう機きってのは空母に着陸するのに、減速しないんだな」

　子供のようにはしゃいでいる声があった。いままで静かだったのが嘘うそのようだ。

「万が一着陸に失敗したとき、そのまま発進できるようにするためです。減速せず代わりにアレスティング・ワイヤーにフックを引っ掛けて停止します」

　パイロットは律りち儀ぎに答える。

「ふうん。なかなか面おも白しろかったぜ。しかしこの狭苦しい座席は辟へき易えきした。さっさと開けてくれ」

　そう言ってハッチのガラスをばんばん叩たたく。なんともせわしない人物であった。

　パイロットは指示に従ってハッチを開けると、後部座席の人間は見た目とは裏腹にかろやかに飛び降りた。

　和服を着て戦闘機に乗るなど前代未聞の人物だが、何もかも規格外の要人──真まな目め不ふ坐ざがやると奇妙に似合った。

「なんでえ。歓迎が少ねえな。意味もなく豪華な楽団が、じゃかじゃかうるせえ音楽鳴らしてるの期待してたのによ。迎えはじいさん一人か」

　甲板に降り立った不坐は周囲を見渡して、最後に目の前に立っている不ふ機き嫌げんで偏へん屈くつな顔をしたレイガート艦かん長ちようを見た。

「じいさんで悪かったな。この非常時に甲板に出迎えだ。これでも最大限の歓迎の意を示してるつもりだが」

　パイロットはうしろで硬直してしまった。真まな目め不ふ坐ざといえば、大統領さえも無む下げにはできない大人物だ。それをレイガートはひるみもせず、睨にらみ返している。握手を求めることも敬礼さえもしない。

「それで、あんたはここに何しに来たんだ？」

　さらにあんた呼ばわりである。ミスターはおろか、名前ですらない。非礼を通り越して非常識であるが、意外にも目の前の和装の男は、その態度をとがめるようなことは一切なく、むしろ楽しそうに応こたえた。

「何しに来たかって？　は、見物に決まってんだろ。ここは最高の特等席だ」

「……見物だと？」

「おうよ。フリーダム対スフィアラボ、それに第四艦隊ときた。いいねえ、俺おれの小せえときの大映映画みてえじゃねえか」

「馬ば鹿かを言うな。いま目の前で戦せん闘とう、いや戦争が起こっているんだぞ！　いまでこそこの艦は一時退却しているが、いつ敵の攻こう撃げきの矛先がこちらに向くとも限らないんだ！」

「ああん？　なんか知らねえがミサイル積んだ援軍がいっぱい集まってんじゃねえのか？」

「ああ、増援は来る！　しかしその前にあんたは一刻も早くこの艦から立ち去るんだ！　攻撃される前に！」

　レイガートが咆ほえる。戦闘機の離り発はつ着ちやくという並外れた音量のため、空母の甲板の上ではイヤープロテクターが必須だが、そのプロテクターさえも破りかねない咆ほう哮こうであった。

　だが目の前の和服の男は手を懐ふところに入れたまま、微動だにしない。

「ねえよ」

　そして叫ぶわけでもないその声は、なぜかこの空母の甲板の上でもレイガートの耳に苦もなく入り込んでくる。

「ない？」

「おお、海かい星せいはこの空母を沈めちゃ計画が狂うからな」

「なんだと？」

　そこで初めて、レイガートの表情の中に怒り以外のものが混じった。長い航海生活の中で毎日海を見ているうちに、それが映りこんでしまったのではないかと思わせる深い海の色をした濃紺の瞳ひとみが、不坐を正面からじっと見つめた。

　自分は何を感情的になっていたのか。今、この人物が、よりによってこの人物が自分の艦にきた。そして攻撃はないと言う。しかし、レイガートは安直にそれを、世界最高の情報を一手に握り世界を揺るがす大たい人じんがきたことによって安全を保障された、自分達たちの艦は安全だ、などという安易な考えに直結させたりはしない。させたりはしないがしかし、作戦展開における基本的な、そして一番大事なことを忘れていたことを思い出した。

　戦況の確認である。

　戦場において、事態はたったの一秒も同じ形をしていることはない。お互い相手の手の内を読みかねて手出しできない硬直状態のように見えている時でも、石ころ一個踏ふんだだけで緊きん張ちようの糸が途切れ、息することさえままならず伏しているような時でも、派手な銃じゆう撃げき戦せんを行い、人の命が簡単に銃弾の火薬と共に消えていく時でも──常に戦況は、状況は変化している。

　本来なら、このような得え体たいの知れない異国の人間の言葉などで、戦況の確認などはしない。最新のデータが本国から常に送られてくる。だが、この男の言葉に嘘うそはない。その直感を信じるならば、いま、海かい星せいという敵と戦う自分達にとって、この男の言葉に、そこから得られる状況に、どれだけの価値があるか、考えるまでもない。

　軍人のレイガートにとって大事なものは、自分のプライドなどではない。本国の名誉、軍人としての誇り。一番は言うまでもなく部下の命である。そして個人的に一番大事なものは──来月結婚する一人娘のユージェニーだ。

「ちょっと来てくれないか」

　時間にすれば二秒にも満たない短い時間だったかもしれない。だがレイガートは明らかに不ふ坐ざに対する認識を変えた。

　それを読み取ったか、不坐はニヤリと笑うと、

「あんた、レイガートってんだってな。けっこう気に入ったぜ。おめえさんのとこの大統領のあの腰抜けっぷりはいただけねえがな」

「ここは少しばかりうるさい」

「少しねえ……」

　不坐の肩が揺れる。笑っているのだ。そして二人は肩を並べて歩き始めた。

「あんたは、海星にこの艦かんを沈める気がないと、そう言ったな？　最初に空母を一撃で沈めた海星が」

　レイガートの唐突な問いに、不坐は即答する。

「ああ、海星はもう一隻せきの空母をわざと見逃した。それだけの余裕がある。戦力差がある。アメリカ最大の第四艦隊とでさえ、ガチンコでやりあって勝利した。それどころか手玉に取った。そう思わせたいだろうからな」

「……あんた、海星についてどう思ってる？」

　あえて、同じ日本人として、などとは付け加えなかった。サムライ、カミカゼ、ブシドウ。この国の持つ国民性は弱小な島国と一笑にふせない何かがあるが、海星もＡＤＥＭも真まな目め家けも根は同じなどという一言で片付けるには複雑すぎる。

「海星ねえ。まあ、一言で言うなら、酔狂な奴やつ等らだな」

「酔狂？」

「ああ。伊だ達てや酔狂とはよく言ったもんだ。海かい星せいの奴やつ等らは本当に伊達で酔狂だな」

「あんたは海星のやりかたを認めているのか？」

　不ふ坐ざはその質問には答えず、自分の言葉を繋つなげた。

「世界の警察を気取りたいのはあんたのとこの専売特許ってわけじゃねえ。誰だれだってヒーローになりてえもんだ。だがヒーローってヤツは、助けたやつから金もらうわけにゃいかんからな。すぐに金に困る。だからヒーローはすぐに商売にかわり、商売始めりゃしがらみが生まれ、結局純粋な善意なんて欠片かけらしか残らねえ。若い奴等にゃそれがわからんのさ」

　レイガートは同意しようとする。軍隊というものに身を置いていると、正義という言葉だけでは割り切れない仕組みを嫌いやというほど突き付けられるのだ。

　しかし不坐はまたすぐにニッと笑う。

「……と言いたいところだがよ。やっぱり若さって奴は悪いもんじゃねえ。本物の情熱と正義感がまだ擦すり切れてねえ。俺おれら老いぼれのジジイから見たら、同じことの繰くり返し、何を馬ば鹿かげたことをって思うのさ。何も変わりゃしねえのにってな。だが、もしかしたら、ただ無鉄砲にしか見えねえものに、撃うち殺されるのはこっちかもしれねえぜ」

「当然のことじゃないか？　時代が変われば考え方も変わり、正義という言葉の定義も変わる。テクノロジーが変われば、戦争のやり方も変わる。今の時代に、シーザーやナポレオンがいたところで勝者になれるとも思わない」

「そうだな。地球ってやつは昔に比べりゃ、ずいぶんちいせえもんになっちまった。もう領土拡大なんてはやらねえ時代だ。おまえさんらが腐るほど持ってる核兵器とやらも、恫どう喝かつ威い嚇かく以外に使い道なんてなくなっちまった。しかし、争いは続くだろうよ。形が変わっても。人間の本質だからな」

　レイガートは不思議な感情で不坐の言葉を聴きいていた。噂うわさにしか聞いたことのない真まな目め家けは、常に不気味な影を帯びて語られていた。当主、真目不坐にいたっては、どこにいるのか常に所在はつかめず、正体もつかめず、かわりにこちらのすべてをつかんで操る。そういう人間であるはずだった。しかし、この目の前の男は、お互いもう二十も若ければ一いつ緒しよにフットボールでもしてみたい、そんな気持ちにさせる男だった。

「だがそれもみんなみんな、このちいせえ地球っつう丸い玉っころの上での出来事だったはずなんだ。同じ戦争って言葉で片付けられたものなんだ。……あの男が出てくるまではな」

「あの男？」

　単純なレイガートの問いに、はんっと不坐は鼻で笑った。いったい何を笑ったのか。自分自身かそれとも別の何かか、あるいは不坐自身なにを笑ったのか解わかっていないのかもしれない。

「なあ、レイガート、あんたは、運命を信じるか？」

「俺は神に意見できるような人間ではない。ただ、善よき人間であろうとする努力は死ぬまで続けたい」

　横暴に見えて謙けん虚きよ。異い端たんに見えて敬けい虔けん。それがレイガートの持つ人間性であった。

「おまえさん、気に入ったよ、だから教えてやる。特別だぜ」

　返す不ふ坐ざの表情は笑みだ。まるで邪気のない、子供のような笑みだった。

　知らずレイガートは息をのみ、不坐の言葉を待った。しかし、

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう。こいつがすべてを変えちまった」

　返ってきた言葉は予想を裏切るものではなかった。何をいまさらと思う。

　今ここで起こっているのは遺産事件だ。いや、事件などという生なま易やさしいものではない。ユージロー・ミネシマ。彼の残した狂える科学技術をめぐって奪い合い殺し合う、醜みにくい人間の本質を暴き出す戦いだ。

　戦せん闘とうの規模は、遺産犯罪史上、最大のものになるだろう。だが、それが果たして人類が生まれたときから背負っている定めを一変させるとまで言わしめるものなのだろうか？

「違う、違うんだよ」

　困惑を読み取ったか、不坐ははじめて懐ふところから手を出し、チッチと指をレイガートの前で振ってみせた。

「こいつは、今までさんざん起きてきたチンケな金目当ての遺産事件なんかじゃねえ。あんたのお国の、白いお屋や敷しきや五角形の城じよう砦さいの中でモニターだけ見てる奴やつ等らになんか、一生解わからねえことなんだよ。今ここで、起こっていることの真の意味なんざ」

　不坐の物言いは大げさに感じられた。しかし同時に納得している自分がいることにレイガートは驚おどろく。これは理屈ではない。感情でもない。感覚ですらない。あえて言うならば大きな時の流れのようなものだ。

　レイガートはいま感じている状況の流れが、自分の知っている範はん疇ちゆうのものではないとうすうす感じていた。それは海かい星せいが規格外のレーザー砲を持っていたからではない。遺産という未知の兵器への単純な恐怖ではない。それならば、これまでの経験の延長上に過ぎない。いま感じている流れは、そうした部分とははずれたところにあると感じていた。

「峰島勇次郎は頭脳で世界を変えた。そういう俺おれも確かに世界のほとんどすべてを手に入れた。怖いもんなんかもうほとんど残ってねえな。けどよ、それってつくづく退屈なもんだぜ。力の前に平ひれ伏ふし、恐怖を嫌きらい、大樹の陰で安心する。それが人間だ。だが、その力づくの支配をはねのけ、押し付けられた運命を拒み、自分で努力しようと思うのも、また人間の本質じゃねえか？　だがどうも、峰島勇次郎がからむと、その本質が歪ゆがむ」

　忌いま々いましげな内容とは裏腹に、まあ、だから面おも白しろいとでも言いたげな口調で語る。

「さっきあんたは言ったな。善よき人間であろうと努力すると。ここにいる奴等、みんなそうさ。自分の良心と信念に従って善き人間であろうと努力する、そういう人間達たちがなんの因果か戦うハメになって、今日ここに集まってる」

　たぶん自分は不ふ坐ざの言葉の半分も理解できていない。しかしこれだけは解わかった。

　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうは神に意見しようとしているのか。

　自分のような凡人が運命や神の意志という言葉で受け入れようとすることさえも、峰島勇次郎にとっては探究心の放ほう棄きなのか。

　そして、ここにいる人間達たちは、命をかけ、散らし、戦う者達は、皆、峰島勇次郎に与えられた役割があるのだろうか。

「そんな深刻な顔をすんな。勇次郎は神様なんかじゃねえ。こりゃあな、日本流にいえば、天下分け目の合戦だ。この戦いは俺おれにも峰島勇次郎にもどう転ぶか解らねえ。下手すりゃ俺の読みもはずれて、この空母も沈むかもしれねえな。今日は、まさしく世界の命運を左右する日だろうよ」

　レイガートは思う。

　もしこの男の言葉から感じ取ったものが正しいのなら、たとえ自分がそれを見届けたとしても、その意味を理解できるものなのか。

「だから、だからこそ、今日俺はここに来たのさ。どうでえ？　俺が最初に言ったとおり、ここは最高の特等席だろう？」

　もしかしたら峰島勇次郎を除き、この戦いの意味を真の意味で理解しているのは、目の前の男だけなのではないか。

　これだけは解った。ここが特等席になりえるのは、真まな目め不坐だからであろう。




　　　　　　　　２




　レプトネーターが暗くら闇やみの中を動く。

　その巨体からは連想できないほど静かに暗闇の通路を走り、昆虫の複眼を連想させる六つのカメラは絶えず四方を監視していた。暗視カメラにサーモセンサー、複数の方法で周囲を観測してはそのデータに基づいて次の行動を決める。

　通路が十字路になっているところでは、ちょうど他ほかのレプトネーターと鉢合わせする形になった。だが互いにぶつかり合うことなく器用によけあうと、両者は再び索さく敵てきを開始する。

　いくつかの通路や部屋のドアの前を通り過ぎるが、そのうちの一つの前でレプトネーターは停止した。サーモセンサーが壁の向こうに熱源を探知したからだ。

　脚の一本をドアの隙すき間まにねじ入れて、強引に開けた。頑丈であるはずの扉は薄うすいベニヤ板のように一いつ瞬しゆんだけたわみ簡単に壊こわれた。

　壊れたドアから上半身を入れると、間髪いれず備え付けられているチェーンガンが火を噴き、室内のものがいっせいにはじけ飛んだ。机も椅い子すもあっというまにばらばらになり、破片が舞い上がり部屋の中を転げまわる。

　発射時間は二秒にも満たない時間だったが、その間に発射された弾数は千を超える。部屋の中で無事なものなど一つもなかった。個室らしい内装の椅い子すも机もベッドも棚も、一切の原型をとどめず、床に破片となって散らばっていた。

　カメラが周囲を見る。人の形をした熱源はばらばらになっていた。しかし温度は下がらない。

　レプトネーターは器用に狭い通路の中、体をくぐらせて、その半分を室内に入れて周囲を見渡す。暗視カメラもサーモセンサーも、人間の姿らしいものを発見できなかった。

　かわりに発見した奇妙なものをマニピュレーターでつまむと解析を始める。ボロボロになった毛布の中にあったものを引っ張り出すと、それは携帯用の使い捨てカイロだった。鉄粉の酸化発熱を利用したタイプのものである。

　他ほかに熱源がないことを確認すると、レプトネーターはまた捜索モードに移行する。廊下を走り人間が逃走した痕こん跡せきを探す。

　途中でレプトネーターは捜索するのをやめた。内蔵電源が尽き、予備電源に切り替わったためだ。このままではあと数分しか活動できない。

　動作する機能を最低限にすると、廊下を走る。そしてスフィアラボ各所にある一つの送電ソケットの前で停止し、そこにケーブルを差し込んで充電を行った。

　スフィアラボのほとんどの場所は電気が供給されていない。しかしこのときばかりは送電ソケットから潤じゆん沢たくな電力が供給された。すべてはＬＡＦＩファースト、風かざ間まの管理のもとで行われている。

「ずるいだろあれは」

　暗視スコープつきの望遠レンズで、１００メートルほど離はなれた場所からレプトネーターの様子を見ていたのは萩はぎ原わらだった。小さ夜よ子こから話は聞いていたが、目まの当たりにするのとでは印象が違う。

「反則もいいところだ。唯一の弱点を潰つぶしやがって。レプトネーターは半はん端ぱなくエネルギーを消費するんだ。だから内蔵電源では長い時間活動できない。本来は人工衛星から送られてくるエネルギーで、活動するはずだったんだ」

「人工衛星シグマのことだろ？　そのくらい知ってるよ。けど、細かいシステムなんか、あんた解わかるのか？」

「あ、いや……それはその……」

　萩原が答えに窮きゆうしていると、小夜子が優しく補足する。

「電磁波です。人工衛星から送られてくる電磁波を電力に変換していました。レプトネーターの上部外殻のほとんどが、電磁波を受け止めるための受信機となっています」

「ああ、そうそう。電磁波電磁波」

　萩原は調子よく相あい槌づちを打つが、星ほし野のにはメッキがモロバレであった。小夜子には言うまでもない。

「他ほかにも電磁波の届かない屋内活動を想定して、レプトネーター同士電磁波を照射して、電力の中継や供給も行います。それでも電磁波が届きにくいこのような構造の建物内での活動は大きな弱点の一つだったんですが」

　しかしいまやレプトネーターはスフィアラボ内では無限に等しい電力を得た。

「唯一の弱点が消えたいま、どうやって倒せっていうんだ？」

「力点をずらした打だ撃げきで、装甲の内に直接ダメージを与える方法がありますが、そんな手段を実行できる人は、私が知っている限り一人しかいません」

　小さ夜よ子こが脳裏に思い描く少女はいま深海のどこかで行方不明になっている。

「ああ、俺おれも一人知ってる。あのじいさんはとんでもなかったな」

　萩はぎ原わらが思い出したのは海かい星せいが反旗を翻ひるがえす前、海星の動向を監視していたときのことだ。そのとき見た老人──ルシフェルはパワードスーツを素手で簡単に倒してみせた。

　しかしどちらの人物もスフィアラボにはいない。そしてその二人の技術を再現できる人間も理解できる人間もいない。

「だからさ、あんなのどうやって倒すんだよ。やっぱり逃げよう」

　星ほし野のの提案に、しかし小夜子は最初と同じようにきっぱりと首を横に振った。

「いいえ、私にはレプトネーターを止める義務があります。開発者の一人なのですから」

　その眼まな差ざしに星野と萩原はうなずくしかなかった。







　萩原と星野は小夜子の前とうしろを守るように歩いた。

「あの、私一人で大だい丈じよう夫ぶですから」

「水みず臭くさいな小夜子さん、俺と君の仲じゃないか」

　つい十数分前に出会った萩原が即答した。

「弧こ石せき島とうの死線を一いつ緒しよに潜くぐり抜けた、あのときの要領で力を合わせればなんとかなるよ」

　すかさず星野が話題に割り込む。

「いやいや、ここは俺の元ＳＡＴ隊員として、そしてＡＤＥＭの諜ちよう報ほう部員として何度も死線を潜り抜けてきた俺の能力が役に立つはず」

「それを言うなら俺は腐っても元自衛隊の空くう挺てい団だんだ。ＳＡＴの奴やつなんかより俺の能力のほうが、ずっと状況に適してる」

　小夜子を挟んで、その実レプトネーターの前では小夜子の百分の一の戦力にもならない、役立たずの二人の男の会話が飛び交う。

　ずっと自分の思考に没頭していた小夜子は二人の言葉に適当に相あい槌づちを打っているが、ほとんど聞いてはいなかった。あるものを探すために、明確な意思をもって歩いていた。ただ後を付いてくるだけの男二人の会話は、小夜子の人一倍敏感な聴ちよう覚かく野やの中で、一番瑣さ末まつな事項としてほとんど聞き流されている。

「あ、ありました。ここです」

　小さ夜よ子こが立ち止まったのは、ＮＣＴ研究所が一時的に倉庫にしている部屋の一つだ。本来は遺産を管理している重要区画である。たやすく開けられる場所ではないのだが、圧あつ壊かいの危機に瀕ひんし破損してしまった今では、手動でドアの開け閉めができるようになってしまっていた。

　由ゆ宇うが深海探査スーツを手にし、管理がずさんだと言った、あの場所である。

「この部屋に用があるんですね」

「あ、いまドア開けますね」

　二人の男はそそくさとドアを開けた。そして部屋の中をライトで照らして凍りついた。

「うわあああああっ！」

「ぎゃあああああっ！」

　ほぼ同時に悲鳴があがる。開けた扉のすぐ前にレプトネーターの姿があった。

「レ、レプトネーターだ！　小夜子さん、俺おれが盾になる、は、早く逃げて」

「そ、そうだ、ここ、ここは俺に任せて」

　二人は慌てて小夜子をかばおうとする。

　それに対し小夜子はあっけらかんとした態度で答えた。

「ああ、ごめんなさい。お伝えするの忘れていました」

　勇ましい言葉とは裏腹に腰を抜かし慌てる二人の横を通り過ぎ、小夜子は目の前のレプトネーターにポンと手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶです。これはＡＤＥＭが以前回収したレプトネーターの一機ですから。動作していません」

　そのまま手探りでレプトネーターのうしろ側に回ろうとして、途中で二人のほうへ振り返る。

「でもありがとうございます。私をかばおうとしてくれて、お二人とも勇敢なんですね」

　いまだ腰を抜かしたままの男二人は、お互いに、もう何も言うことはできなかった。







　それから小夜子は盲目とは思えないほど手て際ぎわよくレプトネーターを解体していった。

「す、すごいね」

「すごくなんかありません。ただ手て馴なれているだけです。これの開発中は失敗ばかりで。解体も組み立ても何度も繰くり返した作業ですから」

　小夜子の言葉が謙けん遜そんだとしても、萩はぎ原わらと星ほし野のの二人には彼女の行動がすごいとしか思えなかった。確かに手探りでおぼつかない部分もあるが、複雑な構造のレプトネーターを、最低限の工具で軽々と解体していく。

　パンダ柄のパジャマを着た自称有能な諜ちよう報ほう部員である元ＳＡＴ隊員と、今はＬＣ部隊の戦せん闘とう服ふくに身を包んだ自称エリート空くう挺てい部隊の元自衛隊員は、彼女の指示に従って、その細腕では大変そうな、それでいて安全そうな部品をはずすのを、ただ手伝うことしかしていなかった。

　雄おす同士の縄なわ張ばり争いも一時休戦してからおよそ五分後、レプトネーターから大きな機械がはずされた。

「小さ夜よ子こさん、これは？」

　小夜子の手の中にあるのは、機械の部品としか解わからない金属の塊かたまりであった。

「電磁波照射装置です。レプトネーター同士、電力を供給するのに使う機械です。これをこの大型バッテリーに繋つなぎます」

「これでどうするの、朝あさ倉くらさん？」

「まずバッテリーが切れかけているレプトネーターを探します」

「それで？」

「これでレプトネーターに電源を供給してあげるんです」

　男二人は顔を見合わせた。

「ええと、武たけ田だ信しん玄げんだっけ？　敵に塩を送るという」

「塩を送ったのは上うえ杉すぎ謙けん信しんだよ」

「そうでしたっけ？　萩はぎ原わらさんもしかして歴史得意ですか？」

「いや、こないだちょうど授業でやったとこだったから」

「授業？」

「ああ、それがさ、毎日女子高生を拝める高校のさ……って念のために言っておくけどこれはあくまでも任務の一環としてだから」

「え？　そんな潜せん入にゆう調査もあるんですか？　いいなあ、調査一課って」

「ちょっとお二人とも、真ま面じ目めに聞いてください！」

「すみません、小夜子さん。聞いてます、聞いてます」

「あれですか、朝倉さん、もしかして、桃太郎作戦ですか？　餌えさをやってなつかせるとか」

「ああ、それは妙案だね」

「……二人とも私を馬ば鹿かにしていませんか？」

　小夜子は腰に腕を当てて怒った表情をするが、その可愛かわいらしい顔では迫力は皆かい無むだった。
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　バッテリーが切れかかった一機のレプトネーターが、電源ソケットの前で停止した。

　電源供給用のケーブルがソケットに刺さる。充電にかかる時間は三十秒程度ですむ。その間もレプトネーターは周囲の警戒を怠おこたらない。

　充電がほぼ完了に近づいたとき、サーモセンサーが複数の人間の姿を捉とらえた。すぐに充電を終了し、追つい撃げきに移ろうとする。しかしそれはできなかった。

　ケーブルが抜けない。何かが引っかかってしまったのか、どれだけケーブルを引っ張ろうが、ソケットから抜けようとはしなかった。レプトネーターがもっと出力を上げて抜こうとすれば、ケーブルは切断されるが、ソケットからは抜けることができ、再び自由に動くことができただろう。しかし電源供給用のケーブルはレプトネーターの生命線の一つであり、回かい避ひすべき最優先事項の一つとして行動プログラムの中に組み込まれていた。

　必要以上に強く引くこともできず、レプトネーターは電源ソケットの前で立ち往おう生じようしていた。







「うわあ……」

　レプトネーターがもがいている姿を見て、星ほし野のはあきれてしまった。あれほど強敵だった殺さつ戮りく兵器が、電源ソケットが抜けないよう細工されるだけで、あんなにも無ぶ様ざまになるとは。

「さすが朝あさ倉くらさんだ」

「うん、すごいね、小さ夜よ子こさん。これは名作戦だよ」

　しかし二人の余裕はすぐになくなる。

　レプトネーターのケーブルがついに千ち切ぎれてしまった。

「あ、あれえ？」

　自由になったレプトネーターが三人めがけて走ってきた。

「いまです。発射してください」

　三人の前にあるのは台車に乗せられた大きなバッテリーと、それに接続された電磁波照射装置であった。

　萩はぎ原わらがバッテリーの電源を入れる。しかし何も起こらなかった。いや電磁波照射装置は低い動作音を響ひびかせるが、それ以上のことは起こらなかった。

「し、失敗？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶのはずです。目に見えないだけです」

　あまり大丈夫そうではない小さ夜よ子この震ふるえる声に、萩原と星ほし野のは喉のどを鳴らす。その間もレプトネーターは三人めがけて走ってくる。そしてついに目前まで迫った。

「ご、ごめんなさい。失敗したみたいです」

　小夜子の悲鳴に近い謝罪とほぼ同時にレプトネーターから煙が立ち昇った。走った勢いのまま倒れて、床の上をすべり三人の前で停止した。そしてぴくりとも動かなくなった。

「な、何が起こったんだ？」

　状況をよくつかめない男達たちは小夜子に説明を求める顔をした。しかし小夜子自身、どこか呆ほうけていたし、なによりも表情で問いかけても彼女には見えない。

「何が起こったの？」

「あ、はい。ええと、これは過か剰じような充電によるオーバーヒートです」

　ようやく我に返った小夜子は、少し上ずった声で解説を始めた。

「海かい星せいでレプトネーターのＯＳは完全にリプログラミングされてるんですが、いくつか穴があります。優秀なところは本当に優秀なんですが、いたらないところもいくつかあります。これは経験不足からくるものでしょうね」

　小夜子は回収したレプトネーターに組み込まれているＯＳの解析を由ゆ宇うから頼たのまれていた。そのことが意外な形で役に立った。

「これは完全なプログラムミスです。複数の電源の充電方法がありますが、そのうちの一つ、電源ケーブルによる充電方法が不可能になると、他ほかの電源充電方法の優先度が高くなります。しかし設定ミスで電磁波による充電の優先度が高すぎるんです。過剰な充電の停止ができなくなります。結果としてバッテリーは過熱しすぎて爆発寸前になります。さすがにもっとも優先度の高い安全装置が働いて全機能が緊きん急きゆう停止します。それがいまの状態です」

　そう言って小夜子は停止したレプトネーターの前に立つと軽く手のひらで叩たたいた。ちなみに男二人は３メートルほど離はなれた位置からそれを見ているだけだった。

「安心してください。もう安全です」

　そこでようやく二人は自分達のポジションがあまりかっこよくないことに気づいた。

「この調子で残りを全部やっつけよう」

「次は俺おれに任せてよ。いまので要領解わかったから」

　男二人はなんとか見み出いだした活路に、希望を感じている。しかし、開発者である小さ夜よ子こには解っていた。

　──だめ、これじゃあ時間がかかりすぎる。十三機全部この方法で倒すのは無理がある……。

　小夜子は声にこそ出さないものの、表情の翳かげりは隠せなかった。幸いというべきなのか、萩はぎ原わらも星ほし野のもそのことに気づいた様子はなかった。
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「ほう、さすがだな」

　ＬＡＦＩファーストの風かざ間まは、ひそかに動かしている監視カメラの映像を見て、感心していた。

　朝あさ倉くら小夜子は優秀な技術者だったが、彼女が思いついたのだろうか。それとも事前に峰みね島しま由ゆ宇うから授かった戦法か。どちらだとしても不思議はなかった。

　レプトネーターのＯＳはマモンが作り直している。風間から見れば穴のあるＯＳだったが、そのことはあえて言わなかった。マモンの性格上、不ふ機き嫌げんになり意い固こ地じになる可能性が高かったからだ。それにいくつかある欠点も、この状況の中ではさほど問題になるとは思えなかった。

　しかしいま見事にその欠点をつかれてしまった。

　だが風間は慌てない。慌てる感情がないという意味だけではなく、すでに完かん璧ぺきな対策を練ってあるからだ。

「悪く思うなよ」

　風間は全レプトネーターにアクセスすると、ＯＳを切り替えてしまう。電源管理部分も含め、風間が欠点だと判断していた箇所を全部修正したＯＳだ。

「また今と同じ方法でレプトネーターを倒そうというのなら、死ぬぞ」

　しかし風間の声が届くはずもなく、小夜子達たちは次の目標へ向けて行動を開始していた。







　風間がスフィアラボ内を監視しているのは小夜子達だけではない。同時にいくつもの場所を監視し、状況を把握している。そのうちの一つに当然のことながらＡＤＥＭの中心部、司令室にいる伊だ達て達も含まれていた。

「電力の復旧はまだか？」

　床中に広げられたスフィアラボの構造図、そこに次々と書き込まれていく情報。いくつもの無線機で情報が飛び交っている。

　原始的な方法だが、対処法としては悪くない。

　まだ作戦司令室の中には、あきらめの感情はない。

　風かざ間まはそれをモニター越しに感じ取る。監視カメラのいくつかは壊こわされていて不自由だったが、風間が情報を得るのは断片的な監視カメラの映像だけではない。ここスフィアラボ内では中にいる人間達たちの心拍数、体温、血圧、そういったものが、手にとるように風間に中の様子を伝えてくれるのだ。

　しかしあきらめてはいないとはいえ、今のやり方のままでは司令室は現状の把握だけで精一杯。後手にしかまわれない。電源系統のほとんどを奪われているのも致命的だ。

　残り十三機のレプトネーターの動向を把握する。そのうちの何機かは司令室に向かわせていた。何度か戦せん闘とうは起こったが、レプトネーターを阻はばめるようなものは一つもない。小さ夜よ子こが一機にせよ撃げき退たいしたのは、快挙なのだ。

「駄だ目めです。Ｅ21からの連絡が途絶えました。13─03─24のルートで、レプトネーターは、ここ司令室に向かっていると思われます」

　レプトネーターの接近に司令室は気づいたようだ。緊きん張ちよう感かんが目に見えるざわめきとなって一気に広がっていく。

　しかしどんな対処方法がある？

　小夜子達の手段はもう通じない。ＬＡＦＩサードの風間は、自分と対話できるほどの余裕もなく防戦一方だ。

　状況の厳しさでいえば一ヶ月前ＮＣＴ研究所が攻められているときの比ではない。スフィアラボにおけるＬＡＦＩの逆転の目はない。少なくとも何度シミュレーションしても、この状況を覆くつがえす手段を風間は想定できなかった。

「峰みね島しま由ゆ宇うならばできるか？」

　しかしあの娘は死んだ可能性が高かった。
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　峰島由宇は死んでしまったのか。

　すべては助けられなかったという現実を拒否した、闘とう真ま自身の心が作った幻だったのか。

「死んでなんか……いない」

　闘真はうつむいたまま、そよ風にも吹き飛ばされそうな声を出す。その様子をベルゼブルは鼻で笑った。

「おまえは誰だれだ？　坂さか上がみ闘真だろ？　禍まが神がみの血ちを引き、鳴なる神かみの尊みことの継承者で、真まな目め家けの暗殺者。それがおまえだ。たかだか女一人の生死に何を動揺している？　千の屍しかばねを築き、命を散華させたおまえが何を心乱す必要がある？　気づけ、おまえの本質は人殺し。命を奪うことにある。助けられなかった？　違うな、助けなかったんだ」




「……助けなかった？」

「そうだ。助けなかった。それはおまえの意思だ。なぜおまえはおまえの本質を否定する？」

　闘とう真まとは対照的にベルゼブルは歓喜している。

「さあ俺おれの命を奪え！　昇華しろっ！　おまえならできる。いやおまえにしかできない。俺達たちの間にあるのは命の奪い合いだけだ。生きることと命を奪うことは同義だ。それが俺達のあり方だ、坂さか上がみ闘真！」

　──戦う？　どうやって？

　由ゆ宇うのことで呆ぼう然ぜんとする一方、車くるま椅い子すに座ったベルゼブルが自分と互角に戦うと言うことに疑問を抱く。さらに冷静にそのようなことを分析できてしまう自分が嫌いやになり、これは真まな目め家けの暗殺者の血故ゆえなのか、それとも自分個人がおかしいのか、闘真にはもう判断がつかなかった。

「おい、聞いているのか？」

「なに？」

　ひどく冷めた声だと自分でも思う。

　自分の横に由宇がいない。戦いの場で、自分の横に、あの強い意志を宿した黒こく曜よう石せきの瞳ひとみを持った少女がいない。

　そんなとき、常に自分を客観視するもう一人の自分が現れる。暗い情動につきうごかされるもう一人の闘真の人格だ。

「なにじゃねえっ！」

　冷めた反応が気に入らなかったのか、それとも気持ちが高ぶっているのか、ベルゼブルは腕を振り、両腕に巻きつけた包帯状の鞭むちを操る。

　一直線に鞭が飛んできた。闘真はそれをわずかに体を傾けるだけでかわした。耳のすぐ横で鞭の空気を裂く音が聞こえる。ベルゼブルの指先が動く。いや動くと思った。腕の筋肉の運動が先に指の動きを教えてくれる。その指の動きが何を意味するかも。

　ベルゼブルの指がたくみに動き、鞭の動きを制御する。鞭の動きが直線から真横へ、打だ撃げきから切断へ変化する。

　しかしすでにそこには闘真の頭部はなく、鞭はただ空を斬きるだけで終わってしまった。

「無理だよ。車椅子に座った体で僕に勝てるはずがない」

　抑揚のない声で闘真は警告した。自分でも驚おどろくほど醒さめた冷たい声だった。

「あんたうるさいよ。ようは殺せばいいの？」

　無造作に鳴なる神かみの尊みことを抜く。

　対し、瞬またたく間の戦せん闘とうで闘真がこれだけ態度を豹ひよう変へんさせたことに、ベルゼブルも驚く。

　比ひ良ら見み特別禁止区域で戦ったときの闘真も、容よう赦しやはなかった。由宇を助けねばならない焦あせりからくるそれは、ある意味今より、迫力のようなものは勝っていた。

　今のそれは気迫や殺気の違い、というレベルではない。それならば比ひ良ら見み特別禁止区域で守るべき少女のために戦っていた闘とう真まのほうが上だ。

　少年の闘たたかい方の本質が異なる。それは闘真の人間性の部分とは別の領域であった。

　鳴なる神かみの尊みことが揺らぐ。揺らぎ、そして見えなくなる。否いな、認識できなくなる。

　──これか、これなのか!?

　しかしそれを見て、ベルゼブルは歓喜した。以前、これと同じ現象を一度だけ見ている。二年近く前、初めて闘真と戦ったときのことだ。

「殺せ殺せって言っておいて死にゃあしねえんだよ、あんた。いいかげんうんざりするんだ。望みどおり殺してやるよ」

　そう言って少年は、二本の鞭むちの間をかいくぐって、あっさりと目の前に立った。冷めた目でベルゼブルを見ている。殺すためにベルゼブルに向かって振り下ろそうとする闘真の手は、ただの巻まき藁わらを切るかのように、あっさりとし一切のためらいがない。

　ベルゼブルに避さける手段はない。鞭はかわされ体は自由に動かない。ベルゼブルは己に向かう断罪の刃を闘真の表情とは対照的に喜びの表情で迎え入れていた。

　しかし鳴神尊の刃は弾はじかれ、闘真は間髪おかず後ろに跳んだ。轟ごう音おんを立てて目の前をかすめたのは、金属の塊かたまり、部屋のハッチであった。

　ベルゼブルには何もできなかった。しかし鳴神尊の一いち撃げきを弾き、瞬しゆん時じに回かい避ひしなければ闘真の頭ず蓋がい骨こつを粉砕した攻撃をしてきたものがいる。

「またか」

　闘真はまたもややうんざりした表情で、ちぎれたハッチがあった場所に視線を送った。そこには褐色の肌をした少女が立っていた。

　レヴィアタンである。

「何度言ったら解わかる。よけいなことはするなっ！」

　ベルゼブルの本気の怒りをぶつけられて、レヴィアタンは一瞬身をすくませる。しかしすくませたのは一瞬。すぐにベルゼブルを、そして闘真をもまっすぐに見つめ、きっぱりと言い返す。

「いやっ！　私も一いつ緒しよに戦うっ！　あなたを殺させはしないっ！」

　レヴィアタンが両手を広げると、周囲のものが浮き上がり少女の周りを旋回し始めた。レヴィアタンの強力な磁気嵐あらしが作り出す現象だ。

「そうだった。もう一人いたの忘れてた」

　痛む頭をおさえ、闘真は己のうかつさを呪のろう。しかしその思考は一瞬にしてどこかに消え、代わりに闘真の思考を支配したものがあった。

「……もう一人いたの忘れてた？」

　自分の言った言葉。それが気になった。違和感、あるいは矛盾を感じたからだ。それも戦いの最さ中なかに一いつ瞬しゆんにして頭を埋め尽くすほどの違和感。

　しかしそのことばかりに思考を割さいてはいられない。レヴィアタンの磁気嵐あらしからさまざまなものが射出され、闘とう真まを殺そうとする。

　椅い子すや机など大きなものからペンやクリップなど大小さまざまなものが飛来する。闘真はそれらをなんなく回かい避ひした。過去数度の戦せん闘とうの経験から、ものが少なく狭い室内の中ではレヴィアタンの能力は発揮されにくいことを闘真は知っている。

　ベルゼブルも面おも白しろくなさそうだが、戦闘には参加してきた。一人ならばさばくのも余裕だったが、二人が間髪をいれず攻こう撃げきを繰くり出すとなると話は別だ。闘真は劣勢に立たされつつあるのだが、しかしどうしても戦いに集中できない。

「二人いた？」

　両者の攻撃を見ながら、闘真はつぶやく。問題は二人いたことではない。それでは驚おどろかない。

「違う、そうじゃない。僕は二人いるってことを知っていた。そうだ知っていたんだ」

　なぜ知っていた？　なぜ知ることができた。簡単だ。端たん末まつで呼び出したデータのハッチの開閉記録から判明したことだ。それだけの話だ。

　なのになぜ、そのことが頭に引っかかるのか。

「僕は……知っていた。端末でデータを呼び出して……」

「おいおい、女を妄もう想そうで生み出しただけでなく、さらにおかしくなったか」

　ベルゼブルの攻撃の狭はざ間まに、レヴィアタンが浮遊させているいくつもの金属部品を発射する。完全なコンビネーション。いや、むしろベルゼブルはレヴィアタンを疎うとんじている。レヴィアタンが完かん璧ぺきなタイミングでベルゼブルの攻撃に合わせているのだ。恋する男を死なせないために、必死で。

　一瞬の気の緩ゆるみも許されない状況下で、しかし闘真は自問自答を重ねていた。

「端末でデータを呼び出す？　どうやって？」

　答えは雷鳴のごとく脳裏に閃ひらめいた。

　──ああ、僕はなぜこんな簡単なことに気づかなかったのだろう。

「違うっ！　由ゆ宇うは生きている！」

　闘真は断言した。

　一片の迷いもない言葉であった。

「僕は端末を操作できない。だから二人いるなんて解わかるはずもないんだ。由宇が一いつ緒しよでなくちゃ無理なんだ」

　徐々に人格が切り替わっていく。否いな、もう一人の自分が己として蘇よみがえってくる。あの少女の記き憶おくと共に。

「由宇は生きている。僕が助けた、助けることができたんだ！」

　それは喜びの声であった。

　歓喜の叫びであった。

　確かに由ゆ宇うは消えてしまった。それも大変なことだ。しかし助けることができなかったということの前では些さ細さいだ。ベルゼブルも由宇のことを知らない。

　ならば由宇は敵に捕まって消えたのではない。ならば自分の意思で闘とう真まの前から消えたのだろう。ならば生きている。生きてこの機内のどこかにいる。

「僕はもう惑わされない！　由宇はいる！　絶対にいる！」

　闘真は力強く叫んだ。

　と同時にレヴィアタンめがけて深く切り込む。周囲を旋回する飛来物を回かい避ひし、レヴィアタンの懐ふところに入り込む。鳴なる神かみの尊みことが届く距きよ離り。命を絶つのはたやすい距離。

　しかしそのたやすい一いち撃げきを闘真は繰くり出すことができなかった。相手がまだ十代の少女だからではない。そのような倫理的理由に縛しばられるほど、いまだ心の内に確かに存在する闘真の裏の人格は甘くはなかった。

　しかし闘真の刃は止まる。かまえた姿勢のまま、頭を押さえよろけた。激しい頭痛とめまいが、闘真の行動を妨さまたげる。

「な、なに？」

　これと同じ経験を以前にもしていた。そのときも相手はレヴィアタン、状況はまるで一いつ緒しよであった。レヴィアタンの懐にもぐりこんだ直後のことだった。同時に鳴神尊から感じる力、あるいは存在感ともいうべきものが消失する。

　レヴィアタンは目の前で、いまにも命を奪われる恐怖に表情を強こわ張ばらせていた。そこに闘真に起こるこの奇妙な症状の意図がないことは明白であった。これは最初のときと同じ、彼女にも予期しない出来事なのだ。

「ふざけるなっ！」

　怒気を孕はらんだベルゼブルの鞭むちがすかさず闘真の足に絡からみついた。そのまま強引に引っ張ると闘真を壁に叩たたきつける。

　背中から壁に激突した闘真はその衝しよう撃げきで肺はい腑ふから空気がしぼりとられ、床に落下したあとも激しく咳せき込んだ。そのたびに背中に激痛が走る。

「ずいぶんと無ぶ様ざまじゃねえか。見るに耐えねえな」

　ベルゼブルの声は不ふ機き嫌げんそうだった。それは言葉どおり無様な姿が不快なのか、それとも別の理由なのか。

　鳴神尊を握る手に力を込めるが、いつも感じる力がそこから流れ込んでこない。ただの小刀を握っているのとまるで同じであった。

　ベルゼブルの車くるま椅い子すが近づく。その背後には闘真を叩き潰つぶそうと様々なものを飛来させているレヴィアタンの姿がある。

　ようやく立ち上がるが、戦おうにも足元がおぼつかない。

　激しい水のうねりが聞こえてきたのはそのときだった。音だけでない。震しん動どうまで伝わってきた。

「なんだ？」

　ベルゼブルにも意外な出来事だったのか、驚おどろいて周囲を見渡している。レヴィアタンも同様だ。三人ともが音と震動の出所を探してあたりを見渡した。そしてほぼ同時に同じ箇所に目を留めた。

　闘とう真まが引っ張り込まれ、その後にレヴィアタンがロックを捻ねじ曲げて二度と開かなくしたハッチだ。

　その向こうに何があったのか闘真は思い出し、顔を青くした。

「……まさか」

　水没しかけた機内。まさかどこかが大きく決けつ壊かいし、水があふれ出てきているのか。

　床や机の上にある小物が震動によって動く。水の音はさらに大きくなる。ダムの決壊か巨大な滝を連想させる。

「くるっ！」

　対策を練る時間も逃げる時間もなかった。

　ハッチが外から大きなハンマーで殴なぐられたように轟ごう音おんと同時にたわんだ。それが水が激突した音なのだと解わかったのは、たわんだハッチの隙すき間まから水が噴出したからだ。さらにのしかかる水圧にハッチが悲鳴を上げる。内側に圧迫されたハッチの隙間から噴き出る水はさらに激しくなった。

「大変だ。逃げなきゃっ！」

　闘真が立ち上がろうとしたそのとき、ついに限界を迎えたハッチは爆発するように弾はじけ飛び、回転しながら壁に激突した。

　通路の向こうから海水が津波となって押し寄せてきた。
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　時間はフリーダム内から明かりが消え、闘真が由ゆ宇うを見失った直後にさかのぼる。

「闘真、大だい丈じよう夫ぶか？」

　格納庫の明かりが全部消えたとき、由宇はまっさきに闘真の身を案じた。

「突然停電だなんて。由宇、大丈夫？」

　闘真がまっさきに言った言葉も自分の身を案じるものだと解わかると、由宇はこんな状況にもかかわらず自然に表情がほころんだ。同時に頬ほおも理り不ふ尽じんなほどに赤くなった。鼓動が高鳴るのを感じ、慌ててそんな自分を悟られないよう、すぐに表情を引き締しめて返事をする。

「ああ、私はなんともない。君のほうこそ大丈夫か？」

　闘とう真まからの返事はなかった。まさか何かあったのか。闘真がいるはずの場所に手を伸ばすと、少年の腕に触れた。深海探査スーツごしの感触では詳しいところまで解わからないが、少なくとも触ってすぐ解るほどの深刻なケガか何かが闘真の身に起こっているわけではなさそうだ。

　しかし、異変はあった。

　由ゆ宇うが腕を触っても闘真は無反応なのだ。

「……由宇？」

　闘真が呼びかける。

「どうかしたのか？　おい、闘真、闘真？」

　返事をするが闘真からの返事はなかった。何かおかしい。由宇のなかで徐々に不安と焦あせりが広がっていく。そして次の言葉が由宇の焦りを決定的なものにした。

「どうしたの？　由宇、返事してよ」

　由宇は何度も返事をしている。それどころか腕までつかんでいる。なのに闘真はなぜか何も反応しない。それどころか由宇を捜すように、周囲に腕を伸ばし続けていた。

「闘真、どうしたんだ？　私はここにいるぞ」

　またしても、由宇の言葉に闘真は無反応だ。

「どこいったの？　こんな真っ暗な中で動いたら危ないよ。はぐれたらどうするの？」

　闘真は目の前にいる由宇を捜して、暗くら闇やみをさまよっている。

「悪い冗談はやめろっ！」

　冗談でないことは解っている。しかし由宇は心のどこかでいま起こっていることを認めたくなかった。冗談にしてしまいたかった。闘真を気づかせようと強く引っ張ると、バランスを崩してしまい転ばせてしまった。

「あ、ああっ、すまない。私としたことが」

　闘真を慌てて抱き起こそうとするが、闘真の体は動かなかった。

「そうだ。スーツの明かり」

　闘真はスーツにそなえつけられていたライトをつける。由宇はまぶしさに目を細めた。すぐ目の前に闘真の顔があった。

「闘真、私はここにいるぞ！」

　両肩をつかみ体をゆすった。

「由宇！」

　自分の名を叫んだ少年の目の焦点はしかし目の前の少女に合っていなかった。ライトで周囲を見渡し、目の前にいる少女を捜している。

「いったい、どうなってるんだ？」

　闘真が不安そうにつぶやく。

「そ、それは私の台詞せりふだ！」

　すぐさま由ゆ宇うは怒鳴り返したが、闘とう真まはやはり気づく様子はなかった。







　まるで幽ゆう霊れいになった気分だった。

　闘真に自分の姿が見えていない。触っても話しかけても反応しない。視覚も聴ちよう覚かくも触覚も、自分が与えるどの刺激も闘真に届かない。

　由宇は格納庫内をうろつく闘真のそばで何度も呼びかけ、腕をつかみ自分の存在を気づかせようとした。しかし一度たりとも闘真が反応したことはない。

　深海魚に無ぶ様ざまに驚おどろき、ハッチを注意深く開けて移動する間も由宇はそばにいた。

「サビ？」

　ハッチを回すとき闘真はフリーダムの異変に気づいた。それは由宇もすでに気づいていた異変の一つだった。不自然に老朽している部分が、そこかしこに見受けられた。

「気づくのが遅いぞ。私はもっと早く気づいていた」

　自慢げに言ってみるが、案の定返事はなかった。奈な落らくの底に落ちるような孤独感が由宇の心をさいなむ。それは一人でいること以上の孤独感だった。ＮＣＴ研究所の地下でもこれほど孤独を感じたことはなかった。

　なんという皮肉だろう。闘真は世界の理ことわりの外側に半分出てしまった鳴なる神かみの尊みことは見えるというのに、それゆえに、この世界の理の内にいる自分──峰みね島しま由宇は見えないというのか。

「闘真、私が本当に見えないのか？　私を感じないのか？」

　顔を両手で包み、闘真の瞳ひとみの奥を覗のぞき込む。目と鼻の先で見つめ合っている。なのに闘真の目の焦点は決して由宇に合ってはくれなかった。

　唯一心が救われるのは、闘真は真剣に必死で由宇のことを捜してくれていることだ。

　闘真はハッチを開けて通路に出た。由宇もあとに続く。そのまま先に進もうとする闘真の背に向かって、由宇はわざと怒ったように言った。

「無用心だぞ闘真。ここは深海の底なんだ。いつどこから浸水するかも解わからない。だから浸水の被害を最小限にするためにも、ハッチは閉めておくんだ。解ったか？」

　闘真は無視したまま先に行く。由宇は肩を落として闘真が開けたハッチを閉めた。そのとき闘真が振り返った。

「由宇、いるの？」

　闘真の言葉に由宇の表情がぱっと明るくなった。

「やっと私に気づいたか？　遅いぞ！」

　しかし駆け寄った由宇の横をすり抜けて、闘真はハッチの前でしきりに首を傾かしげていた。

「由宇っ！」

　たったいま閉じたばかりのハッチを開けて、闘真は格納庫内でまた由宇の姿を捜す。

　由ゆ宇うはうつむき唇を噛かみ締しめる。そしてなんとか心を落ち着けようとする。

　干渉はしている。由宇が閉じたハッチに反応した。しかし干渉によって起こった出来事の解釈に、決して由宇という存在は含まれない。

　なぜこんなことになったのか、由宇の頭の中である仮説が生まれつつあった。それは認めがたい解釈であったが、いまの状況を合理的に説明するにはそれしかなかった。

　その仮説を確かめるために、由宇は闘とう真まに向かって一つの質問をする。

「闘真、再度問う。君にはあの監視カメラに映っていた鳴なる神かみの尊みことが見えるのだな？」

　由宇の言葉は届かない。一見無む駄だに見える質問であった。案の定返事はなかった。しかし一つだけ変化が起こる。闘真の表情があからさまに強こわ張ばった。しかしそれはすぐに消えた。由宇のほうを向いたりはしない。

「もう一つ聞こう。君は鳴神尊をちゃんと使いこなせているか？　禍まが神がみの血ちに振り回されたりしてはいないか？」

　最初の質問と同じく闘真の表情が強張る。

「最後の質問だ。最近、禍神の血の衝しよう動どうで、私を殺したいと思ったことはあるか？」

　闘真の変化は劇的だった。胸を押さえその場にしゃがみこんでしまう。酸素を求めて口をぱくつかせ、体は痙けい攣れんを繰くり返した。

　しかしそれもほんの十数秒のことだ。闘真はすぐに立ち上がると何事もなかったかのようにまた機内の探索を開始した。

「やはりそうか。それが君の出した結論。私を守るための手段なのだな」

　由宇は寂しげにつぶやくのだった。







「ま、まさか水圧で潰つぶれそうになってるんじゃ？」

　あちこちから水みず漏もれしている部屋を見て、闘真は顔を青くした。漏れた水は床に溜たまり膝ひざの近くまで濡ぬらしている。水漏れの原因は老朽によるものだ。

　その光景を由宇も闘真の隣となりで見ていた。たとえ声は聞こえなくとも、触れても気づかれなくとも、存在を無視されても、闘真のそばを片時も離はなれることはなかった。

「いったいフリーダムに何が起こった？　墜つい落らくして一ヶ月しかたっていないぞ。私が捕まっていたときは、新造同様だった」

　由宇は考えていることをあえて口にするようにしていた。闘真に聞かせるためである。

「君の言うとおり、このままではフリーダムは水圧に負けて圧あつ壊かいするだろう」

「このままじゃ潰れる」

　由宇の言葉に答えるかのように闘真はつぶやく。無意識に由宇の存在を意識から追い出していても、それはまだ完全ではない。由宇への思いは常に闘真の中にある。

　そのことが解わかるだけでも由ゆ宇うは嬉うれしくなった。しかしいまの状況はとても楽観視できるものではなかった。

　逃げ道はない。スーツの酸素ボンベは一本しかなく、その一本も残量は少ない。ここを脱出したとしてもスフィアラボには到底たどり着けない。

　２２２２ポイントに沈むこのフリーダムは、いま闘とう真まが直面し、由宇も解決できないでいるこの現象も含めた様々な理由により、そう長く持たないだろう。

　それが由宇の結論だった。

　さらに急がなくてはならない理由はもう一つある。海かい星せいだ。海星──黒くろ川かわの目もく論ろ見みを潰つぶすチャンスは今しかない。しかしここに閉じ込められていては何もできないのだ。
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「うわあああああああっ！」

　闘真が悲鳴をあげたのも無理はなかった。かくいう由宇も目の前の状況が信じられず、しばらく言葉を失っていた。

「ミ、ミイラ？」

　闘真がおそるおそる乗組員の遺体を確認している。由宇も一いつ緒しよになってミイラを観察した。ただしミイラに触って不用意に動かすようなまねはしなかった。

　さっきはミイラを動かして倒してしまい闘真を驚おどろかせてしまった。いまここでミイラを調べるために動かしたら、闘真はさらに驚くだろう。

「な、なんで？　なんでミイラになってるんだ？　おかしいよ。絶対へんだよ」

　闘真の言うとおりだ。しかし由宇はすでに、この２２２２ポイントに沈むフリーダムの老朽化とミイラの謎なぞに、ある程度の仮説を導き出していた。

「闘真、君は……」

　不安な顔をしている闘真を見て、由宇は何か言おうとし、届かないことを悟り、言葉を詰まらせる。キィキィという耳みみ障ざわりな金属音が聞こえたのはこのときだった。

「な、なんの音？」

　由宇も一緒に音のするほうを見る。

「ゆ、由宇なの？」

　違う。自分はここにいる。しかし由宇はいままでと違い声を発しようとはしなかった。

　おそらく敵が近づいている。しかしいま自分を認識できない闘真と共闘したところで、どれだけ戦えるか。へたをしたらお互いに足を引っ張り合ってしまうかもしれない。

　──ここは隠れるのが得策か。

　由宇は机の上にあった小物を天てん井じようのパイプめがけて投げた。はずれたパイプから案の定水蒸気が噴き出る。その水蒸気にまぎれて由ゆ宇うは部屋の隅に身を潜ひそませた。

「うわっ！　な、何が起こってるんだ？」

　驚おどろいた闘とう真まは水蒸気の向こうから近づいてくる音を警戒していた。

　闘真のそばを離はなれたのはミスだった。

　闘真の足に鞭むちがからみついたかと思うと、あっというまに水蒸気の霧きりの中に引き込まれてしまった。

「闘真っ！」

　慌てて闘真を追う。引きずられた闘真の体はさらに奥のハッチを潜くぐり抜けた。目の前でハッチが閉まる。開閉用のハンドルが飴あめのように捻ねじ曲がり、ハッチを開けるのは不可能になってしまった。

「これは、レヴィアタンの能力か。それにあの鞭はベルゼブル。七つの大罪の二人が、ここに残っていたというのか！」

　そしてその二人を前に闘真が対たい峙じしている。状況はさらに差し迫ったものになった。
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　由宇は来た道を走って引き返していた。

「次から次へと難題をっ！」

　開かなくなったハッチを開け、七つの大罪の二人をどうにかしないといけない。

　通信機を開くと、闘真とベルゼブルの会話が聞こえてきた。ある程度の状況を把握できるのは唯一の救いだ。

『この結論から導き出されることは一つ、そんな女はもともといなかった。てめえは女を助けることなんかできやしなかったんだよ！』

　ベルゼブルの巧たくみな話術が闘真を精神的に追い詰めていく。

『僕は……僕は由宇を助けることができなかったのか？』

　ベルゼブルの話術に惑わされ、勝手に絶望的な声を出している闘真が腹立たしくなった。

「わ、私はここにいると言っているだろうっ！」

　音声を受信にしているが送信は行っていない。由宇の声が不用意に向こうに届いて警戒されてはまずいからだ。それでも由宇は怒鳴らずにはいられなかった。

　勝手に死んだと思い込み、あるいは勝手に目の前からいなくなったと思い込み、闘真の動揺は激しい。由宇は唇を噛かみ締しめてただひたすらに走る。いま自分にできることを、最良の手段を実行するために、感情を押し殺して走った。

　通信機からたえず闘真の状況が送られてくる。

　由宇が懸け念ねんしているのはレヴィアタンであった。ベルゼブルより闘真との戦いの相性は悪い。レヴィアタンの特異性は、闘とう真まの禍まが神がみの血ちを封じる可能性があった。

　足がもつれそうになる。身体能力に優れている由ゆ宇うだが体力面は常人より劣る。さらに言えば身体能力も頭脳労働の恩恵である。決して頑丈な体ではない。

　マッコウクジラの水流に巻き込まれて死にかけた体には、いまだに小さくないダメージが蓄積していた。

　それでも由宇を奮ふるい立たせたのは、

『由宇は生きている。僕が助けた、助けることができたんだ！』

　闘真の確信に満ちた歓喜の声が聞こえてきたからだ。

「き、気づくのが遅いっ！　君は本当に馬ば鹿かだ。底抜けの大馬鹿者だっ！　私を守るとか言っておきながら、いつもすぐに右往左往する。すぐに泣く。すぐに怒る。おまけに……おまけに接せつ吻ぷんまでしておき……ながら、すぐに私の存在を感じなくなるなど、どのような言語を使っても罵ののしる言葉は見つからない！　わ、解わかっているのか、闘真！」

　それでも口元に自然とこぼれる笑みは消えなかった。足が軽くなった。そのまま全力で目的の場所にたどり着く。闘真と最初に潜せん入にゆうした出入り口だ。

　二重構造の扉は同時に開かないようになっている。しかし扉の開閉チェックのシステムはさほど厳重ではなく、いくつか細工をほどこせば開けていても閉じていると機械を騙だますことができる。

　開放された扉は一定時間で閉へい鎖さされるシステムだ。

「問題はこのスーツがどれだけ耐えられるかだが」

　由宇が今からやろうとしていることはかなりの危険がともなった。しかしためらいはない。さきほどの闘真の言葉が、由宇の背中を後押ししてくれる。

　由宇がボタンを押すと、扉の開放を行う警告アナウンスとカウントダウンが始まった。由宇は全力で扉から離はなれる。一気圧が一気に二百気圧にまで上昇する。一平方センチ、小指の爪つめほどの面積に、２００キロの重さが圧のし掛かるのだ。

　防壁シャッターには一万トン近い力が一気に圧し掛かる。それだけの手助けがあれば、あの扉を捻ねじ曲げられ開かなくされたハッチを突破できる、それが由宇の思惑だ。

　杞き憂ゆうはただ一つ。それだけの力を内包した水流の勢いに、由宇の着ている耐圧スーツが耐えられるかどうか。それだけは未知であった。２０００メートルの水圧に耐えられるのは、ここに到達していることから証明されている。しかしそれは徐々に水圧にならしてのことだ。一気に押し寄せる水圧に耐えられるかどうかは検証されていない。たとえスーツが耐えられたとしても、中にいる由宇がその衝しよう撃げきに耐えられるかどうか。

　それでも由宇はためらわず扉を開けるボタンを押し、走る。脳裏に浮かぶのはフリーダムに捕らわれていたとき、絶望の底にいた由宇を助けに来てくれた闘真の姿だ。あのとき由宇を包んだ闘真の力強い腕の感触を思い出せば、なんでもできるような気がした。

　計算ではなく感情に突き動かされた行動だということは自覚している。もっと計算し、検証し、安全性を模も索さくすべきだと理性は訴える。しかし由ゆ宇うはそれらすべての思考を押しのけ、感情に身をゆだねた。非論理的だが大だい丈じよう夫ぶとさえ思っている。それは検証に検証を重ねて積み上げた理論より、なぜか頼たのもしかった。

　背後から水の音が迫る。外気圧を示すメーターが上昇していく。水に押し潰つぶされ空気の圧力が高まっていく。由宇は振り返ることなく走った。一刻も早く闘とう真まのもとに行く。それだけを考えて走った。

　水の音はすぐ後ろまで迫っていた。

「闘真ぁぁ！」

　少女の声と姿は凶暴な水の流れに呑のみ込まれてしまった。

　車にはねられたような衝しよう撃げきに、意識に空白が生まれる。体は水の中できりもみし流されていく。壁に激突しなかったのは不幸中の幸いだった。

　途切れた意識は一いつ瞬しゆん、すぐに我に返ると由宇は、目前に迫った壁に備える。水の流れに逆らわず、壁にぶつかる寸前、足から着地した。否いな、激突した。全身をバネとし、耐圧スーツの関節補助モーターの機能さえ利用し、衝撃を緩かん和わさせる。それでも凄すさまじい勢いから壁は歪ゆがみ、なお由宇を押し潰そうとした。殺しきれない勢いを流れに沿って体を転がすことで力を逃がす。壁の上を由宇の体が転がる。パラシュートのＰＬＦ（パラシュートランディングフォール）と呼ばれる衝撃を和やわらげる着地方法と同じ原理だ。

　壁の上を一回転した由宇はそのまま流れに身を任せて、奥へ進む。

「切り抜けた」

　急激な水圧の上昇と激流を越えてなお、耐圧スーツと由宇は無事だった。

　回転し流れに乗った由宇の体はそのまま防壁シャッターが閉じた通路へ流される。あちこちで軋きしむ音がする。通路内を水が満ち、二百気圧の力に通路全体が軋みだす。

　残り時間がどれくらいで外部のシャッターが閉じるか由宇は心の中でカウントを続ける。予定より早く閉じてしまったら、水圧が消えてしまう。予定より長かったら、フリーダムの内部はすべて水に満たされ、二人とも死んでしまう。

　タイミングがすべてだった。一瞬、たった一瞬、遅くても早くても、生存は許されない。

　流れる先に防壁シャッターが見える。水圧にたわみ、いまにも瓦が解かいしそうだ。しかしここまできて最後の一押しをするのに何をためらうか。由宇は流れる体に勢いをつけると、体ごと扉にぶつかった。
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　ハッチは弾はじけ飛び、開いた通路から、水が怒ど濤とうの勢いで押し寄せてきた。

　その水流の中心部にいる人影を見て、闘とう真まは叫んだ。

「由ゆ宇うっ！」

　扉をやぶった水流は急に勢いをなくすと、床を海水で覆おおいつくしこそしたものの、それで終わってしまった。

「よしっ」

　由宇は自分の計算どおり外部ハッチが閉じたことに満足そうにする。そして闘真の前に立った。

「ゆ、由宇！」

　信じられなかった。

　消えたときと同様、由宇はなんの予兆もなく突然姿を現した。

「いったいどこに行ってたの？　どうしていなくなったの？　いろんなところを捜し回ったん……だぁっああ」

　言葉が不自然にとぎれたのは、由宇にものすごい力で殴なぐられたためだ。

　しかし、頬ほおを押さえ由宇を見ると、闘真は二の句をつげなくなった。少女の表情に宿る悲しみの色に気づいたからだ。頬は痛む。しかし自分がその何倍もの痛みを由宇に与えてしまったらしいことだけは、なんとなく察した。

　その理由を聞くのは怖かった。だが恐れを押しのけて闘真はそれを口にした。

「由宇、どうして、そんな悲しそうな顔を……しているの？　何か、あったの？」

「私は……」

　由宇の言葉は一度とぎれ、眉み間けんに深い苦悩が刻まれる。

　ただしそれもほんの一瞬のことだ。瞬まばたきの後には、今かいま見せた苦悩が嘘うそでないかというほど険しい表情をしていた。その険しさは闘真に向けられていた。

「私はずっと君のそばにいた。君が私を捜している間も呼んでいる間もずっといた。それどころか私は、何度も君に呼びかけもし、君の腕を引っ張り、肩をつかみ揺すったりもした」

「え？　まさか。だって由宇はいなかったよ。それとも……あっ、そうか。ゆ、ユニバーサル迷彩だっけ？　その機能の一つの光学迷彩で見えなくなってたんだね。だったらそう言ってくれれば」

　ユニバーサル迷彩。かつてスフィアラボで戦った敵の一人が身につけていた峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産。その機能の一つに視覚をだます光学迷彩があった。

　しかしそれだけでは由宇の言葉のすべてを説明できない。触られても気づかない道理がない。なによりも由宇が闘真に険しい視線を向けている理由にならない。

「違う。私は何もしていない」

　やはり、由宇はきっぱりと否定した。

「じゃあどうやって消えたの？」

「私が消えたんじゃない。君が私を見ることを拒否したんだ」

　闘とう真まには由ゆ宇うの言葉の意味が解わからなかった。

「由宇、何を言ってるの？　なんで僕が由宇を見ることを拒否なんかするの？　そんなことするわけないでしょ」

「言葉を変えよう。君が私を認識することを拒んだ。意識から追い出し、見えなくしたのだ」

「変えても一いつ緒しよだよ！　由宇、絶対違う！　ありえないよ、そんなこと」

　由宇の語る言葉は、難しくても理解できなくても、常に正しかった。闘真はいつもそう信じて疑わなかった。由宇の難解な言葉に命を懸かけることにも、ためらったことなど一度もない。

　それほどに由宇の言葉には客観的な絶対性があった。闘真にとって信しん頼らい性せいがあった。

　だがこれだけは認められない。認めたくない。

　あんなにも由宇を捜した。心配した。捜し求めた。なのに自分で見えなくしたなど、闘真にはどうしても納得できなかった。

「闘真、正直に答えてくれ。私を見て殺したいという衝しよう動どうが芽生えたのではないか？」

　しかし由宇のストレートな問いは、闘真の心の深い部分に容よう赦しやなく切り込んできた。

「そのことを恐れた君は私の認識を拒否することで、殺さつ戮りく衝動を抑え込もうとした。目の前に私がいても、見えなければ衝動に突き動かされることはない。そう無意識に考えた。君は比ひ良ら見みの地下で再び禍まが神がみの血ちが使えるようになったな。しかしそれは君ともう一人の人格、殺戮衝動に動かされる君との境界が薄うすれてしまったことによる。君が壊こわれかけはじめたことによる」

　唇を噛かみ締しめる由宇に、闘真は何か言い返そうとしたが、脳裏に浮かんだのはＬＡＦＩにシンクロしたときに出会ったもう一人の自分との会話だ。そして由宇にずっとそれを気付かせまいと、無理な嘘うそをつき続けたこと。

　闘真は、由宇の怜れい悧りな言葉に返す言葉を見つけられないまま、ただ押し黙だまるしかできない。

「あとで説明するが君とレヴィアタンの能力の組み合わせは最悪だ。レヴィアタンの磁気能力は、場合によっては禍神の血の力を封じてしまう。しかし逆にいまはそれがいい方向に働いたようだ。禍神の血の力を感じなくなることによって、君は私と接触することに安心した」

「僕は……」

　何か言おうとする闘真を手で制し、由宇は部屋の反対側を見る。そこにはベルゼブルとレヴィアタンがいた。

「というわけだ。ベルゼブル、おまえの推測はなかなか面おも白しろかったが、はずれていたぞ」

　だが、ベルゼブルは、

「知るかよ」

　と短く言葉を返すだけだ。

「それで、あんた等らの話し合いは終わったのか？」

「そうだな。しかしもう一つ話がある。これはおまえ達たちに向けてだ」

「俺おれ達たちにだと？」

「そうおまえ達の足元に転がっているものがなんなのか解わかっているか？」

　ベルゼブルは由ゆ宇うを睨にらんだまま、レヴィアタンは由宇の言葉が気になるのか、視線をせわしなく足元に動かしては、すぐに由宇のほうを見る。

　床には白いものが薄うすく堆たい積せきしていた。激しい水流で流されてきたメタンハイドレートだ。砂のように細かいものもあれば、拳こぶし大の大きな塊かたまりもある。

「ハッチを開けたとき水流に巻き込まれてここまで流れてきたのだろう。それはメタンハイドレートと呼ばれるものだ。かご状水分子の中にメタンガスが閉じ込められている状態の固体だ。非常に不安定な物質で高圧低温下でないと安定しない。つまりほとんどは深海でしか見られない物質だ。この周辺はこの純度の高いメタンハイドレートの宝庫だ。なかなか面おも白しろい場所に沈んでくれたも……おっと」

　いらだったベルゼブルが鞭むちを振るが由宇は首を軽く曲げてそれをかわす。

「ごちゃごちゃとうるせえ。邪じや魔まするならてめえから殺す」

「やれやれ、まったく短気な男だな。私の講釈はおいそれと聞けるものではない。心して静せい聴ちようして欲しいものだ。さてさっきも言いかけたが、このメタンハイドレートは高圧で低温下でなければ安定しない。いやたとえそのような状態でも、ちょっとした刺激で分解を始めてしまう」

「え？　なに、これ、溶けてる？」

　レヴィアタンは目を丸くして形を崩していくメタンハイドレートを見る。

「そうそう、最初に言ったと思うが、メタンハイドレートは水とメタンガスの化合物だ。分解したということは水とメタンガスに分かれる。ちなみにメタンガスはもとの体積の二百倍近い量にまで膨ふくれ上がる」

　由宇はにやりと笑う。突き出した右手に持っているのは深海探査スーツの備品の一つ、水中バーナーだ。

「ご清聴感謝する。メタンガスが充満する時間が稼かせげた」

　由宇はためらうことなくバーナーに火をつけると、ベルゼブル達へ向かって投げた。

「闘とう真ま、ヘルメットをかぶれ」

　由宇の無む茶ちやな意図を察すると闘真はあわててヘルメットをかぶった。炎のついたバーナーが回転しながら宙を舞う。

　半秒遅れて、しかし迅じん速そくにレヴィアタンが動いた。手を振り上げると、壁を構成する鉄の板が音をたてて無理やりに剥はがれた。

　バーナーの炎が一いつ瞬しゆん、何度か弾はじけたように激しくなった。次の瞬間、通路に充満したメタンガスに引火した。

　爆音と巨大な炎が部屋を埋め尽くした。
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　幼い由ゆ宇うの背中を麻ま耶やは追いかけた。

　あるいは幼子といえ峰みね島しま由宇ともなれば自分の足では追いつけないかもしれないと危き惧ぐしたが、拍子抜けするほどにたやすく追いつき追いかけることができた。まして周囲は幻覚。壁や塀へいを潜くぐり抜けて後を追えば、さらに追跡は容易であった。

「昔は普通でしたのね」

　幼い子供らしいつたない走り方だ。

「あっ、だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　つまずいて転んだ由宇に、届かないと解わかっていても思わず麻耶は手を差し伸べる。足元の石ころにつまずき転ぶ姿は、とてもいまの由宇からは想像できない。歳とし相応の運動神経だった。

　しかし立ち上がりまた必死に走り始める姿は、歳相応とは言えなかった。追い詰められた表情の悲壮さは、幼子であることを忘れさせるほどに痛々しかった。

「いったい何が由宇さんをあそこまで？」

　由宇を追いかけていくと予想通り峰島勇ゆう次じ郎ろうの研究所にたどり着いた。研究所の建物に何かしらの異常は見られなかった。しかし周囲の建物や人々が停止しぼやけた状態では、その中央でなんの変化もないことこそが最たる異常とも言えた。

　由宇は玄関の前で立ち止まると、苦しそうに息を吐はいて呼吸を整えていた。その姿から子供の体でどれだけ無理をして走ってきたかがうかがい知れた。

　由宇はたいして時間も置かず、扉を開けると研究所の中に入り見えなくなる。麻耶も見失ってはならないと研究所の扉を潜り抜けようとしたとき、怜れいの声がする。

「麻耶様、お気をつけください、そこはっ」

「え？　怜、なに……きゃっ！」

　研究所の扉をすり抜けようとして盛大に扉に激突してしまった。

「い、痛い……」

　地面に尻しり餅もちをつき、おでこを押さえて目に涙を浮かべる。

「ですからお気をつけくださいと。ほとんどは幻覚で実体はありませんが、この研究施設だけは、いまもここにありますので」

　怜の手を取って立ち上がりながら、麻耶は辺りをうかがう。

「ここは……？」

　研究所の姿は十年前のように見える。けれどここは、今まで見てきた幻の町ではない。幻の建物ではない。今もここに十年前と姿を変えど、そのまま研究所の建物は残されているのだ。虚像と実像。その二つが重なり合い二重映像のように見える。

　自分より冷静に物事を見ていた怜れいは、麻ま耶やがぶつかった扉が、幻影では開いており現在は閉められていることに気づいたからこそ注意したのだろう。

　そして麻耶は研究所と周囲のぼやけた風景を見比べ、首を傾かしげた。

「どういうことなのかしら？」

「解わかりかねますが、ともかくここからは今までのようにすり抜けたりはできません。なおいっそう慎重に行動せねばなりません」

「そうね、ごめんなさい」

　実体と幻覚が入り混じった奇妙な場所。

　恐ろしいと思うが、恐怖で震ふるえるというほどでもない、不思議な空気につつまれた場所だった。

　今度は現実の扉を開けて、建物の中に入った。玄関を入ってすぐのホールに由ゆ宇うの姿はすでにない。奇妙な二重構造の前でしばし思案にふけっていた麻耶と怜は、走る由宇を見失ってしまっていた。

　しかし麻耶は迷うことなく地下に降りる階段に向かう。

　そこは数週間前に海かい星せいの本部を視察した伊だ達てが、亡ぼう霊れいの由宇を見て、追いかけ降りていった階段であり、また、海星が闘とう真まを閉じ込めるために階段をコンクリートで埋めてしまった時、闘真が鳴なる神かみの尊みことで突破した階段でもある。

　この階段を降りれば、そこは十年前にこの爆心地の中心で一人残された峰みね島しま由宇が見つかった地下室へと続く。

「お気をつけてお降り下さい」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　色濃くなっていく奇妙な雰ふん囲い気きに、麻耶は慎重に階段を降りていく。それでも由宇にはすぐに追いついた。幼い由宇は階段の途中で強こわ張ばった顔をして立ち止まっていた。

『この服ももう駄だ目めだ。侵食されてる』

　そう言うと同時に、由宇の着ていた上着がにじみ、ぼやけ始めた。

　ブラウスがにじみ、駆け下りていくたびに翻ひるがえるスカートの裾すそがぼやけ、そのうちに服全体がにじんだようにぼやけていく。

　由宇の輪郭ははっきりしているのに対し、彼女を包む服はどれも空間にぼんやりと溶け込み、存在がはっきりとしなかった。

「ど、どういうことですの？」

　──侵食されている。

　それはまるで由ゆ宇うのまわりの服や風景がぼやけているかのようなものいいだ。

　いま世界がぼやけているのは、映像を再生する何かの影えい響きようではないのか。過去を映す映写機のピントがずれているだけではないのか。

　しかしならばなぜ由宇だけがはっきりと存在しているのか。いや、そうではない。由宇と研究所のみがはっきりとしている。研究所は現実のものと重なっているからはっきりと見えるのだと思っていたが、それだけでは説明のつかない鮮明さがある。

　裸になった由宇は、そのまま階段の一番下まで降りると扉を開けて中に入った。

　入った瞬しゆん間かん、麻ま耶やは一瞬、目がくらむ。

　そこには様々なモニターが配置され、目まぐるしく表示を変えている。その中心でキーボードを必死に打っている由宇の姿。いくつものモニターの情報を同時に読み取り、鮮やかにキーボードを叩たたく指さばきは、さきほどまでの歳とし相応の子供らしさは消え、今の由宇を髣ほう髴ふつとさせる。

　しかし、少女の目に浮かぶのは絶望のみだ。

『駄だ目めだ、もう間に合わない』

　とうとう、由宇の口から嗚お咽えつが漏もれ始めた。

『……うっうっうっ……えっうっ』

　流れる涙をぬぐおうともせず、由宇は必死にキーボードを叩き続ける。

『……だめ、だめだよ。お父さん』

　父を呼ぶ声は切なかった。

『あった。やっぱり実験で配備されてる。……ステルス核ミサイルのテストタイプ、ＥＭＪ─Ⅰ型』

　瞬またたくモニターの明かりとまるで楽器のようにキーボードを叩く音が響ひびく中、白くぼうっと光る由宇。

　麻耶はただ眼前に繰くり広げられる光景を固かた唾ずを呑のんで見守っていた。

　──……十年前、ここに核ミサイルを落としたのは……由宇さんなの？

『ハッキング開始。……セキュリティが甘い。すぐにハッキングできてしまう』

　悲しげな口調からそうであることを望んでいないのは明らかだ。由宇はつらそうな表情をしていた。

『……安全コード、解除。……発射制御コード、解除。ハッチ開放、クリア。ステルス核ミサイルＥＭＪ─０型……発射シークエンス、オールクリア』

　由宇の言葉とともにモニターに表示されている警告が増えていく。

『これを押せば……』

　幼い由宇はキーに指をかけたまま、凍り付いていた。その時、

「麻ま耶や様っ！」

　後ろで怜れいが珍しいくらい切せつ羽ぱ詰つまった声を出した。

「怜、どうしたの？」

「服を、服を見てください！」

　麻耶は目の前の由ゆ宇うの服を見る。もはや服の原型はほとんどなく、白く光る由宇はもうほとんど裸身だった。

「解わかっていますわ。ねえ、怜、どうして由宇さんだけが実体を保っているのかしら、侵食されたと私には聞こえたのだけど……」

「違います！　麻耶様ご自身のお召し物です！」

「私の？」

　麻耶は慌てて自分の服を見て、表情を引きつらせた。

　見下ろして見えるスカートの裾すそ、目の前にかざしたブラウスの袖そで口ぐち。なにもかもがぼやけている。

　振り返って見た怜の服も同様だ。いつも通り、中性的な体を包む黒ずくめの服は、徐々にその色彩を失いつつある。

　最初はずっとぼやけた風景ばかり見ているため、なれない目が疲れたせいかと思った。しかし麻耶自身の手や足はぼやけていない。怜も同様だ。幼い由宇を見たときと同じ違和感があった。

「ど、どういうこと？」

　服を触ると、見た目と同様、曖あい昧まいな感触だった。圧力のある空気と表現しようか、存在を感じることはできるのだが、シルクタフタの柔らかで滑なめらかな感触は、もう感じることができなかった。

「麻耶様、とにかくここから出ます。離はなれますよ」

「いえ、待って、怜。ここには何かしらの真実があります。まだ少し……」

　幻影の由宇は核ミサイルの発射コードのボタンに指をかけている。この先、この少女が、この街がどうなるのか、ここにいれば見届けられる。

「だからもう少し……」

「いけませんっ！」

　麻耶の主張を怜がたった一言、激しい声で否定する。厳しいことは言うが、ここまで激しい怜は見たことがない。驚おどろく麻耶の腕をひっぱり、強引に部屋から連れ出そうとする。

　そこで麻耶はあることに気づき、総毛だつ。

　慌てて服の感触を確かめようとする、自分の手とブラウスの袖口を見比べようとする、そんな意識がはっきりしない。自分の感覚までぼやけていっていることに、麻耶は慄りつ然ぜんとした。

　そのことに気づいてしまったからか、さらに意識が遠くなりかける。否いな、曖昧になる。

「麻ま耶や様、聞こえますか、私にもこの現象は解わかりかねます。ですが、とにかく、お気を確かに！　しっかり強く意志をお持ちになるのです！」

　そういう怜れいも苦しげな表情だ。麻耶は初めて感じる自分が解けていくような感覚に、もはや立っていることもままならない。否いな、しっかり立とうとすると、足と地面の境界が意識できなくなり、よけいに足元から溶けていくように感じてしまう。

　立ちすくむ麻耶を抱き上げ、怜は地下室から出て行く。背後からは、このぼやけた世界の中で妙にはっきり、由ゆ宇うが読み上げるミサイルの到着までのカウントダウンが聞こえてきた。
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　怜自身、振り返りたい気持ちを抑え、麻耶を腕に守り、階段を登っていく。一段一段踏ふみしめようとするごとに、逆に足を呑のみ込まれていくような感覚に必死に抗あらがう。腕の中の麻耶の体の重みだけが、はっきりと認識できる。唯一残された現実の感触を支えに、怜は己の境界も曖あい昧まいになりそうな世界から脱出していく。

「怜、ごめんな……さい」

　麻耶は朦もう朧ろうとしているものの、まだ意識はあるようだった。

　怜は階段を登りきり、なんとか研究所の一階にたどり着き、外に出た。奇妙な幻覚はこの研究所内が一番ひどい。現実に存在する研究所と、幻覚の十年前の研究所が重なり生み出す二重の既視感のような世界。

　外にはまだ、幻覚の町しかないはずだ。

　しかし、ようやく外に出た怜れいも麻ま耶やも呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　そこには時が止まってしまった幻の街も、現実の荒野も、なかった。研究所から続いていたピントのずれた画像と同じような世界が広がっていた。いや、研究所内よりさらにぼやけ、境界は曖あい昧まいになり、もはや濡ぬれたキャンバスに何色もの絵の具を垂らしたかにしか見えない光景であった。

　──さっきまであった街は？　現実の荒野は？　ここはいったいどこなの？　いえ、いったいここはなに？

　その時、揺らめく光景の中に、はっきりとした人影が現れた。

　曖昧な世界の中で、その人影はくっきりと少年の形を映し出している。

　なぜ自分達たちは曖昧で、それなのに彼だけははっきり認識できるのか。考えようとしても、否いな、すればするほど思考は溶け形をなさないまま、崩れていこうとする。

　刹せつ那な。

　パアンと何かがはじける音がした。真っ白い閃せん光こうが網もう膜まくを焼き、鋭い音が耳を劈つんざいた。

　突然の衝しよう撃げきに身をすくめ目を閉じた麻耶は、怜の腕の中で、恐る恐る再び目を開ける。

　幻の街は消えた。幻影も消えた。あの解けていくような感覚もなくなり、怜の腕が確かに自分を支えているのを感じ、荒野を囲む森からの湿気を含んだ風が麻耶の頬ほおをなでた。

　世界は今の比ひ良ら見み特別禁止区域の姿に戻っていた。

　その荒野の中、麻耶と怜の目の前に、褐色の肌をした少年が立っていた。年齢は麻耶や闘とう真まに近く、顔立ちは中東を連想させる。

「あんた、真まな目め麻耶だろ？」

　七つの大罪の一人、ベルフェゴールはそう言って麻耶を見据えた。







「ベルフェゴール……」

　記き憶おくを探るまでもなく、少年の名が麻耶の口をついてでた。

「そうだ。俺おれはベルフェゴール……」

　たどたどしい日本語だが、笑顔で名乗る姿からは、とても七つの大罪という伝説の傭よう兵へい集団に身を置く者とは想像できない。

「あなたが助けてくれたのですか？」

「俺じゃない。今のはおじいがやった」

「おじいって……？」

「ルシフェル」

「ルシフェル……。あの人が」

　数週間前、対たい峙じした老人の姿を思い出す。

「あんた達たち、助けたのはおじい。おじいの説明だと、世界に綻ほころびが生まれたらしい」

「世界の滅び？」

　つたない日本語で、言い間違えたのかと思った麻ま耶やの質問に、しかしベルフェゴールははっきりと否定の返事をした。

「いや、綻び、だ。そうおじいは言った」

「綻びとはどういうことですの？」

「おじいから聞いたほうが早い。おじいが話があると言ってる。ついてくるか？」

「麻耶様？」

　怜れいが心配そうに問うてくる。いつもの怜の、冷静な瞳ひとみが語っていた。麻耶が決めたことであれば、どんな危険な場所にもついていき、あなたを守ると。

「くるか？」

「はい。行きますわ」

　再度の問いに麻耶ははっきりとうなずいた。どこへ行くのか、なんのためかとも聞かずに、麻耶はこの不思議な少年、ベルフェゴールの導くまま、行こうと決めた。

　勇ゆう次じ郎ろうとも、不ふ坐ざとも違う。しかし確実にこの世の理ことわりの外を知るであろう老人の元に。




　　　　　　　　２




「すげえ！」

　萩はぎ原わらと星ほし野のの驚おどろきの言葉には、歓喜の感情もこめられていた。

「いったい、どうやったんだ？」

「ＬＣ部隊がやったのかな？」

　口々に話す二人に、しかし状況の解わからない小さ夜よ子こは不思議そうにしていた。

「何があったのですか？　よければ私にも教えてください」

　悪い状況でないことは二人の口調からあきらかであった。しかし小夜子が気づいたのはプラスチックの溶けた臭においである。他ほかにもいくつかの臭いは感じ取っていたが、それだけでは状況は把握できない。

「ああ、ごめんごめん。忘れてたわけじゃないんだ」

「これはすごいよ朝あさ倉くらさん」

　そう言って萩原と星野は我先に小夜子の手を取って、前に導いた。片方の手で充分なのに、両手を無理やり引っ張られた。なぜか二人は争っているようにも感じられた小夜子だが、瑣さ末まつなことは思考のはじにおいやり、いまは指先に神経を集中する。

「こ、これは……」

　指先に触れたのは金属質の硬い感触だ。

「レ、レプトネーター？」

　レプトネーターが三人の前にいた。しかし停止した状態で動かない。その理由に表面をなぞっていた指先がたどり着いた。

「穴？　レプトネーターの正面に穴が開いているんですか？」

「そう、小さ夜よ子こさん、大穴が開いているんだ」

「なんの武器でやったか解わからないけど、けっこう深い穴だよ」

　二人の言うとおり、レプトネーターの硬い装甲は貫かれ、穴は中心部にまで達していた。さしものレプトネーターも中枢を壊こわされては、停止せざるを得ない。

「それにこれは溶けたプラスチックの臭においですね」

　小夜子は穴に顔を近づけ臭いをかぐ。さらに穴の表面を指でなぞり、こびりついているものをはがした。

「溶けて固まったプラスチック……。たぶん穴を開けたのは多段式軽ガスガン、だと思います」

「多段式軽ガスガン？」

　聞いたことのない名前に星ほし野のと萩はぎ原わらは顔を見合わせる。

「はい、宇宙でのデブリ衝しよう突とつ実験等に使う機械です。理論値ではマッハ20を超えるプラスチックの弾丸を射出します。兵器に転用すればとても強力な武器になるはずです」

「それでレプトネーターを撃うった？」

「はい、遺産保管庫から持ち出したのではないでしょうか。確かにこれならば、レプトネーターに対抗できるかもしれません。でもいったい誰だれが……？」

「ＬＣ部隊だよ、きっと」

「そうだ、伊だ達て司令の指示で、持ち出して使ったんだ」

「だってここは、ＮＣＴ研究所もかねてた。俺おれのＰランクなんかとは比べ物にならない遺産がゴマンとあるはず」

「そうですね、保管庫にある遺産を使えば……」

　三人の声は徐々に明るく大きくなっていった。

「もしかして」

「レプトネーターに対抗できる」

「かもしれません」

　三人は顔を見合わせ、力強くうなずいた。希望が出てきた。確かにレプトネーターは強力な兵器だ。しかしＡＤＥＭにも様々な遺産が保管されている。

　対抗できる手段は残されているのだ。

「それにきっと伊達司令は何か策があるに違いありません。とても聡明な人ですから」

　小さ夜よ子この明るい声に、

「伊だ達て司令ってＡＤＥＭの伊達司令？」

　ＡＤＥＭ職員の自分達たちが伊達司令といったら、ＡＤＥＭの伊達以外誰だれがいるというのだろう。小夜子はなぜそんなことを聞き返すのか解わからないまま、

「ええ、そうですけど」

　と答えた。

「小夜子さん会ったことあるの？」

「はい、とても尊敬できる素晴らしい方です」

「あっ、そう」

　萩はぎ原わらのトーンダウンする声の理由が解らない。

「お、俺おれも会ったことあるぜ。このあいだなんか、おまえが必要だって直々に声をかけられて、サポートしたんだ」

　星ほし野のが得意げに言う理由も測りかねたが、もしかして新参者の自分が、ＡＤＥＭのトップである伊達と直接的に面識があるというのが、先輩の萩原を落胆させてしまったのかと思い、慌てて付け足した。

「あ、でも、私はある事件で直接的に知り合っただけですから。その時に命を助けていただいて……。あ、もちろん、そこにいる星野さんにも、命いのち懸がけで助けていただいて……」

「そうさ、あの事件のとき、俺達は力を合わせてレプトネーターの恐怖から脱出した。きっと大だい丈じよう夫ぶさ、朝あさ倉くらさん」

「ふーん、そう」

　萩原の声が、さらにトーンダウンする。

「ええっと、その、伊達司令がいろいろ私に声をかけてくださるのは、入局後も、こんなドジな私ですから、いろいろお気を遣わせてしまっているんです。そうだと思います」

　小夜子の精一杯のフォローは結局、萩原をますます落胆させるだけのようだった。

「とにかくさ、俺達以外にもレプトネーターと戦って倒したＬＣ部隊がいるんだ。とにかくその人達との合流を目指そう」

「そうですね」

「ああ、そうだね、まずはそうすっか」

　萩原の落胆がなぜかよく解らないままだが、とりあえず強力な味方が加わったことを喜ぶ空気は戻ってきた。

　小夜子達三人は、ＬＣ部隊の後を追い、暗くら闇やみの中を再び前へと歩き始めた。
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　朝あさ倉くら小さ夜よ子こは目が見えない。しかしその対価として小夜子の聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくは萩はぎ原わらと星ほし野のより数段鋭い。そのため最初に異臭に気づいたのは小夜子だった。

「この臭においは……」

　強力な仲間になるであろうＬＣ部隊を追うため、暗くら闇やみの中をそれでも迷いなく進んでいた小夜子の足が、急に止まった。

　小夜子の声はあきらかに怯おびえたものが含まれていた。口と鼻を押さえ、後ずさりする。

「どうしたんですか？」

　急に立ち止まったのを不思議に思い、星野が振り返った。そして小夜子の尋常でない表情を見て、不安げに周囲を見渡す。

　それから数歩先に進んだ萩原も緊きん張ちようをまとい、廊下の先を凝ぎよう視しした。

「まずいな。こっちの方向は危険がいっぱいって感じがする」

　それでも歩みを止めなかったのは、この先にあるものを確かめなくてはならないという使命感からか、あるいは萩原の勘が引き返すことはさらに危険に繋つながると判断したためか。

　静かに進んでいくと星野も異変に気づいた。

「まさかこの臭いって……」

　萩原も星野も、このときばかりは小夜子の目が見えなくて幸いだと思った。

　無残な光景だ。廊下に散らばるのはＬＣ部隊の人達たちだ。ただし人間の姿をとどめているものは皆かい無むであった。体は四散し床や壁に張り付いていた。生存者がいないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

「うっ……」

　星野も萩原の隣となりで口元を押さえた。見えていない小夜子もむせるような血臭に、顔の半分を手で覆おおっている。

「レプトネーターのレールガンだ」

　たとえ直ちよく撃げきしなくても、弾丸が起こす風圧で人の体を切り裂く。狭い廊下で放たれたらひとたまりもない。

　さらにもう一つ、希望を打ち砕く光景があった。

　大破した大型の機械だ。残ざん骸がいから大型のタンクとそこに繋つなげられた１メートルほどの長さの銃を連想させる筒が確認できた。

「これは多段式軽ガスガンですね。いえ、だったもの、でしょうか」

　タンクの上半分は消し飛んでいた。レプトネーターのレールガンが直撃したのだ。

「こんな切り札を持ち出しても、レプトネーターに勝てないのかよう」

　星野が心底情けない声を出す。

「思わず浮かれちまったけど、よく考えればあたりまえだな」

　萩はぎ原わらが悔いるようにつぶやいた。

　レールガンと多段式軽ガスガン。双方共に強力無比な武器であることは同じだが、機動力に決定的な差があった。

　残された形状から見ても、多段式軽ガスガンは大きい。通常の人間が持って扱える武器ではない。ＬＣ部隊は多段式軽ガスガンを台車に積んで移動させていた。対しレプトネーターはレールガンという大型の兵器を積んでおきながら、自走兵器としての機動力を失っていない。それどころか機動性は戦車等、現存するさまざまな地上兵器と比べるまでもなく、トップクラスのものだ。

「せめてパワードスーツかなんかで、このでっかいガスガンをライフル程度に扱えるってんならともかくな」

「はい。それに機動力だけではありません。私達たちは生身の人間。相手は頑強な装甲を持つレプトネーター。多段式軽ガスガンは直ちよく撃げきさせなければ、レプトネーターの装甲を貫通できないでしょう。でもレールガンはその風圧だけで、人を殺せます」

　小さ夜よ子こも自分の考えの甘さを恥じていた。

「勝ち目も仲間もなくなっちまったのか……？」

　なるべく無残な死体から離はなれるように後あと退じさる星ほし野のの足元にコツンと何かあたる。うしろ向きに腰が引け、重心がうしろに傾いていた星野は、無ぶ様ざまにも尻しり餅もちをついてしまった。

「うわっ、あたた」

「おい、馬ば鹿かっ、あんま無防備に声を出すな」

「し、仕方ないだろ、急になんか踏ふんで転んじまったんだから、反射的に……」

「じゃあ転ぶなっつの。あぶねえったらねぇな、ほんとにあんた、よくそんなんで今まで生きてこれたもんだ」

　余計なお世話だと言いかけた星野の言葉が止まった。萩原の、同じ男から見ると端たん整せいゆえに、きっと軽けい薄はくな野郎だと言いたくなる横顔に、真ま面じ目めな緊きん張ちようが走ったからだ。

「おい、どうかしたのか？」

　自分はまた何かヘマをしでかしたのだろうか。萩原は自分が踏みつけてしまった器械を拾い上げ見つめている。と思ったら、おもむろに星野の袖そで口ぐちで血をぬぐいはじめた。

「お、おい、自分のパジャマでふけよ。そのへんなパンダ柄の」

「やだね、これは麻ま耶やちゃんからのプレゼントなんだよ。汚すなんてもってのほかだ」

　麻耶ちゃんとは誰だれだ、ガールフレンドがいるのなら小夜子に手を出すな、これだから顔のいい男は最低だとかなんだとか、言いたいが言えない気弱な星野の本音が、脳裏を駆け巡っている間に、萩原は手の中の四角い器械を見つめ、言った。

「これ、無線機だ。しかも、いきてる」

　萩はぎ原わらは暗かった表情から、一変、ぱあっと破顔すると、星ほし野のの肩をバンバンと叩たたいた。

「すげえ、まさかこの状況で無傷で残ってるなんて。この中でこれを見つけ出せるなんて。前言撤てつ回かい。星野さん、あんたすごいよ、マジ、すごいよ！」

　たとえ同性でも純粋に誉ほめられると、その端たん整せいな顔で作り出される表情は魅み力りよく的てきだった。しかも星野は今まで美形の男から小ばかにされたことはあっても、このような純粋な賞賛を受けたことはなかった。経験してみると、それはそれでなかなか気分のいいものだった。

　小さ夜よ子こも萩原の手にある無線機に手を当て、表情を輝かがやかせた。

「ずいぶん旧式ですが……、そうか、今はこのほうが有効な手段だわ。これで連絡をとっていたんですね！」

　小夜子まで喜ばせることができたので、星野はますます嬉うれしくなり、

「じゃあこれがあれば俺おれ達たちも、本部と連絡とれるってことか？」

　と無線機に手を当てる。

　三人の手が無線機の上で交差し、力強くお互いを握り締しめあった。

　しかし喜びもつかの間、

「……どうしよう？　入れちまっても大だい丈じよう夫ぶかな、通信」

　萩原が不安げに二人に問うた。

「でも、とにかくこれで、私達三人が、ここにいることは報告できます」

「ああ、それに朝あさ倉くらさんが考え出したレプトネーターに対抗する手段も伝えられる」

「そうだな、ここで立ち往おう生じようしてても仕方ない、決断しないとな」

　思い切って電源スイッチを入れようとした萩原の手は、しかしそのまま止まり、指を一本たて、唇の前にそっと持っていった。

「……静かに」

　萩原はライトを消すと、小夜子をかばうようにして姿勢を低くする。

「レ、レプトネーターの駆動音!?」

　萩原は無言のまま星野にうなずく。

　そして萩原は音をたてないように手探りで床をさぐった。目的のものを見つけると表情をしかめながら、それを手に取った。

　暗視カメラだ。ただし死体の頭についている。それをそっとはずす。手にべっとりとついた生ぬるい感触を、意識の外に無理やり追い出した。

　暗視カメラをかぶりレプトネーターを観察する。ちょうど充電中であった。

「小夜子さん、電磁波照射の準備をして」

「でも充電用ケーブルが健在です」

　小夜子が立案した電磁波照射でレプトネーターの過充電を引き起こし倒す戦術は、エネルギー補充のための優先度が一番高い充電ケーブルを切断しなければなりたたない。電源ケーブルが切断されると、電磁波によるエネルギー供給優先度が上がるのだが、プログラムミスで優先度が高くなりすぎる。過剰な電源供給を受けても、受信を停止できずオーバーヒートを起こすのだ。

　さっきは待ち伏せし、あらかじめ抜けないように細工する時間があったが、今回はそれがない。だがレプトネーターの間近まで行って電源ケーブルに細工するなど、もはや自殺行為である。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　だが萩はぎ原わらの声は落ちついていた。

「俺おれに案がある」

　そういって萩原は落ちていたライフルを手に取ると、マガジンをチェックし、銃身に歪ゆがみなどがないか手触りで確認した。ライフルが使えることに安あん堵どしながら、暗視カメラからケーブルを延ばして、ライフルのスコープに繋つなげる。暗視カメラの表示が、ライフルの照準に切り替わった。視界の感覚が違うのでなれないと扱いにくいが、

「パッシブ式赤外線スコープか。いいの使ってるな」

　萩原の声には落ち着きがあった。潜せん入にゆう調査、単独での隠おん密みつ行動に暗視カメラはつきものだ。双眼鏡タイプのものからスコープ状のものまで、様々な種類の暗視カメラは、Ｐランクの通信機と同じくらい、萩原には慣れ親しんだ道具だった。

　さらに、ＳＡＴ時代は狙そ撃げき班はんに配属された経験もある。だが、最近ライフルなど縁遠く訓練もしていない。しかもこれは一発必中が要求される。失敗は許されないのだ。

　何をするつもりかと聞きかけた星ほし野のは、しかし口をつぐんだ。

　今まで、どんな状況でも必ずあった軽けい薄はくな、よく言えば根っから明るい萩原の雰ふん囲い気きは消し飛んでいた。

　萩原のやろうとしていることを理解した小さ夜よ子こは危険だと言おうとし、しかし萩原の雰囲気が一変したのを察知すると、星野と同じように口をつぐむ。

　萩原の集中を乱してはならない。

　自分と二人の仲間の命がかかったライフルを慎重に構えると、なかなか去らないイエローゾーンの危険信号を無理やり追い出し、汗ばんだ指をトリガーにかける。

　レプトネーターはまだ充電中だ。しかし時間的にもういつ充電が完了してもおかしくない状況だった。

　萩原はためらうことなくトリガーを引く。

　発射された弾丸ははばわずか数センチのケーブルをみごとに貫通し、断ち切った。

「すごい、萩原さん！」

「おお、やったっ！」

「昔とった杵きね柄づかってね、よし、いまだ！」

　上う手まくいった。だが、イエローゾーンだった萩はぎ原わらのメーターは、なぜか逆のレッドのほうに振れていった。

　ケーブルを切断され、攻こう撃げきを受けたことで、萩原達たちを敵と認識したレプトネーターが、こちらに向かって直進してくる。

　それに向かって電磁波照射装置から電磁波を照射する。多段式軽ガスガンと違って放射状に広がる電磁波を避さける手段はない。ケーブルを切断されたレプトネーターのＯＳは、小さ夜よ子こ達の手にある電磁波をエネルギー供給と認識し、オーバーヒートを起こすはずであった。

　しかし萩原の中で嫌いやな予感は膨ふくれ上がる。絶対に無視できないほどに。

「ダメだ、逃げろっ！」

　寸前で、星ほし野のをわきの通路に蹴け飛とばし、小夜子を抱きかかえて萩原も同じ通路に倒れこんだ。

　レプトネーターはいくら電磁波を照射しても停止することなくついさきほどまで三人がいた場所を走りぬけ、電磁波照射装置と大型発電機を弾はじき飛ばし壊こわしてしまった。

「そんな！」

　小夜子は信じられないという声を出す。

　唯一の対抗手段は、風かざ間まによって封じられ、今、眼前のレプトネーターによって破は壊かいされてしまった。
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　伊だ達ての眉み間けんには深い皺しわがよっていた。

　目の前にあるスフィアラボの見取り図。

　随ずい時じ書き換わっていくレプトネーターの位置情報だが、すべてを把握しているわけではなかった。それでも情報の伝達方法が無線機と足を使った伝言のみという不自由な状況下にしては、レプトネーターの現状を把握していた。

　すでにいくつかのＬＣ部隊とは連絡が取れなくなった。対抗する手段は何通りか用意したがどれも危険で綱つな渡わたりに等しい。そんな方法しか指示できない自分のふがいなさが口くち惜おしい。

　さらに浸水を食い止めるために浸水区域の激しい場所に人を派遣している。彼等らを浸水とレプトネーターから守らなければならない。

　やるべきことは無数にあり、できることは限られていた。

「それでもやるしかあるまい」

　伊達はいくつか配置したＬＣ部隊の一つに意識を集中する。多段式軽ガスガンを持たせた部隊からは一機レプトネーターを大破させたとの報告があった。ある作戦を実行するための要かなめとなる部隊であった。

　しかし定時になっても肝心要かなめのＬＣ部隊からの連絡はない。伊だ達ては無線機を手に取ると、連絡を試みる。

　応答はしばらくなかった。やはりやられてしまったのか。

『は、は、はい』

　切せつ羽ぱ詰つまった女性の声に伊達は首を傾かしげる。ＬＣ部隊に女性はいなかったはずだ。

「き、君は……」

『あ、だ、伊達司令ですか？　私です』

　少し遠えん慮りよがちな口調に含まれるわずかに親しげな雰ふん囲い気き。それが誰だれだかすぐに伊達は思い当たった。

「その声は朝あさ倉くら君か？」

『そ、そうです。朝倉小さ夜よ子こです』

「そうか、無事でよかった。だがなぜ君がそこにいる？」

　小夜子の救助には何人か向かわせたが、そのときはすでに彼女の自室には誰もいなかった。思いがけないところで彼女を発見して胸をなでおろす。

「それでなぜ君がこの通信機に出る？　ＬＣ部隊に保護されたのか？」

『すみませ……きゃっ！　ちょっと追われていて、いまそれどころでは』

「追われてるとは、レプトネーターにか？」

　悲鳴が何度も聞こえる。何かをひっくり返す激しい物音。答えを聞くまでもなかった。小夜子はレプトネーターに追われている。しかし目の見えない小夜子がレプトネーターに追われて、これだけ長い間無事でいられるはずがない。

　他ほかに同行者がいる。そう判断すると、

『朝倉さん、こっちです』

　聞き覚えのある男の声が伝わってきた。

『小夜子さん、ほら俺おれの手につかまって』

　少なくとも二名いる。

　それからしばらく無線機から返事はなかった。

　じりじりと蝕むしばまれていくような中、数分後ようやく無線機が繋つながる。

『す、すみません。なんとかレプトネーターをまきました』

　息も絶え絶えに小夜子は報告してくる。

　それから小夜子に詳しい状況と経緯を聞きだした。同行者が誰かも解わかった。

　一人は坂さか上がみ闘とう真まと同室にするため、通常の病棟と違うラボの個室に入れられていた、調査一課の萩はぎ原わら誠まこと。もう一人は全滅が報告されていたＬＣ部隊の生き残りである星ほし野のだった。

「いま君達たちはどこにいる？」

『か、下層エリア第七地区Ｂ─21からＢ─31に繋がる通路です』

　即答だった。小さ夜よ子こが逃げながらも自分の位置を把握していることに感心した。スフィアラボの見取り図を広げて、三人が走っている通路を見る。

　──まずいな。

　伊だ達ては苦みばしった顔をした。小夜子達たちが逃げた通路の先には他ほかのレプトネーターがいる可能性が高い。

　しかし同時に三人がいる場所と状況は、伊達が実行中のある計画に一番都合がいいとも言えた。しかしそれは危険な役割を小夜子に押し付けることになる。彼女は非ひ戦せん闘とう員いんだ。

　では男二人にやらせるか。星ほし野のも萩はぎ原わらも戦闘員だが、星野は配属されてまもなく、萩原は先日の負傷がまだ癒いえていない。そうでなくても二人では危険だ。いままで全員が無事だったのは小夜子の存在が大きい。

　伊達が悩んでいると、爆発の音が鈍く伝わってきた。

　海のどこかで、爆発が起こったのだ。
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「うわああっ！」

　闘とう真まの悲鳴は一面を覆おおい尽くす炎に呑のみ込まれた。メタンハイドレートに引火した炎はその空間一面をまんべんなく焼き尽くした。

　２２２２ポイントという深海に沈むフリーダムを揺らすほどの爆音と地じ響ひびき。フリーダムのあちこちから気泡がこぼれて昇っていった。

　闘真は伏せた顔をおそるおそる上げる。周囲はまだ炎の熱で揺らぎ、煙が視界を遮さえぎっていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　由ゆ宇うが心配そうに顔を覗のぞき込む。そこには別の恐れの感情も混じっていた。また自分は闘真の目から見えなくなるのではないか。そんな恐れだ。

「倒したの？　まさか死んだの？」

　闘真もまた別の恐れをもって、由宇をみつめた。もしかして、由宇に人を殺あやめさせてしまったのだろうか、と。

　しかし煙が晴れるとそこには闘真が杞き憂ゆうしていた光景、ベルゼブルとレヴィアタンの死体が転がっているようなことはなかった。その代わり奇妙なものが通路の中央に鎮ちん座ざしていた。

「なに、あれ？」

　鋼はがねの板を曲げて張り合わせて作った小さなドームだ。爆発前までなかったものだ。板は周囲の壁を剥はがして作ったものらしい。

　板の一枚が剥がれて、床の上に倒れる。剥がれた箇所の穴から怒りの表情をした褐色の少女の顔が見えた。

「その程度の攻こう撃げき、防げるね」

　ほんの一いつ瞬しゆんで周囲の鉄を捻ねじ曲げドームを作り防壁にして、炎から身を守ったのだ。

　ドームを構成する板が四方に飛び散る。中からレヴィアタンとベルゼブルの姿が現れた。レヴィアタンは右手を大きく振り上げている。そのさらに上には天てん井じようすれすれの高さで、さきほどまでドームを形成していた板が旋回していた。

「勝負はこれから」

　由ゆ宇うはしかし首を振り、戦せん闘とう態勢に入ろうとはしない。

「いいや私の勝ちだ」

　代わりにしたのは勝利宣言だ。

「何を！」

　怒りに表情を歪ゆがめたレヴィアタンの表情が一変する。振り上げたレヴィアタンの手が力なく落ちた。苦しそうに喉のどをつかみ、舌を突き出し、呼吸を荒げ、顔を真っ青にし、膝ひざを突いて倒れた。

　車くるま椅い子すに座っているベルゼブルも同じように苦しんでいる。

「な、なにをしたの？」

「チアノーゼ状態、酸素不足だ。無理して喋しやべると命に関かかわるぞ。このあたりの酸素は焼き尽くした。しばらくは苦しいだろう」

　ベルゼブルは車椅子から転げ落ちて、体を痙けい攣れんさせている。怪け我がをして体力が落ちている分、チアノーゼの苦しみは大きいようであった。

「うっ……あっ」

　レヴィアタンが必死にベルゼブルのそばに這はって近寄る。由宇はそのとき何か対処できたはずであった。しかし一いち途ずな想おもいから生まれる必死の姿が、由宇に躊ちゆう躇ちよという感情を芽生えさせた。

　ベルゼブルのそばにたどり着くと、レヴィアタンはその体を抱きしめて由宇達たちを睨にらみつけた。

「まだ終わっていない」

　レヴィアタンが車椅子につかまると、磁場の力によって走り出しそのまま部屋の外に逃げてしまった。

　慌てて追おうとした由宇だがすぐに立ち止まり、やめた。深追いは危険だと判断したからだ。

「すまない。逃がしてしまった」

　振り返って闘とう真まに話しかけるが、闘真は膝を突いてしゃがみこんでいた。

「あっ」

　由宇はそこで初めて慌てた声を出した。

　ヘルメットの中で、闘真の顔は真っ青になっていた。呼吸は苦しげで、舌をつきだしている。

「君のスーツに酸素ボンベはなかったんだ！」

　由ゆ宇うは慌てて、闘とう真まを部屋の外に連れて行った。







「ああ、苦しかった」

「すまない。私のミスだ。だが君ならあの程度の酸素不足、もう少し耐えられると記き憶おくしていたのだが。確か昔、潜せん水すい時間は十分ほど可能だと、私に言わなかったか？」

「それは最初から自分がそのつもりで鳴なる神かみ流りゆうの古泳法を使ったときだよ。心の準備もなにもなくっちゃ、いくら僕でもそれは無理。だいたい由宇はいっつも突然すぎる。僕には何も言わないで勝手に作戦立てて実行しちゃうんだから」

　闘真にしては珍しく由宇に長々と抗議をした。

「考えろ、察しろ。いや、君にそれは無理か。だが闘真、君の頭脳で理解できるまで作戦を説明しろというのは、敵側に無用に長い反はん撃げきの時間と機会を与えるだけだ。さらに君の頭脳で理解できたときにはすでに、ほとんどすべての敵にとってその作戦は明白なものになっているだろう。それではやられてしまう。私も君も二人とも危険にさらされる。そんな愚おろかなまねを私にしろというのか？」

　逆にもっと長々と説教されてしまった。

「だからっていきなりアレはなくない？」

　闘真は戦法を、あっさりといつもどおりに切り替えた。理屈でないただの抗議である。

「そうだな。そもそもこの酸素ボンベは君がくれたものだ。そのことに対し、私はいわば、恩を仇あだで返したようなものか。ふむ、その点に関しては謝ろう」

「違うよ由宇、別にボンベをあげたことを恩に着せるとか思ってないから！　恩を仇で返すとかって、そんなんじゃないから！　違うってば。もうどうして由宇は、そういうふうに思うのかな。ただ僕は、いっつもそうやって無む茶ちやする由宇が心配なんだよ」

「無茶無む謀ぼうの代名詞は君だ」

「違う、絶対、由宇のほう！」

「君だ！」

「由宇だよ！」

　うーっっと睨にらみ合う中で、先に折れたのはやはり闘真だった。

「解わかった。僕は、確かに馬ば鹿かだけど、相談もできないほど信しん頼らいできない？　僕は由宇にとって、そんなに頼たよりない？」

　今度は口げんかに勝利したはずの由宇がうろたえる。

「あ、いや、そういう意味ではない。私も、君が心配……なのだ。だがその、確かに、私は多少、君に対して無茶だったかもしれない。君ならあの程度耐えられるだろうと推察し、その推察通り君が、ああ苦しかったの一言で助かっていても、苦しい思いをさせたのは本当なのだから。あ、だからその、すまなかった。だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫だよ。ごめん、いつも由ゆ宇うは僕を助けてくれてるのに、言い過ぎた」

「いや、私のほうこそ……助けられているのは、私も同じだ。き、君がこの飛行機に私をたった一人で救い出しに来てくれたとき……私は、その、私は……」

「そうだ。ちょっと見てよ。この飛行機おかしいんだ」

「私の話を聞いているか？　いや、いい。どうしたんだ？」

　由宇が話題の矛先を変えたのは、自分の話を闘とう真まが聞いていないと思ったからではない。闘真のやや早口な口調が、無理やり話題を変えるためだと気づいたからだ。

　由宇を助けるために単身このフリーダムに乗り込んできたときに、闘真の手に握られていた鳴なる神かみの尊みこと。それを認識できないと自分が言いだしてから、二人の関係はおかしくなっていった。

　由宇は鳴神尊が認識できないこと、闘真は自分から由宇を見えなくしてしまったこと、その事実を二人とも受け止め切れていないのだ。

　闘真は由宇に、サビやミイラのことを説明する。説明しながら急ぎ足で歩いていると、もっとも浸水している場所にたどり着いた。

「さっきよりも酷ひどくなっている」

「増水した半分は私が意図的に流し込んだ海水が、ここに流れ着いたのだろう。しかしそれを差し引いても、ひどいな」

　最初に見たときに比べて、漏もれて流れてくる水の量が格段に増えている。さらにサビは全体を覆おおいつくし、なかには錆さびて崩れた機材まであった。

「やっぱりおかしい。さっきも錆びてたけど、ここまでじゃなかったよ」

「……ここまで症状が進んでいるか。いや加速したのか？」

　由宇のつぶやきは何かを知っているようであった。

「どうかしたの？　由宇には解わかってるんでしょう？」

「……いや。ああ、いや、すまない。嘘うそをつくのはやめよう。それなりの推論はある。だが今それを説明している時間がないんだ。この現象がこのまま酷くなればいずれ臨界点を超えて、フリーダムは一気に水圧に潰つぶされる。それももうそんなに先の話ではない」

「やっぱりそうなんだ」

「もって一時間。いや三十分ということもありうる。海かい星せいをなんとかするためにも、早くここを脱出しなければならなかったが」

「でもどうやって脱出するの？　酸素ボンベもなにもないよ」

　由宇の逡しゆん巡じゆんはわずかだった。

「私は私でやらなければならないことがある。そこで闘真、頼たのみがある。少し、いやかなり危険な頼みごとだがいいか？」

「脱出するために必要なこと？　だったら、危険もなにもないよ。逃げられなくちゃ僕達たちはどっちみち死ぬんでしょ？」

「解わかった。本当に君のその能天気さはほとんどの場合腹立たしいが、ごくまれに今のように救いになる。……なんで睨にらむ？　いいか、闘とう真ま、君にやって欲しいのは、このフリーダムの電源を生き返らせて欲しいということだ」

「いいけど、でもどうやって？　そもそもなんで電源が消えたの？」

　由ゆ宇うは水浸しの通路の向こうを指差す。

「この水没した区画の先に、原子力発電の区画がある。おそらくこの水没で電源系統の一部がショートしブレーカーが落ちた。それがこの停電の原因だ。しかし非常用の電源があるはずだ。そのスイッチを入れてきて欲しい。電源が戻ったら、私達たちが最初に入った格納庫に戻ってきてくれ」

「解った。でもどうやって脱出するの？」

　由宇はイタズラっぽくにやりと笑う。

「君がさっき言っただろう。海の中で飛行機を飛ばすんだ」

　闘真は、このときは冗談だと思っていた。
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「じゃあ行ってくる」

　闘真が半ば水没した部屋の奥へ行こうとすると、由宇が腕をつかんで止めた。

「どうしたの？」

「ちゃんと戻ってくるんだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、戻ってくるよ」

「また……私が見えなくなるのはごめんだぞ。あれは、きつい」

　それがどれほどの恐怖か由宇の手から伝わる震ふるえだけで充分に解った。

「君が、君がいなくなったら、私は……私は……」

「解ってる。もうあんなことにはならない」

　震える手に手を重ねた。しかしそれも数秒のことだ。

「そうだ。由宇はこの飛行機の中の変な出来事の理由、あとで説明してくれるんだよね？　ミイラとかサビとか」

　部屋の奥に行こうとした闘真は、思い出したように問うた。

「それは……」

　しかし由ゆ宇うは言いよどむ。知らないのではない。その様子からして言いにくいのだ。

「解わかった。あとにするよ。行ってくる」

　なぜ由宇が理由を言いよどむのか闘とう真まには薄うす々うす察しがついていた。太ももの上まである水を掻かき分けながら奥へ進む。

　しばらく通路を進むが、水位がそれ以上深くなることはなかった。しかし太ももまで浸つかった状態で移動するのは体力を使う。上半身と下半身の負荷が違うだけで、疲れはよけいに倍加した。むしろ全身水に浸っているほうが疲れにくそうだ。

　途中で階段を上るとようやく水の抵抗から解放された。突き当たりにあるハッチの向こうが、由宇の話では電源系統を管理している部屋だという。

　ハッチをハンドルで開けると、徐々に開いた隙すき間まから光が漏もれる。ハッチの向こう側の明かりはまだ生きていた。

「あれ？」

　ためしに開閉ボタンを押すと、苦もなくハッチは開いた。途中までハンドルを開けた分、時間も労力も損をした気分だ。

「なんだよ、もう」

　部屋の中に入ると、計器類がずらりと並んでいる。ボタンの数を見るだけでめまいを起こしそうな風景だ。

　それでも由宇の指示を思い出して、目的の計器類を見つける。細長い自販機のような機械がいくつもならんでいた。いくつかのランプが消えているのは、電源の落ちている区画があるかららしい。

　そのうちの一つが由宇の指定した区画の電源だ。再び電源を戻すにはハンドルを何回か回すらしい。

「またハンドル回すの？」

　ややうんざりした気持ちで、闘真はそれでもハンドルを回す。重い。最初はゆっくりと回っていたハンドルだが徐々に勢いがつき、ついにランプが灯ともった。同時にハッチの外、いままで暗かった区画の明かりがいっせいに生き返った。

「やった」

　一秒でも早く由宇のところに戻らなければ。

　闘真は急いで部屋を出ると階段を降りて、また水に浸った状態で通路を進んだ。それでも行きより足が軽い。明かりがついていて周りがよく見えるということと、無事に電源がついた安心感からだ。

　しかし電源で周りがよく見えるようになると、状況の異常さがさらに明確に浮かび上がった。

　壁に天てん井じように手すりに、あらゆるところにサビが浮いている。ライトの明かりも心なしか弱々しかった。不気味な光景だ。

「なんで、だ？」

　由ゆ宇うが言いよどんだ理由を考える。

「……なんだ？」

　途中で脇わきに曲がる道を見つけた。そちらはさらに酷ひどい。触れば崩れてしまいそうなほどに、ぼろぼろになっていた。

「どうなってるんだ？」

　この機内の異変のことを聞いたら、ベルゼブルは闘とう真まをあざ笑った。その意味が解わからない。自分の言葉がよほど滑こつ稽けいなのか。

　闘真は足を止めると通路の周りをよく見た。別の違和感が立ち止まらせた。

「……見覚えがある。最近見た気がする」

　左右を見渡した。フリーダム内部構造としてはなんの変哲もない通路なのだが、なにかが頭に引っかかった。

「なんだろう？」

　天てん井じようを見上げる。天井も錆さびていた。その隅に監視カメラを見つけた。動作しているようには見えない。

「監視カメラ……あっ！」

　闘真はようやく思い当たる。これは由宇を奪還したときの闘真を映した監視カメラだ。このカメラで映した映像を見て、由宇の様子が変わった。

「認識できないって、どういうことだろう？」

　鳴なる神かみの尊みことを手に取る。見えないのではなく認識できない。その差が闘真には今ひとつ解らない。

「僕はこの通路を通って由宇を助けに……」

　あることに気づいて、闘真は口ごもる。これは偶然の一致だろうか。それとも必然なのだろうか。

　老朽化の進行が早いのは闘真が通ってきた通路ぞいに起こっていた。

「僕が通ってきた道が、古くなっている？」

「やっと気づいたか間抜けめ」

　ベルゼブルがいた。
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　闘真は驚おどろいた。

　ベルゼブルがいたことにではない。

　ベルゼブルの姿の変へん貌ぼうぶりに驚いていた。頬ほおはこけ、手足はやせ衰えている。

「この飛行機の異常に僕が関係あるのか？」

「関係ある？　まだそんな生ぬるいことを言っているのか？　これはおまえが引き起こした現象、おまえが蔓まん延えんさせた呪のろい、おまえが生み出した世界の歪ゆがみだ」

「世界の歪み……」

「考えてもみろ。世界の物理法則からはずれた現象を起こすのは、この世界の規範に収まらない存在。おまえとおまえの持つ鳴なる神かみの尊みことだ」

　ベルゼブルはおかしそうに笑っている。ホースに穴が空いているような空気の抜けた笑い方だ。あるいは瀕ひん死しの老人が笑ったら、このようなものになるのかもしれない。

「おまえは世界に歪みをもたらす存在。二年前、俺おれはその歪みに呑のみ込まれた」

　ベルゼブルは立ち上がった。足も枯れ木の枝のように細かった。闘とう真まはそこでようやくミイラのようだと思い当たった。

「さあもっと歪ませろ。この俺を、このフリーダムを、この世界を！　おまえのもたらす歪みをもっと蔓延させるんだ」

　狂ったように笑う。笑いながら体をかきむしり、巻きついている包帯の下にあるものを暴く。

　やせて皮ばかりとなった体があった。胸から腹にかけて傷口があった。一ヶ月前、闘真が斬きった刀傷だ。まるでふさがっておらず、切断面が見える。血はにじむように流れている。そして胸の傷は心臓までに達している。

　傷口の隙すき間まから見える心臓は動いていなかった。

「さあ殺せ、俺を殺せ、殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺してくれ！」

　狂気の声は心身を凍らせる。

　心臓すら止まった人間をどうやって殺せばいいのか。手足を切って動かなくすればいいのか。それでもベルゼブルの口は止まらないだろう。殺せと繰くり返すだろう。ならば口も聞けなくすればいいのか。それでも邪念に満ちた両眼は、闘真に殺せと訴えるに違いない。どれほどのことをやればこの男は死ぬのか。それとも死なないのか。これが自分の生み出した歪みなのか。

「殺せっ！」

　ベルゼブルは倒れるように闘真のほうへ走ってきた。すでに攻こう撃げきでも戦う姿勢でもない。ただの特攻だ。

　しかしベルゼブル最大の武器は両手の二本の鞭むちではない。感覚の共有化。痛みなどの感覚を他人と共有する同調能力だ。その同調性は肉体すら変へん貌ぼうさせる。いまベルゼブルと感覚を共有したら、確実に死んでしまう。ベルゼブルの体はすでに死んでいるのだ。

　殺すというより恐怖から闘真は鳴神尊を抜くと、ベルゼブルめがけて突き刺した。ベルゼブルは両手を広げて闘真を迎え入れた。

「駄だ目めっ！」

　二人の間に割り込んできた小柄な体があった。

　手には刃物が肉体に食い込む感触が伝わる。枯れた体のものではない。柔らかい瑞みず々みずしい感触であった。どろりと流れた血は温かく、鳴なる神かみの尊みことと闘とう真まの手を濡ぬらす。

「な……んで？」

　闘真の目の前には褐色の肌の少女がいた。

「レ、レヴィアタン」

　少女がよろけるとそれを支えきれないベルゼブルは一いつ緒しよに倒れてしまう。水しぶきが跳ね上がり、レヴィアタンの体を中心に海水が赤く染まっていく。

「な、なんでてめえはいつも俺おれの邪じや魔まをしやがるんだっ！」

　ベルゼブルが怒鳴る。レヴィアタンはうっすらと目を開けるとベルゼブルを見た。

「ご、ごめんなさい」

「謝るくらいなら、最初からすんじゃねえっ！」

　ベルゼブルの手がレヴィアタンの腹に置かれる。刀が深く食い込んだ場所だ。

「ちくしょう、なんだってんだ。ちくしょう、なんでこうなる。なんでこうなんだよっ！」

「ごめん……なさい。でも……私を助けてくれたあなたを……助けられて……よかった」

「馬ば鹿か野郎、だからてめえはただのガキだってんだ。助けたのに死なれちゃ、意味ねえだろ。何度も俺に近づくなって言ったのによ……」

「助けて……もらった時は、あなたの言うとおり……子供だったかもしれない。でも私はもうあの時と同じ子供じゃない……。もう、十六よ。あなたのそばに……いたかった」

　闘真は呆ぼう然ぜんと二人を見下ろす。

　少女を刺してしまったこともショックだった。もう助からない傷だというのも経験から解わかっていた。だがそれ以上にこのベルゼブルが取り乱しているのが意外だった。

「ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう」

　ベルゼブルは何度も怒鳴る。そのたびにレヴィアタンは謝っていた。幸せそうな笑みを浮かべて、想おもい人の腕の中で命を流していた。

　轟ごう音おんが轟とどろく。壁の一部が決けつ壊かいすると、そこから水が滝のように流れ出る。さらに水によって壁は砕かれ穴は大きくなり、水の流れは太くなる。天てん井じようにも穴が空いた。同じように水が流れる。何本もの水の柱が生まれた。

「もう限界なのか？」

　自分を取り戻した闘真は、自分のおかれている状況を再確認する。

「一緒に来るんだ。由ゆ宇うならその娘を助けられるかもしれない」

　闘真が手を伸ばすと、ベルゼブルは乱暴にその手を払いのける。

「ふざけんな」

　小さな一言だったが、重い拒絶だった。

「でも……」

「逃げるなら勝手にしろ。どうせこいつはもう駄だ目めだ」

「解わからないよ。もしかしたら……」

「行けって言ってるのがわかんねえのかっ！」

　激しい恫どう喝かつが闘とう真まの身をすくませた。同時にもうベルゼブルの決意は変わらないのだと悟った。

　闘真はその場を離はなれることにした。上から降ってくる水の柱を避さけて、由ゆ宇うのいる場所を目指して走り出す。それでも闘真は最後にうしろを振り返った。

　レヴィアタンを抱きかかえているベルゼブルの姿があった。

「痛むか？」

　レヴィアタンは弱々しく首を振る。顔からは汗がいくつも流れている。痛くないはずがない。

「そうか。嘘うそが下へ手ただな」

　ベルゼブルが優しく笑った。二年前、まだ野の地ぢという名で真まな目め家けに庭師として仕えていた頃ころ、闘真に何度も見せた優しい笑い方だった。

「さよなら、野地さん」

　闘真は別れを告げると、もう二度と振り返ることなく走り出した。







　水位が上がり、ベルゼブルとレヴィアタンの二人は徐々に水に呑のみ込まれていく。

「うっ……あっ」

　レヴィアタンが痛みにうめいた。

「痛くないなんて嘘をつくな」

「ごめんなさい」

「謝るしかできねえのかよ」

　そう言ってレヴィアタンの頭を撫なでる。レヴィアタンは苦痛の中に幸せな表情を作った。

「おまえの痛みを俺おれにも分けてくれ」

　レヴィアタンを固く抱きしめると感覚を共有する。いままで何人もの人間と感覚を共有してきたが、レヴィアタンとは初めてであった。

　ベルゼブルの腹に熱い痛みが生まれた。そこから生命が流れ出る感覚が生まれる。

「……駄だ目め」

　ベルゼブルが何をしているのか悟り、レヴィアタンは驚おどろいた顔をした。

「うるせえ、黙だまってろ。気が散る」

　レヴィアタンの手が弱々しくベルゼブルの背に回った。ただ涙を流し、ベルゼブルの胸に顔をうずめる。

　死はもっと禍まが々まがしく、冷たいものだとベルゼブルは思っていた。いままで何度も近づいた死は、どれもそのような様相をしていた。

　──これが死なのか？

　安らかな心地にベルゼブルは驚おどろく。もう水の冷たさも感じない。感じるのは抱きしめているレヴィアタンの体のぬくもりと、腹から流れる血の感触だけであった。

　ただ安らぎがあった。

　いままでと比べ物にならない轟ごう音おんがして、すべては水の中に沈んだ。

　固く抱き合ったまま幸せそうな表情を浮かべた二つの遺体は、決してほどけることなく暗く静かな深海の底に沈んでいった。
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　闘とう真まは水を掻かき分けて進む。一気に崩ほう壊かいが進み浸水が激しくなった。すでに浸水は腰にまで達していた。

「急がないとっ！」

　腕を大きく振り、なんとか水の中を進んでいく。水流は激しく、少しでも気を抜けば流されてしまいそうだ。

　廊下の手すりをつかんだら砕け散った。

「くそっ」

　体のバランスを崩し転びそうになったがなんとか立て直す。

　そこの手すりも錆さびていた。

　ベルゼブルの異様な姿と最さい期ごの言葉が頭から離はなれない。

　フリーダムの異常はすべて自分が引き起こしたことなのか。

　──おまえの存在は、あの女が救おうとしているこのどうしようもない世界を壊こわす、忌いまわしきもの。

　もう一人の自分の言葉も思い出される。世界を壊すとはこのようなことを言っていたのか。自分は本当に由ゆ宇うと戦う羽目になるのだろうか。

「そんなことはないっ！」

　叫んだ。強く否定した。そうしなければ暗い感情に呑のみ込まれてしまいそうだ。また由宇が見えなくなってしまいそうだ。

「違う、僕は違う、決して違う。そんな存在じゃないっ！」

　叫びながら走る。水はすでに腹の深さまでになっている。

　水の深さが胸にまで達しようというとき、ようやく闘真と由宇が最初にフリーダムにたどり着いた格納庫についた。

「由宇っ！」

　ハッチを開けて中を見る。誰だれもいなかった。明かりはついている。見落とすなどということはない。水面には水より軽いものが浮いて漂っている。しかしどこを見ても由ゆ宇うの姿はなかった。自分はまた彼女を見失ってしまったのか。

「由宇うううっ！」

　力の限り叫んだ。

　突然肩をつかまれて、振り向かされる。目の前には由宇がいた。

「なんて顔をしている。私はここにいるぞ」

　闘とう真まの表情を見て、由宇は言葉だけでなく胸まで詰まってしまう。

「由宇、ああよかった。また消えたと思った」

「心配かけてすまない。こっちにいたんだ」

　由宇は格納庫の端はしにある、天てん井じようから伸びている梯はし子ごのところに連れてきた。

「この上で脱出の準備をしていた」

「こんなところがあったんだ？」

　梯子を昇ると、またも格納庫に出た。すでに最初にいた格納庫は天井近くまで浸水していた。慌てて梯子を昇りきり、ハッチを閉める。

「由宇、どうやって脱出するの？　脱出の準備ってここで？　もう水びたしだよ。それにここに脱出できるような船みたいなもの、どこにもないけど……」

「君が機内を無む駄だにうろついている間、これを作っていた」

　由宇が指差した先には一機の戦せん闘とう機きがあった。以前、フリーダムから由宇を救出したとき脱出に使った戦闘機だ。

　しかしそのときの戦闘機とは一つだけ決定的な相違点があった。先せん端たんの部分に奇妙な骨組みが取り付けられていた。形容しがたいそれは、あえて言うならば傘の骨組みをいくつも重ねたようなものだ。しかし傘よりも流線型で、形状も複雑であった。

　これと似たようなものを闘真は見たことがある。駅や公園に飾ってある解釈に困る前衛芸術だ。いや、もっと率直に言えば不法投とう棄きされた粗大ごみと紙一重であった。

「なにこれ？」

　そうとしか言いようがない。

　闘真の不審そうな内心を知ってか知らずか、由宇は胸をそらして自慢げに戦闘機プラス解釈に困る前衛芸術を指差した。

「これに乗って脱出する」

　しばらく闘真はなんと言っていいのか解わからなくなった。いま自分達たちがいるのは深海で、由宇が指差しているのは先端に不思議なものこそついているが紛まぎれもなく戦闘機、空を飛ぶ乗り物だ。

「由宇、何を言ってるの？　いくら僕でも戦闘機で海の中を飛べないことくらい解るよ。それにたとえ飛んだとしても、水圧ですぐに潰つぶされちゃう」

　由ゆ宇うは驚おどろいた顔で闘とう真まの顔をまじまじと見た。

「いや、まさか君からそのようなまともな返事が来るとは思っていなかった」

　目を丸くした由宇は珍しい。もしかしたら初めて見るかもしれない表情だが、その理由を考えると複雑な感情が芽生える。考えないほうがいいかもしれない。

「しかしあの戦せん闘とう機きは君の常識を覆くつがえすものだ。おっと少し待ってくれ。私のほうの準備はまだ終わっていない。準備を進めながら説明する」

　由宇は格納庫のカタパルトを調整している。

「カタパルトがどうしても必要だったので、君に危険なまねをさせてしまった」

「それはいいけど、先せん端たんについてる変なものはなに？」

「うむ、いいところに目をつけたな」

　いいところも何も思い切り不自然で目に付かないほうがおかしい。

「キャビテーションと呼ばれる物理現象を知っているか？」

「きゃ、きゃび……なんだって？」

「なんだ、キャビテーションを知らないのか？　激しい水流の中で変化した水圧が飽和蒸気圧より低下すると、水の中に気泡が発生する現象のことだ」

　なにを言っているのかまるで理解不可能だった。

「ふむ、解わかりやすく言えばスクリューだ。水中で回ってるスクリューは気泡を発生させる。見たことはないか？」

　闘真は少し考えてあるとうなずいた。テレビの映像か何かかは忘れたが、船のスクリューから気泡が発生しているシーンを見た覚えがある。

「その気泡はどこからくる？」

「ええと……」

　考えたこともない。ただ目の前にある現象を、なんの疑問もなく受け入れてきたからだ。

「それがきゃ……きゃぶなんとかって現象？」

「その通り。さてそのスクリューのキャビテーション現象を増大させるとどうなる？　水流をもっと速くし、気泡の発生をさらに拡大させる。そうするとどうなる？」

「周りが泡だらけ？」

「そうだ。スーパーキャビテーションと呼ばれる現象が起こる。いまアメリカやロシアが開発に夢中になっている兵器転用技術の一つだ。高速魚雷。水の抵抗がなくなるため、いままでの常識では考えられないほどの速度で進む魚雷は、理論上では水中でマッハの速度に到達する」

　カタパルトの調整が終わったのか、次は格納庫の外に通じるハッチに作業を移す。ハッチの四方になにかを取り付け始めた。

「先端にとりつけられたこの骨格が、水流でスーパーキャビテーション現象を起こす。高水圧下であるため、キャビテーション現象は起こりにくいが、それでも気泡の渦とキャビテーションを起こすための水圧調整の水流が、一時的に機体を深海の水から守ってくれるはずだ。二十秒も持てばいい。初速度はここの電磁カタパルトが補ってくれる」

「たった二十秒？」

「言っただろう、水中でマッハの速度が出ると。順調に行けばその速度に到達する前に水面から出てしまうが。私の計算に間違いなければ、スーパーキャビテーション現象が起こり、飛行機は気泡に守られ深海の水圧の影えい響きようを軽減できる。ともかく水上に向かって進んでくれればいい。それ以外の行ぎよう儀ぎのいい飛行は期待しない。そう、まさしくこの飛行機は水中でキャビテーションの気泡の中を飛行する戦せん闘とう機きなのだ」

　闘とう真まは驚おどろきのあまり何も言えずにいた。この天才少女は本当に水中で飛行する戦闘機を発明してしまった。いや理論上のことで実際にはためしていないのだから、発明したとは言えないのだが、いずれにせよ常識破りのことには違いなかった。

　しかし闘真は驚くだけではない。もっとも大事なことに気づいていた。

「計算間違っていたら？　もしも成功しなかったらどうなるの？」

「この戦闘機が私達たちの棺ひつぎになる。それだけの話だ」

　由ゆ宇うは冷たく笑う。以前のような、生に対する執着の少なさから来る冷たい笑いではない。決意したときに見せる、怖いほど冷静な由宇が見せる微笑が、見るものに冷たいと誤解させるだけだ。

　闘真は内心、少しでも由宇の選択に身をゆだねることを躊躇ためらった自分を、情けないと罵ののしる。

「私達に選択肢はない」

　由宇が見たのはさきほど闘真が昇ってきた床のハッチだ。そこから水が漏もれ始めている。

「これはありあわせのもので作った即席のキャビテーション発生装置だ。不確定要素も多く、正常に作動せずあっというまに水圧で押し潰つぶされる可能性もある。それにたとえ成功しても、この戦闘機を自在に操るのは不可能だ。せいぜい上に向けるのが精一杯。明確な地形も不明。岩壁に激突する可能性も少なくない。この骨組みが水圧の負荷に耐え切れず折れてしまったら、深海の水圧が一気に飛行機へ襲おそい掛かる。他ほかにも……」

　饒じよう舌ぜつになる由宇は珍しくないが、その内容はいつもと方向性が違っていた。

　闘真はありったけの笑顔を由宇に向けた。

「由宇が作ったなら大だい丈じよう夫ぶだ」

「君は馬ば鹿かだ」

　沈ちん黙もくの後、由宇は恨みがましい眼まな差ざしで闘真を見る。

「知ってる」

「いいや知らない。君は君が思っている以上に大馬鹿者だ」

「そ、そこまで言う必要はないんじゃな……」

　反論を試みようとした闘真の言葉が途中で停止した。由宇の体がすっと寄ると、心地よい香りが鼻び腔こうに届き心臓が跳ね上がった。あっと思う間もなく由ゆ宇うの両手は闘とう真まの背に回り、優しく抱きしめた。

「ふふ、なぜだろうな。その馬ば鹿かなところが私を安心させる」

　由宇は幸せそうに笑っていた。それだけで充分だ。自分の選択は間違っていなかった。いや、いくつも間違ったと思うが、進むべき道は、目指す場所は、決して間違ってなどいなかった。

　馬鹿でもいいと思った。

　闘真はそっと手を伸ばして、由宇の背に手を伸ばそうとした。カタツムリよりは迅じん速そくに動いていたはずが、それでもやはり遅かったのか。由宇の体はすっと離はなれた。

　晴れやかなしかし自じ嘲ちよう的てきという矛盾に満ちた表情を見せると、由宇は少しばかり意地悪く喋しやべる。

「まったく私も人のことは言えないか。君を説得する手段として今のは下策もいいところだ。それどころか君をたきつける行為だと、なぜ気がつかないと自分を叱しつ咤たしたくなる」

　所在無く宙をさまよっていた自分の手をしまうと、闘真は気を取り直す。

「うん、由宇らしくもない」

「君の前では私は私らしさを失うことが多い。これは不公平だと思わないか？　君はいつも君らしいというのに」

「僕らしさってなに？」

　わずかな期待を込めて問う。由宇はくすりと笑って言った。

「底抜けに馬鹿なところだ」

　期待とは違っていたが、目の前の笑顔を見られただけで闘真には充分だった。

　コックピットに乗り込もうとする由宇が、闘真に手を差し伸べる。

「さあ行くぞ、もうタイムリミットだ」







　由宇と闘真は戦せん闘とう機きのコックピットにいた。

「手順はさきほど説明したとおりだ。電磁カタパルトで射出と同時に前方ハッチのロックボルトを爆発解除。開閉したハッチより２２２２メートルの水圧の水が一気に押し寄せてくるぞ。その高水圧の津波に、カタパルトで射出した戦闘機の先せん端たんにあるフレームをぶつける。わずか二秒の間に後方へ７Ｇ、前方へ３Ｇの重力が立て続けに襲おそう。常人なら耐えられないだろうが、君ならなんとか大だい丈じよう夫ぶだろう。フレームがうまく水を切り裂けば、前方にスーパーキャビテーションが発生。深海の水圧から機体を守るだろう。カタパルト射出のタイミング、ロックボルトの爆破のタイミングは私が行う。質問はあるか？」

　一気に早口にまくしたてられ、闘真が返せた言葉はただ一言。

「僕にできることはない？」

　返ってきた言葉もたった一言。

「私を信じろ」

　由ゆ宇うはボタンを押す。カタパルトが毎秒７Ｇの加速で射出したのと同時に、ハッチのロックボルトが爆発された。ハッチははじけるように開放され、二百気圧の水流が一気に押し寄せてくる。

　その水流に向かって射出された、すでに１４０ノット、あるいは時速２６０キロに達した戦せん闘とう機きが激突する。

　前方のフレームに激突した水流は、その形状に合わせて水の流れを変えた。

　水圧の濃淡が生まれる。そして一定以下の水圧の海水に気泡が生まれた。それは次々と生まれまたたくまに大きなうねりとなり、戦闘機の周囲を包み込んだ。

　スーパーキャビテーションは由宇の予想通りに発生し、水中で戦闘機は空気に包まれて鮮やかに上昇飛行した。
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　スフィアラボの外壁は遺産技術のガラスであるため、透過して外が見える。しかしいまは深海の中にあるため、完全に真っ暗であった。

　しかしその深海にありえない光が生まれた。

「なんですかな？」

　最初に光に気づいた岸きし田だ博士は、光がなんであるかその可能性をいくつか考えた。海底火山、深海魚の発光、レプトネーター。しかしいずれのものでもないと判断する。だからなんだと問われれば、答えに窮きゆうするのだが。

「あれはなんだ？」

　伊だ達ても光を見る。光は見る間に大きくなった。否いな、近くなった。

「げ、激突するっ！」

　光に気づいたその場にいた人間の誰だれもが驚おどろく。しかし光は衝しよう突とつ寸前に突然進路を真上に変えて急上昇し、ついに消えてしまった。

　誰もが上を見上げたまま言葉を発しない。その理由は明らかであった。激突寸前に見えた光の正体が信じられないものだった。

「わ、私の目がおかしくなったのでしょうか。い、いま目の前を通過したものは、飛行機に見えたのですが」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれにも飛行機に見えた。しかもあれは海かい星せいの戦闘機だぞ」

　伊達が同意し、そこにいた全員が飛行機だと確認しあった。

「深海を飛ぶ戦闘機……」

　その非常識に繋つながる人物は、この状況下で一人しか思いつかなかった。

「ゆ、由ゆ宇う君だ、由宇君に違いないっ！」

　岸きし田だ博士は飛び跳ねんばかりに喜んだ。

「そうだな、あんな非常識なことをやるのはあの娘くらいのものだろう」

　伊だ達ても驚おどろきを通り越し感心した。

「やってくれる。早く我々も例の作戦を実行に移すぞ。あの娘に遅れを取るなっ！」

　司令室は歓声に包まれた。
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　騒さわぎになったのはスフィアラボだけではなかった。

「魚雷？　いえ、もっと速い。信じられません、４００ノットで正体不明の物体が浮上中！」

　フリーダムの作戦司令室でオペレーターが信じられないという声で報告をした。

「なんだと!?」

　巨大なスクリーンが海面を即座に映し出す。その直後に海面が爆発した。そう錯さつ覚かくするほどの水しぶきが、柱となって舞い上がった。

　柱の先せん端たんから急浮上した物体が飛び出す。カメラは移動物体を捉とらえようと旋回するが、速度に追いつかず、フレームの端はしに捉えるのがやっとであった。

　しかし柱が舞い上がったのは水平距きよ離りでフリーダムより５００メートルと離はなれていなかった。窓の外にはカメラが追いつけなかった物体があった。

　その姿を見て黒くろ川かわは言葉を失う。黒川だけではない。外を見ていた海かい星せいの乗組員全員が、信じられないという顔をしていた。

「ば、馬ば鹿かな……」

　ようやく搾しぼり出した黒川の声は、まさしく全員の心境を代弁するものであった。

　海から現れたのは戦せん闘とう機きだ。先せん端たんに奇妙なオブジェこそついているものの、その戦闘機を黒川は知っていた。

　海星の主力兵器の一つである戦闘機。優秀な機体であるが、しかし海の中を潜せん航こうする機能などない。まして深海から浮上してくるなどありえない。

　水圧で潰つぶされるか、浸水するか。そもそも前方の吸気口から空気を取り込めなければジェットエンジンは動作しない。海の中を飛ぶなどあってはならないのだ。

　そのような常識外の所業をできる人物を黒川は一人しか知らなかった。

　戦闘機はエンジンが止まったのか、空に向かっていたが減速し、やがて緩ゆるやかに落下を始めた。

　ようやく追いついたカメラが拡大映像を送る。コックピットには二人の人間が乗っていた。そのうちの一人は黒くろ川かわの予想通りの人物であった。

「……峰みね島しま由ゆ宇う」

　コックピットには由宇がいた。まるでカメラで見られていることを予想しているかのように、モニター越しに視線を黒川に送り、不敵な笑みを浮かべていた。

　──ここまできてまだ立ちはだかるか。

　黒川の苦い感情が湧わき上がる。

　しかしそれは己の作戦を邪じや魔まされたからだけではない。そんな単純な理由ではなかった。

　──それだけの知識と知性を持ちながら、それだけの能力がありながら、なぜおまえは今まで……。

　黒川の唇が、きつく噛かみ締しめられ、そして奇妙な笑みに変わった。

「峰島由宇。君が全力で私の前に立ちふさがるというのなら、見せてもらおうか。その能力のすべてを」
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　体を押し潰つぶすような加速から解放されたとき、闘とう真まの周囲は明るくなっていた。

「あ……れ？」

　キャノピーの強化ガラスの向こうに見えるのは、雲と白み始めた空だ。横から差し込む強い光に闘真は目を細めつつ、そちらの方角を見た。

　太陽が水平線の彼方かなたから頭を出していた。

「……朝日だ。由宇、朝日だよ。外だ、海の上だ。僕達たちは海底から出られたんだ！」

「君はのん気だな」

　興こう奮ふんする闘真とは正反対に、由宇の声は落ち着いていた。

「朝日を眺める余裕があるなら、反対側を見てみろ」

　あきれた口調の由宇の言葉に従い首を回すと、そこに思いがけないものを見た。

「フ、フリーダム！」

　反対側の視界はフリーダムの巨大な姿で半分ほど遮さえぎられている。それだけ近くに出たのだ。

「どうして、なんでこんなに近くにいるの？」

「偶然……ではないだろう。海かい星せいの狙ねらいも２２２２ポイントだ。近くにいても不思議ではない」

　裏を返せばＡＤＥＭや米海軍の脅きよう威いがなくなったということだ。由宇はすばやく周囲に視線をめぐらせると、戦局の分析に取り掛かった。

「ニミッツ級か」

　由宇は目を細めて、やや離はなれたところにある黒煙をあげる巨大な空母を見た。エンパイアーステートビルの高さに匹敵する船だ。

　さらにすばやく目を動かし状況を確認する。反対側にはサルベージ船があった。赤い光がいくつも甲板上を動いている。レプトネーターだ。

「よし」

　操縦桿かんを操作し戦せん闘とう機きの姿勢を立て直すと、進路をサルベージ船に向ける。

　二人が乗る戦闘機を狙ねらってフリーダムから一いつ斉せい射しや撃げきが行われた。

　フリーダムが積んでいる機関砲は口径30ミリ、子供の腕ほどもある弾丸を毎分四千発以上、一秒に換算すれば七十発も発射する驚きよう異い的てきな代しろ物ものであった。

　戦車の装甲さえ貫く弾丸に、戦闘機の装甲が無事であるはずもない。

　垂直尾び翼よくは砕け、スーパーキャビテーションを引き起こす先せん端たんのオブジェが消し飛ぶ。それでも戦闘機はサルベージ船めがけて飛び続けた。
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　サルベージ船の甲板上ではあきらと萌もえ、それにアリシアが戦っていた。相手は数十ものレプトネーター。苦戦は必須であった。

「萌ちゃん、ぼやっとしない」

　そのさなかで萌がぼんやりと空を眺めているのを見とがめたあきらが叱しつ咤たする。

「あきら、海の中から戦闘機が出てきたんだけど？」

「はいはい。先週のマンガの話はあとで聞いたげるから、いまは目の前の敵を倒そうね。うわっ、いったい何機あるんだよっ！」

「あきら、さっき海から出てきた戦闘機、こっちに向かってるよ」

「萌ちゃん、いったいなにを……」

　萌のほうを向いたあきらは絶句する。満まん身しん創そう痍いの戦闘機が一機、サルベージ船めがけて飛んでくる。

「敵？」

　それにしてはフリーダムからの攻撃を受けている。なんとか回かい避ひしているがそれでも何発も命中する。戦闘機は傷つきながらも、サルベージ船──あきら達たちに近づいてきた。

「うわあああああっ！」

　着ちやつ艦かんというより墜つい落らくに近い形でサルベージ船の甲板にたどり着いた戦闘機は、そのまま止まることもできず、あきら達のほうに滑すべってくる。三人は慌てて戦闘機の進路上からよけた。

　戦闘機はレプトネーターをいくつか巻き込みながら、ようやく停止した。

「な、な、あれはなに？」

　アリシアも驚おどろく以外にできなかった。

　戦せん闘とう機きのキャノピーが開き、そこから一人の人間が姿を現した。海風が少女の長い漆しつ黒こくの髪をなびかせる。

「さあ黒くろ川かわ、決着のときだっ！」

　峰みね島しま由ゆ宇うは颯さつ爽そうと宣言した。







　　　四章　Conviction&Freedom
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「な、なに？」

　あきらは突然の出来事に、ただ口をあんぐりと開けることしかできなかった。

「あの少女は……？」

　アリシアは米艦かん隊たいとスフィアラボが合流したとき、伊だ達て達たちと一いつ緒しよに出てきた謎なぞの少女のことを思い出した。

「かっこいい」

　萌もえは憧しよう憬けいの眼まな差ざしで見上げていた。

　三者三様の反応であったが共通していることが一つだけあった。突然現れた少女に注目するあまり、動きが止まってしまったことだ。一時たりとも気を抜けないこの状況下で、歴戦のつわもの達が魂たましいを奪われるほど、その登場は衝しよう撃げき的てきで、少女──由宇の存在感は強烈だった。

「あいたたた、由ゆ宇うは大だい丈じよう夫ぶだった？」

　故ゆえにうしろの座席から現れた闘とう真まのことなど、誰だれ一人として気づかない。

　しかしどれほど衝しよう撃げき的てきであろうとも、レプトネーターは見とれたりしてはくれない。状況の変化に対応するため、いくばくかの空白の時間を必要としたが、それは変化した戦局を有利にするためのものであり無む駄だな空白ではなかった。

　しかし三人の空白の時間は、戦いの最中なんの益も生まない。

「なにを呆ほうけている!?　そんな暇はないぞ。敵は一秒たりとも待ってくれない」

　その三人を、呆けさせ注目を浴びさせた当の本人が叱しつ咤たする。

　叱咤の声に重なり、水中から派手に登場してみせた戦せん闘とう機きが、二人を乗せたまま軋きしみながら持ち上がり、ゆらりと傾いた。戦闘機の墜つい落らくに等しい着陸に巻き込まれたレプトネーターが行動を再開したのだろう。

「なにをぼんやりしている？　ウィンディーネで動きを止めろ！」

「あ、ええと、了解」

　あきらは慌ててウィンディーネを繰くり出し、水の圧力で戦闘機を振り落とそうとしているレプトネーターの動きを阻はばむ。

「次、レプトネーター腹部を多段式軽ガスガンで撃うて！」

「う、うん」

　萌もえも慌てて多段式軽ガスガンを構えると、レプトネーターのわき腹を撃った。堅けん牢ろうな装甲を持つレプトネーターだが、装甲車すら貫通する多段式軽ガスガンの威力の前には屈した。プラスチック製の弾丸は装甲を貫き、融ゆう解かいしたプラスチックは中の機器にもダメージを与える。しかし深部には届かない。

「ラスト、カンプピストルで装甲の穴を狙ねらうんだ！」

「偉そうね、あなた」

　アリシアは面おも白しろくなさそうに無造作にカンプピストルを撃つ。火薬で発射される弾丸と異なり、推進力は弾丸に内蔵されている小型ロケットだ。炎のラインを描きながら弾丸は多段式軽ガスガンのあけた穴に吸い込まれ、中で残りの推進燃料を爆発させた。

　内部構造を完全に破は壊かいされたレプトネーターは動かなくなり、地に伏した。持ち上がり傾いていた戦闘機も元に戻る。

　由宇は華か麗れいにコックピットから飛び降りると、三人を見上げながら睥へい睨げいするという器用なことをやってのけた。

「アドバンスＬＣ部隊だな？　レプトネーターの数は残り四十三。私の指示に従えばものの十数分で、殲せん滅めつできるだろう。従うか？」

「今はたまたま戦闘機に挟まれて、動けなくなってたからできたけど、本来の動きはとてもすばやいのよ。いつも今みたいに上う手まくいくと思ってるのなら、甘い考え方ね」

　最初に異を唱えたのはアリシアだ。

「言葉で諭さとすより実践で証明するほうがいいだろう。ほら来たぞ」

　七機のレプトネーターが姿を現し、由ゆ宇う達たちのほうへ近づいてくる。

「やばい。数が多い」

　あきらが青くなった。さばききれる数ではない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。私が囮おとりになり時間を稼かせぐ。指示を聞き逃すなよ」

　そう言って、少女はなんのためらいもなくレプトネーターの群れの中央に走っていった。七機からの銃弾とワイヤーカッター、脚による攻こう撃げきをたくみにかわしていく姿はできすぎていて、あらかじめ打ち合わせをしてある演舞のようだった。

　さらに脅きよう威いなのはその間に一発たりとも流れ弾が三人のほうに流れてこないことだ。

「まさか、そこまで計算しているの？」

　弾道を見きわめたアリシアは、それが偶然や奇跡でないことを確認し驚おどろく。少女は中央で振り返るとアリシアに最初の指示を与えてきた。

「始めるぞ。カンプピストルでこれの右前脚第二関節を狙そ撃げき。次、左うしろ脚付け根だ」

　アリシアは指示通りに撃うつものの、まだどこか半信半疑であった。目の前で少女の動きを見た後でも疑っていた。なぜなら関節を撃つのはいままで何度も試みたが、かろうじてバランスを崩し足止めするのが関の山だったからだ。

「あっ……ひっくりかえった」

　しかし化け物少女の指示どおりに行うと、レプトネーターは冗談のように転倒した。

「いまだ！　軽ガスガンで腹を狙ねらえ」

　起き上がろうとする腹に向けて萌もえが撃った。そこから先は指示されるまでもない。アリシアはカンプピストルで穿うがたれた穴を狙う。最初の一機と同じく、内部で爆発を起こし、レプトネーターは動かなくなった。

「すごい、あっというまに倒しちゃった！　でもあたしの出番は？」

　感嘆と不満を半々にするあきらに、

「私の左後方をウィンディーネで防御。その間に……」

　間髪入れず由宇の指示がとんできた。

　わずか二分ほどの間に、稼か動どうするレプトネーターは、七機から残り一機へと数を減らした。

「あと一つ、ってあれ？」

　由宇の行動を補佐するあきらは、上空から降ってきた人影に驚いた。人影はそのまま目の前のレプトネーターの頭部へ取り付き、手にしている小刀を根元まで突き刺す。最後の一機はそれで動かなくなった。

「なんで僕だけぜんぜん指示がないの？」

　人影──闘とう真まは鳴なる神かみの尊みことを抜きながら、不満の声を由宇に向ける。

「君は指示を受けてから行動までの時間が恐竜並みに遅い。自分の意思で動いてもらったほうがいい」

　しれっとした顔で闘とう真まの不満を受け流すと、急造の部下三人組とその他一人を従え、由ゆ宇うは甲板上に散る赤い光点を指差した。

「さあ、残り三十六機だ、いくぞ！」
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　フリーダムのＣＤＣ作戦司令室内は、まだ驚おどろきに包まれていた。

　モニターには望遠カメラがとらえた映像が映し出されている。サルベージ船の甲板には長く引きずったあとであるまっすぐな大小の線、その終点には戦せん闘とう機きがあり、開いたキャノピーから身を乗り出し片足を乗せ挑発的な表情をしている少女の姿があった。

「なにを……した？」

　モニターの表示の一部が切り替わったのはこのときだ。まるで黒くろ川かわの疑問に答えるかのように、由宇の戦闘機の映像が表示され、その形状が多方向から解析される。先せん端たんには本来ない複雑な形状をした骨組みがあった。

「スーパーキャビテーション……？」

　福ふく田だがモニターに表示された文字を読み取り、首を傾かしげたまま数秒考え込む。

　マモンが作ったアナライズシステムは、観測できるすべてのものの中から未知のものを抜き出し機能を解析する。マモンはそう説明したのだが、それにしても出来がよすぎると思った。まるでＬＡＦＩに意思があるかのような動きだ。

　だが今はその疑問は後回しにして、解析結果に注目した。

　アナライズシステムが導きだした結論に黒川も福田も唸うなる。

「ロシアの造ったシクヴァールは知っていますが……」

　福田がロシア軍が実現した、スーパーキャビテーション効果を利用した超高速魚雷の名を口にする。

　峰みね島しま由宇がしたことは理論上は可能かもしれない。だがあくまで理論上の話であって、とても信じられるものではない。

　しかも乗っているのは最新の未知の乗り物ではなく、海かい星せいの有する戦闘機。その方法は奇抜で常軌を逸した天才でしかなしえない仕し業わざであった。

　だが、目の前で海底から４００ノット──時速７４０キロという速度で脱出してきた瞬しゆん間かんを、このＣＤＣの人間が皆、我が目で見ている。

「攻こう撃げきしますか？　レーザーの出力が回復ししだい、あの船を沈めましょう」

「いや、待て」

　浮き足だつ副官を、黒くろ川かわは止めた。

「あの船にはマモンがまだいるはずだ。冷静になれ。目の前の派手で奇抜なショーに驚おどろかされて、そちらに目を奪われては、あの娘の思う壺つぼだ」

「では撤てつ収しゆういたしますか？　予定時刻が迫っております」

「……いや、それもまだだ」

　まったくせっかちだな、君もと言いながら、黒川は落ち着いて椅い子すに座った足を組みなおした。

「敵側からみれば、まだ私達たちのほうが遥はるかに脅きよう威いだ。四十機以上の戦せん闘とう機きから放たれた空対空ミサイルも、護ご衛えい艦かんからの対空ミサイルにもフリーダムの装甲は耐えた。空母を一いち撃げきで沈めるレーザー砲の力を見せつけ、難攻不落の海の要よう塞さい、スフィアラボも沈めてみせた。脱出してきたのは敵ながらあっぱれといったところだが、脱出してきただけだ」

　峰みね島しま由ゆ宇うが降りたのは、武器類をほとんど搭載しないサルベージ船の上だ。この戦場を支配しているのは、フリーダムであることに変わりはない。

　サルベージ船の上にはいくつもの赤い光点がうごめいている。何十ものうごめきはレプトネーターのカメラアイの光だ。

　峰島由宇には過去にレプトネーターを何機も倒された。なるほど、確かにそれは脅威だ。ただしそれは個人の持つ戦闘力としてはという注釈がつく。

　戦争は個人の戦いではない。多対多である。

　数ヶ月前の弧こ石せき島とうの事件では、たった一機相手に、この天才少女でさえ苦心したレプトネーター。だがつい先日、急きゆう襲しゆうしたロシアの軍事施設では十九機のレプトネーターに囲まれても平然とし、ほとんど徒と手しゆ空くう拳けんで、次々にレプトネーターをなぎ倒し、あまつさえ上空の黒川達に一いつ矢し報むくいた。

　今あの時の籠こ手てとコンピュータという装備品は彼女に見当たらない。しかしＬＣ部隊という手足を得た彼女は、自分を囮おとりにして的確にレプトネーターを潰つぶしていく。

　しょせん個人。されど峰島由宇であった。

「見事なものだと思わないか？」

　モニターの中で次々と潰れていくレプトネーターを指し、黒川は賛辞を贈る。

「同じ武器、同じ戦術は、二度と通用しない。手にした膨ぼう大だいな知識と強大な武力に安あん穏のんとし、単純な遺産の使い方をしていたら、峰島由宇やＡＤＥＭに勝利できない。いや、この先、我々の未来に真の勝利はないと教えてくれているようじゃないか」

　レプトネーターが次々と倒れていく。それでも黒川の表情に焦あせりはない。

「こうなってはスフィアラボのほうも油断できないな」

　もともと油断していたつもりはない。最後の最後まで攻撃の手を緩ゆるめるつもりはなかった。そのためにフリーダムは戦局がほぼ決した状況になっても、どのような事態になっても対処できるよう、上空を制圧しているのだ。

　ＡＤＥＭを倒したと１００パーセント確信するまで、立ち去るつもりはなかった。そして峰みね島しま由ゆ宇う。生かしておいては危険な存在だ。

「第一攻こう撃げき目標を変更。レーザー出力回復ししだい、サルベージ船に向けろ」

　それでも大局は動かない。海かい星せいにわたったＬＡＦＩファーストからの情報では、スフィアラボは２２２２ポイント近くの深海に没したままだ。いまもレプトネーターとＬＡＦＩによって、侵略されている。浸水もいたるところに及び、完全に潰つぶれるのは時間の問題だ。

　ＬＡＦＩファーストから送られてくるスフィアラボの状況は、順調なものだった。

　レプトネーターのうち三機はＡＤＥＭの抵抗にあい、破は壊かいされたが、まだ十機以上が活動している。そのほとんどが移動を完了し、伊だ達て達たちのいる仮設司令部のそばに集まってきていた。
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　小さ夜よ子こと萩はぎ原わらと星ほし野のの三人は走り続けた。

　暗くら闇やみでたった一人、右往左往していたときに比べれば、仲間がいて本部と連絡が取れた今の状況は天と地ほどに違う。

　とにかく、脇わき道みちへ。なるべく細い通路を使って、小夜子は通信機から指示された道を迷いなく進んでいく。

　レプトネーターがいくら小さいといっても、それは多足歩行型戦車としてみればだ。パーツの組み換えを行い限界まで小型化すれば、人間用の廊下を走行することも可能だが、それをしているうちに、小夜子達を見失ってしまう。

　それでもレプトネーターと遭そう遇ぐうする頻ひん度どがあがっていく。それだけの数のレプトネーターが徘はい徊かいしているということであり、いま向かっている区画はそれだけ重要であることを意味していた。

「こ、ここか」

　壁のプレートを明かりで照らして、萩原はようやく自分達が目的の場所にたどり着いたことに安あん堵どする。

「しょ、正直生きてたどり着けたのが不思議だ」

　ほとんど全力疾しつ走そうを続けていた星野は、苦しそうに呼吸を整えている。

　しかし一番苦しそうなのは小夜子だ。萩原と星野は男で、一応は訓練を受け鍛きたえられた体をしている。しかし技術者の小夜子は女性であることに加え、目が見えず走ることもほとんどないという生活だった。二人に両側から支えてもらったとはいえ、呼吸を整えるのが精一杯で声の一つも発することができない。

　しかし三人に時間を浪費している猶ゆう予よはない。いつまたレプトネーターと遭遇するか解わからないのだ。

　セントラルスフィアの扉を見て、男二人は気色ばむ。扉にはいくつものくぼみがあった。デザインされた形状ではない。明らかに何かが衝しよう突とつしてくぼんだ跡である。

「これってレプトネーターがこじ開けようとした跡？　体当たりとか？」

「あとはレールガンで撃うったみたいだね」

　レプトネーターの猛攻を退けた。それだけでこの区画がいかに重要か二人は再確認した。

「ところで、これってどうやって開けるんだ？」

　扉は押しても引いてもノックしてもぴくりとも動かなかった。

「自動ドアなんじゃない？　電源切れて開かなくなったんだよ」

「じゃあどうやって俺おれ達たち入るわけ？」

　扉をどうやって開けるのか試し行こう錯さく誤ごしていると、背後で物音がした。一本道の袋小路で立ち往おう生じようしている三人。この状況でもっとも遭そう遇ぐうしたくないものが背後にいた。

　六つの赤い光が揺れている。レプトネーターのカメラアイが点ともす光だ。

「ちょ、ちょっと冗談だろ」

　三人は少しでもうしろに下がろうとするが、すぐにセントラルスフィアの頑強な扉に阻はばまれる。

　赤い光の下に別の光が生まれた。青白い放電現象。レールガンの発射準備だ。

「うわああああああああっ！」

「あひゃあああああああっ！」

「きゃああっ！」

　三人の叫び声がうしろにひっくりかえり、そのまま体も一いつ緒しよに突然開いたうしろの扉の中に転げ落ちる。突然開いた扉はすぐにまた閉じた。ほぼ同時にレプトネーターからレールガンが発射されていた。衝突音の凄すさまじさはビリビリと音をたて、鼓膜だけでなく体そのものを振動させる。しかし正面の扉はびくともしなかった。表面にわずかなくぼみを作っただけである。

「た、助かったみたいですね。ＬＡＦＩサードのおかげでしょうか」

　床に転がった小さ夜よ子こは身を起こし、扉越しに聞こえてくるギイイというレプトネーターの咆ほう哮こうのような機械音に肩を震ふるわせた。

「お二人とも大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あてててて。う、うん。大丈夫。小夜子さんは？」

「私も大丈夫です。星ほし野のさん、お怪け我がありませんか？」

「大丈夫大丈夫。ちょっとびっくりしただけ」

「すごい悲鳴あげてたけどな」

「あんただって叫んでたじゃないか！」

「俺の声のほうが小さかったね。10デシベルくらい」

「なんだよそのいい加減な数字。俺おれだってたいして大きな悲鳴をあげてないぞ」

「ちょ、ちょっとお二人とも……」

「あひゃーとか言ってたし」

「言ってねえよ！　ったく、だいたいなんだよ、このパンダ！」

「あ、あの、私達たちがここに来た目的は……」

「あ、てめー、俺のパンダ君にケチをつけたな！」

「なんだ、パンダ君って。いい年した男が恥ずかしくないのかよっ」

　くだらない言い争いをしている二人を、とうとう小さ夜よ子こが一喝した。

「こら、二人とも！　いいかげんにしなさい！　いつまでケンカしてるの！　仲よくしないと置いていっちゃいますよ！」







「ここは電気が通ってる、そっちはどうだ、星ほし野の君？」

「こっちにも反応があるぞ、萩はぎ原わら君」

　小夜子に怒られ、しょげかえった男二人が慌てて仕事をしているのは、セントラルスフィア。スフィアラボ全体を統括する制御室である。

　計器類が照らす明かりしかないが、ほとんど暗くら闇やみだったいままでと比べれば充分に明るく感じられた。

「ここの電源系統は完全に独立しているので、ハッキングでも奪われなかったみたいですね」

　小夜子はしっかりとした足取りのまま迷うことなく椅い子すの一つに座った。何度か来たことはあるので、勝手は知っていた。小夜子専用の点字モニターもある。

　無線機を取り出すと、伊だ達てに繋つなげた。

「目的地に到着しました。三人とも無事です。レプトネーターからの安全も確保。指示をお願いします」
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『目的地に到着しました。三人とも無事です。レプトネーターからの安全も確保。指示をお願いします』

　小夜子から無線機の連絡が入った。

「よくやった、朝あさ倉くら君！」

　岸きし田だが拍手をして喜び、職員からも歓声が上がった。

　すかさず伊達の指示が飛ぶ。

「朝倉君、そこからならＬＡＦＩサードに接続可能なはずだ。これから伝える作戦が可能か否いなか、その検討をしてみてほしい」

　伊だ達てが作戦内容を伝えると、小さ夜よ子こは無線機の向こうで息を呑のむ。

『危険な作戦ですね』

「俺おれ達たちに残された手段は少ない。贅ぜい沢たくは言ってられん」

『解わかりました。検討してみます』

　しばらくして小夜子からの返事がくる。少し暗い口調だった。

『成功確率14・７パーセントと出ました。決して高い数字とは言えません』

「０でないだけましだ」

　伊達の決意が固まった。

「これより最後の作戦会議を開始する」

　伊達と岸きし田だのほか十数名の職員達が小さな輪を作る。わずかなライトの明かりが、スファイラボの見取り図と全員の顔を照らした。

「各自、報告せよ」

　職員の一人が、先陣を切った。

「現在の浸水率は27パーセント。およそ一億六千三百万トンの海水が浸水しています。いまなお毎秒一万七千トンの海水が流れ込んできています。これは黒くろ部べダムの最大放流量の三倍に匹敵します」

　隣となりの職員が補足する。

「この調子で浸水が進行すると十二分後には作戦の実行が不可能になります。時間との勝負ですね」

「作戦実行時における各エリアの強度計算完了しました。もっとも安全な場所はここです」

　見取り図の一点を指差す。

「たったいまロックボルトへの爆薬の設置が完了しました。千五百発の設置はさすがに骨が折れましたよ」

　ちょうど無線機から入ってきた報告だ。

『超電導電磁推進エンジンの制御を一部は取り戻しました。あ、あの、本当に姿勢制御だけでいいんですか？』

　これは小夜子からの報告だ。

「上出来だ。救護班、避ひ難なん状況はどうなった？」

「ほぼ完了しました。しかし十四名の職員の所在はいまだ不明です」

「十四名……」

　伊達は目をつむり、岸田は押し黙だまる。しかし決断せねばならない。

「いまはいないものとして考える。作戦の中止はない。責任は俺が取る」

　残す作業はあと一つ。そしてその一つこそがもっとも大事な工程であった。

　数分後、待ちわびていた報告が伊だ達てのもとに届いた。

「中継ブイの設置完了しました。音質は期待しないでください。暗号コードは３７９Ａ─６４ＥＲ─ＧＥＳＯです。三分は傍受に耐えられるはずです」

　伊達は無線機に暗号を打ち込み、無線機を繋つなげる。

　天てん井じようを見上げた。スフィアラボから漂流させたいくつもの中継ブイが、無線機の通信を海上に繋げてくれるはずであった。
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「とおりゃっ！」

　あきらは威勢のいい掛け声と同時にウィンディーネでレプトネーターを海に落とす。数が多いレプトネーターを、一時的にしろ少しでも減らすのがあきらの役目であった。

　わらわらと現れるレプトネーターはみな一直線に由ゆ宇うを狙ねらいに行く。不思議なほどあきらや萌もえ、アリシアのほうへ向かってくるレプトネーターの数は少ない。

　レプトネーターの標的優先度の最上位にいるのが由宇だからなのだが、由宇の正体を知らないあきらにはその光景が不思議でならない。

　もっと不思議なのはそれらレプトネーターの攻こう撃げきをかわし、的確な指示を出している少女なのだが。いや、さらに不思議なのはその傍かたわらで小刀一本で戦っている少年だ。

「なにあのインチキ刀？」

　少女──由宇とはリニアエクスプレスや比ひ良ら見みの地下で会っている。少年──闘とう真まも比良見の地下で会っていた。どちらも敵としてだが、突然現れた今は、どうやら味方であるらしかった。

「まあ、いいけどね。傭よう兵へいやってりゃ昨日の敵が今日の友なんて珍しくもない」

　半ばやけっぱちにそれでいて的確に正確にレプトネーターを翻ほん弄ろうする。

　そこへ腰の通信機がなった。

「はい、環たまきで……真しん治じさん！」

　通信機から聞こえた意外な声に、あきらの声が裏返った。

「あっ、いえ、すみません伊達司令。失言でした。いまのはちょっと言葉の弾はずみといいますか。はい、ご無事でなによりです」

　レプトネーターの攻撃をかいくぐり、ニコニコと少女が花畑でステップを踏ふむように回かい避ひしながら、あきらは通信機で話す。

「なにあれ？」

　それを見ていたアリシアは、あまりにもシュールな光景に不気味に思った。

「はい、いますけど。約一名怪しい少女。そばに変な少年もいます。は、はい……解わかりました」

　しかし浮かれていたあきらの顔はどんどん暗くなる。そのままヨタヨタと由ゆ宇うのもとに歩み寄ると、

「はい、あんたに。真しん治じさんから」

　と通信機を差し出した。

「真治さん？　ああ伊だ達てのことか」

　由宇は通信機を受け取る。

「私だ」

　由宇は通信機を受け取ると、再びレプトネーターの激しい攻こう撃げき下かに身を投じた。さすがにあきらもそこまではついていけない。

「なにが『ああ、伊達のことか』よ。呼び捨てにすんじゃないわよ。ちゃんと敬称つけろっての。伊達さんとか伊達様とか伊達殿下とか伊達政まさ宗むねとか」

　こんこんとガラスを叩たたく音がした。振り向けば丸い小さな窓ガラスから、八や代しろが顔をのぞかせていた。

『環たまき君、伊達政宗の政宗は敬称じゃないよ。あと伊達殿下も微妙っていうかアウト？』

　窓の隣となりに備え付けられた小さなスピーカーから、いつもどおりのあの緊きん張ちよう感かんが抜けまくった声が聞こえてくる。

「や、八代っち、ちょっと、あんた、そんなところでなにしてんの？」

『いやあ、いろいろ事情があって。この部屋から出られないんだ』

「ん、んん？」

　あきらが窓ガラスの中をのぞいて血相を変える。

「ちょ、ちょ──っと八代っち。この一大事にあんたなにしてんの？　そんな微妙なお年とし頃ごろの子供をベッドのある部屋に連れ込んでなにするつもり？　それともしたあと？　答えなさいよっ！」

　窓から見えたのはこじんまりとした部屋と二段ベッド、その下の段のベッドに横になっている微妙なお年頃の子供──マモンであった。

　いまにも窓をやぶりそうな勢いで顔を貼はり付けると、こぶしを振り上げて八代を問い詰めている。

『なに、このおばさん？』

　マモンはあからさまに不快そうな顔で言った。

「おばさん？　いまおばさんって言った？　ちょっと表に出ろっ！」

　窓ガラスを叩き、あきらは盛大に抗議した。
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　八や代しろがなんとか事情を説明するとあきらは納得のいかない顔をするものの、窓から離はなれて自分の持ち場に戻った。

「ふう」

　八代は疲れたため息をこぼし、マモンの枕まくら元もとに腰を下ろす。

　八代とマモンがいるのは船上減圧室ＤＤＣと呼ばれる特別な部屋である。気圧を自在に加減圧し潜せん水すい病びようを回かい避ひする施設である。いまは部屋の気圧はほぼ30気圧に保たれている。通常の気圧に減圧するには数週間を要する。減圧が早すぎると潜水病にかかったり、ひどければ死に至る。

　そのため船上減圧室には数週間生活ができる環境が整えられている。マモンが横たわっているのはそうした生活必需品の一つであるベッドだ。八代との戦いに敗れ、満足に体を動かせないでいた。

「なに、いまの？」

「はは、なんだろうね？」

　八代は笑ってごまかす。

「それで減圧はどれだけ進んだの？」

　マモンは顔を体中の痛みにしかめながらも体を起こす。

「なんと29・８気圧。０・２気圧も下がったよ。サービスで教えるけど減圧完了予定時刻は、なんと二週間後っ！」

「は、はははは」

　うつむいたマモンは乾いた笑い方をする。

「あはははは、いやあ笑うしかないよね」

　八代はウェットに笑ってみせた。

「笑うなっ！」

　マモンの怒声に八代は笑ったままのけぞった。さすがに笑い声は止まっている。怒鳴ったマモンはその衝しよう撃げきが傷口に響ひびき目に涙を浮かべた。

「痛、痛たたたたっ」

「無む茶ちやするから」

「無茶させてんのあんただろっ！」

　再び痛みでうずくまるマモンに、学習も大事だよと余計な一言を投げかけた八代はついに殴なぐられた。

「ほら、あんたの番なんだから、さっさとやってよ」

　八代はかなり腫はれた頬ほおをさすりながら、台の上に置いてあるチェス盤を見た。ゲームはすでに中盤に差し掛かった。

「なんで僕を助けたのさ」

　八や代しろが動かしたコマを見ると、マモンはすぐにコマを動かす。適当に動かしているようにしか見えない。八代はやれやれという表情で、さらにコマを進めた。

「んー、なんでだろうねえ？」

「殺すのが怖くなったの？　それとも捕ほ虜りよにして利用する気？　ま、まさか僕の体目当て!?」

「ああ、最後のは無理があるな」

「無理なんかないよ。あなたロリコンかもしれない。あなた変態っぽいし」

　自分の体型の自覚はあるようだった。

「しかたないな、話すよ」

　マモンはチェスを指すふりをしながら、心なしか体を傾けて耳をすます。

「もしあそこでとどめさそうとしたら、手痛い反はん撃げきがきそうだったからさ。区切りつけるにもちょうどよかったし」

　マモンはコマを持ったまましばらく口をあんぐりと開けていた。

「保身？　保身で僕を助けたの？　身の安全第一？　なにそのなさけない理由？　ちょっと、ほんとになさけなさすぎる。それでも男なの？　あなたの生き方に比べれば、ナマケモノの生き様のほうが遥はるかにエキサイティングでスリリングで壮絶だよっ！」

「いやいやいや、理由はそれだけじゃないよ。だって君を捕獲するってのは無理そうじゃない？　君の再生能力ハンパじゃないもんね。だったら殺すしかないんだけど、死体と二週間いるっての気がめいるんだよねえ。生きてれば話し相手にもなる」

「今度は退屈しのぎ？　死体とかなんとか生々しい話とくっつけないでよ。よけいリアルで嫌いやな気持ちになっちゃったよ」

「でも嘘うそって苦手なんだよね」

「嘘つけっ！」

「ほら、すぐばれた」

「いまのは誰だれだって解わかるよ。やっぱり嘘つきじゃないか！　どうせならもっとましな嘘をついてみせてよ。初めて会ったときから好きだったとか言えば、もしかしたらふらふらって騙だまされちゃうかもしれないじゃない。大人なんだから、もっとうまい嘘がつけないの？　ほら、ついてみせてよっ！」

「ああ、じゃあ、そうだな、初めて会ったときから好きだった」

　マモンの顔が限界までひきつる。

「うわっ、あなた最低だ。最低すぎる。最低最低最低最低最低最低、ど最低っ！」

　わめくマモンを八代はにこやな笑顔で見ていた。

「なにニヤニヤ見てるの、気持ち悪い。やっぱりロリコンなの？　変態なの？　最低で変態のロリコンなの？」

「それはやめてくれ。環たまき君に聞かれたら一生言われそうだから。なんで気持ち悪く笑ってたかというとね、いや気持ち悪くない気持ち悪くない。なんで素す敵てきな笑顔で見てたのかっていうとね、君が人生の嫌いやなこと全部背負ったって顔してたから。それでも怒って笑って、そういう険が取れたように見えたから」

「……どういうこと？」

「僕はね、一つ後悔してることがあるんだ。五年前に救えなかった女の子がいるんだ。かわいそうな境遇の子だった。地下に監禁されていてね。その後も五年間、つらい生き方を僕はずっと見続けた」

「ふうん、その子どうしたの？」

「やっと王子様が現れたかな。ちょっと頼たよりない王子様だけどね」

「あなたその子の王子様になりたかったの？」

　八や代しろは頭をかいて苦笑いをするしかなかった。

「その子の五年前は君より年下だったんだよ。それじゃ正しよう真しん正しよう銘めいの変態だ」

「じゃあ……僕を助けたのは？」

「同じ後悔はしたくなかった。それだけさ」

「……ふうん」

　マモンは口を尖とがらせて、それでも多少は納得したのかチェスのゲームに戻った。







「だいたい子供子供ってなんだよ。ちょっと胸がでかいからっていい気になって。僕だってあと数年もすれば、でっかくなるんだよ。でもあまりでかいと駄だ目めだね。女の僕から見ても駄目。馬ば鹿かに見える。馬鹿じゃなくても馬鹿に見えるんだから損だ。だから数年、あと数年待てばいいんだよ」

　どこにだからが繋つながるのか解わからない八代だが適当にあいづちを打っておく。やはり体型にコンプレックスがあるのか、あきらに言われたことを気にしていた。

「うんうん、そうだね。希望を捨てないってのは大事なことだ」

「馬鹿にしてる？　してるよね？　ね？」

「気のせい気のせい。ほら次コマ動かして」

　──数分後。

「チェック」

「うーん」

　キングが取られないように動く。

「チェック」

「あれえ？」

　さらにキングが取られないように動く。

「チェック」

「ちょっと……」

　今度はルークで壁を作った。

「チェック」

「待て、待て、ちょっと待ってっ！」

　八や代しろは椅い子すを蹴け飛とばして立ち上がると、

「なんでこんなに強いの？　え？　なんで？」

　驚おどろいた八代にマモンが勝ち誇った笑みを浮かべた。

「バーカ、バーカッ！　じつは僕ってチェス得意なんだよね。これだけは自信あるんだっ！　いままで二千戦以上したけど、負けたのは二十回もないね」

「よ、よし、もう一戦、もう一戦だけ！」

「ははん、いいよ。結果は同じだよ。ハンディつけてもいいよ」

　天てん狗ぐになっているマモンは手て馴なれた手つきでチェス盤にコマを並べ始めた。

　十数分後。

　マモンがチェス盤を凝ぎよう視ししていた。二戦目の、すでに決着がついたゲームだ。

「いやあ、悪いね。どうも接待チェスってのが染しみ付いちゃってさ。さっきは手加減しちゃった」

　はっはっはと笑う八代を置いて、マモンはひたすらチェス盤を凝視している。

「でも君も強敵だったよ。伊だ達てさんより強い。うん、伊達さんなら最初くらいの勝負で充分だった。僕が知ってる限り五番目くらいに強い」

　マモンはチェス盤をずっと凝視している。

「どんなに見つめたって結果は変わらないよ。僕が勝って、君が負けた」

　かなり大人気ない態度で八代はふんぞりかえっていた。

「さ、最初手加減してたの？」

「いやあ、パワーセーブが癖くせになっちゃって」

「あなた嫌いやな大人だね」

「大人は嫌なものさ」

「違う、あなたが嫌な人間なんだよっ！」

　マモンは不ふ機き嫌げんそうにジュースをがぶ飲みしている。それからふいにマモンが聞いてきた。

「ねえ、この状況が怖くないの？　僕達たちは何もできず、外での出来事を見守るしかできない。もしかしたらこの船は沈められちゃうかもしれない」

「そうだね、怖いよ」

「なんで嘘うそつくの？　そのすぐばれる嘘のつきかたが、ムカつくしイラつくしハラたつんだけどっ！」

「あはは、やっぱバレたか。いや、僕はこの船が沈められるなんて思ってない。ＡＤＥＭが勝って、二週間後にはこのサルベージ船から生きて出られると思ってるよ」

「思いっきり他力本願だね」

「仲間を信しん頼らいしているって言って欲しいな」

「僕なんて切り捨てられるよ。僕が奪った峰みね島しま由ゆ宇うの知識はＬＡＦＩファーストにコピーしてある。別に僕は黒くろ川かわにとって絶対必要ってわけじゃない」

　マモン大きなあくびをしながら、冷めた口調で言った。

「君と黒川は味方じゃないのかい？」

「べつに？　面おも白しろそうだからつきあってやってただけさ。向こうだって僕が便利だから協力してるんだ」

　どこか冷たい笑い方だった。そういう笑い方をさせたくなかったのだが、すぐには無理だろうと思い、結果をせくような行動には出なかった。

「僕のリーディング能力は双方向。相手にも逆流しちゃう。だから興こう奮ふんしたりして抑えきれなくなると、周りじゅうにその気持ちが伝染するんだ。だいたいは殺してやるとか死ねとか、単純な気持ちだから、敵もすぐに僕の気持ちにのまれる。でもあいつは違った。あなたのところのブレインプロテクトとおんなじ。僕のリーディングから逃れる術すべはないんだ。だから黒川だって、僕から流れた憎しみや痛みは同じように感じてるはずなんだ。違いは行動に移すか移さないか。ただの意志。ただの強い意志。いや……覚悟かな」

「覚悟？」

「ふぁあ……うん、覚悟。死への覚悟」

「死？　死すら辞さない覚悟ってことか」

　誰だれでもというわけではないが、軍人なら持っていてもおかしくないだろう。しかしそれならマモンがわざわざ口にするようなことではない。周りは軍人だらけだったのだ。

「そうじゃない。自分が死ぬ……ことで……かんけ……」

　言葉は途切れ、代わりに寝息が聞こえてきた。

　マモンが眠りに入り精神状態が安定したところで八代はやっと肩の力を抜いた。黒川のことを最後まで聞けなかったのは残念だが、結果をよくばりすぎてもよくない。少し物足りないくらいがちょうどいい。

　八代はずっと気になっていた外を見る。マモンの意識がある間はあえてずっと避さけていた。甲板の端はしには戦っている由ゆ宇うやあきら達たちの姿があった。

「がんばってくれよみんな。僕は何もできないから」

　見守るしかない。それがどれだけつらいことか。己のふがいなさに八代は立ち尽くす。

　だがすぐに、

「あ、そうだ。流れ弾こっちによこさないでね。建物にちょっと傷が入るだけで、死活問題だから、身を挺ていしてでも守ってくれると嬉うれしいな」

　あきらとアリシアが聞いたら、ウィンディーネとカンプピストルのコンボをぶち込まれるであろう発言をする八や代しろであった。
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「それで私になんのようだ？」

　由ゆ宇うはレプトネーターの攻こう撃げきをかいくぐりながら、伊だ達てと通信をしていた。

『これと言ってない。おまえと話すことでおおよその目的は達成させられた』

「話をしたかっただけか。ふふ、まるで恋人にかける電話ではないか」

『冗談でも、そのような不快なことを言うのはやめてくれ』

　伊達は心底嫌いやそうな声を出す。

「安心しろ。私も自分で言って気持ち悪くなった」

　由宇は空を見上げる。フリーダムが空を大きく隠していた。

『これから作戦を実行する』

「私が立案した作戦はもう実行不可能なはずだが？」

『なめるな。残された材料で可能な作戦を再構成した』

「成功確率は？」

『14・７パーセント』

「０でないだけましだ」

　無線機の向こうから伊達の嫌そうな気配が伝わってきた。

「なんだそのまるで同属嫌けん悪おしているような態度は？」

『いや、気にするな。ともかく派手に、それでいておまえらしく暴れろ。黒くろ川かわにおまえの存在を印象付けるんだ。それが今おまえがなすべきことだ』

「その部分だけは、私の作戦が残ったか」

　由宇の声が少し沈む。今度は由宇の気配を伊達が察する。

『どうかしたのか？』

「いや、自分がふがいないと思っただけだ。結局のところ私にできたのは、黒川の襲しゆう撃げきパターンの予測だけだった。メタンハイドレートを利用した海かい星せいの作戦が予想を上回った。私はまた知ち恵え比べで負けたわけだ」

『本音を言おう。俺おれはそれでよかったと思っている。すべておまえの思惑通りではやりきれないからな』

「なんだと？」

　由ゆ宇うの片かた眉まゆがピクンとつりあがる。

『すべておまえの思惑通りに進んでいたら、今後もおまえはすべてを背負う。だがおまえ一人の力では何もできない。何も解決しない。おまえは無力で弱い存在だ。そのことを自覚しろ。おまえは特別でもなんでもない。たった一人の人間だ。全部を背負おうなどと、おこがましいことを考えるな。あまり大人をなめるな』

「……」

『これより作戦に移る』

「……、お、おい、伊だ達て！」

　通信は切れた。

　成功を信じて疑わない。

　だから迷いもない。

　そんな伊達の気持ちが通じてくるような潔いさぎよいよい切り方だった。
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　ずっと伏して待った。

　命を危険にさらされ続けた状況下で、ＡＤＥＭやＮＣＴの職員達たちは難しい仕事を完かん璧ぺきにこなしてくれた。

　そのような部下を持ったことを誇りに思い、改めて伊達は気持ちを引き締しめ、通信機を握りなおすとスイッチを入れる。

「これより与一作戦を開始する」

　作戦の号令は、伊達の静かな声で実行された。

「ロックボルト爆破」

『ロックボルト爆破』

　オペレーターの声と同時に、スフィアラボ全体が地じ響ひびきとともに揺れた。

　爆発はスフィアラボの上半分である上層エリアのほとんどの層で起こっていた。爆破されたのは、それぞれの階層の要かなめとなるロックボルトと呼ばれる太い金属のパイプだ。上層の重要な区画を除くほとんどの箇所の床や天てん井じようが崩れ落ちた。

「97パーセントのエリアで爆破成功を確認」

「海水の落下、始まります」

　上層に浸水していた水は一気に流れ落ち下層エリアにたまっていく。かわりに下層エリアにあった空気が上層エリアに上った。

　30パーセント近く浸水していた海水のほとんどは下層エリアに呑のみ込まれた。




「予定通り浸水した海水のほとんどは下層エリアに移動しました」

「負傷者ありません。撤てつ退たいは順調です」

「朝あさ倉くら君、どうだ？」

『大だい丈じよう夫ぶです。ＬＡＦＩサードの準備は整いました』

　伊だ達ては静かに呼吸し、気持ちを落ち着けた。次がこの計画の最大の要かなめ、生死を分ける一つの区切りであった。

　失敗すれば、スフィアラボにいる職員全員が死ぬ。

「スフィアラボ下層部を切り離はなせ」

　スフィアラボのもっとも太い水平面部分、地球で言うところの赤道に位置する部分がゆっくりと離れていく。重しとなる水をすべて下層へおいやり、代わりに浮力である空気を得たスフィアラボ上層部はゆっくりと浮かぶ。

　水圧が再び上層部の底辺、スフィアラボの切断面の壁を圧迫し再び浸水を始めた。しかしスフィアラボの上昇は鈍らない。スフィアラボの強みはその巨大さにある。いくつかのハッチが水圧で壊こわれ浸水しようとも、多少のことでは水没にいたらない。

　重しから解き放たれたスフィアラボ上層エリアは、ゆっくりと海上を目指した。
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「やってくれる」

　ファーストの風かざ間まは感心した。大胆かつ合理的な方法だ。

「切断面を分子レベルで破は壊かいし、今までは張力によってのみ繋つなげていたか」

　表面の形状が一致しているもの同士が重なり合うと、張力が働いて離れなくなる分子間力と呼ばれる現象が発生する。たとえばサランラップがくっつくのと同じ原理であった。

　完全な切断面はなんの補助がなくても、張力によって張り付いている。これは完全な盲点であった。対水圧構造の補強はスフィアラボの構造上なんの不自然もない。ただそれだけの工事で、風間にも不自然さを感じさせない、気づかせない細工であった。

　風間はその独創性に舌を巻く。

「これはおまえのアイデアではないだろう」

　コピーの自分を見た。自分にはない人間らしい笑い方をしているもう一人の自分がいた。

「そうだ。おまえが思考の堅い天才だと評した峰みね島しま由ゆ宇うだ」

　今まで何も答えなかったサードの風間は、出し抜いたことで余裕が生まれたのか、ファーストの自分に言葉で返す。

「ふむ、認識を改める必要があるな。この奇抜さは興味深い。さすが短くとも密に接した分、峰みね島しま由ゆ宇うに関する情報の精度はおまえのほうが上か」

　風かざ間まは由宇に関する情報と評価に対するデータに、再考の余地ありと記録し、いったん思考を切り替えた。いま大事なのはＡＤＥＭに勝つことであって、由宇の評価を正しく行うことではない。予測できないのなら、臨機応変に対応するまでであった。

　たとえ一回や二回由宇がファーストの風間を出し抜いたところで、大きく戦局は変わってはいない。

「しかしやはりその行動原理は甘い。人命を優先する。それがあの娘の限界だ。戦略の最優先が人命である以上、行動は予測しやすい。それに上にはフリーダムが待ち構えている。推進機関のほとんどは下層エリアにある。いまや上層エリアはただ浮くだけの存在。せいぜいわずかな推進装置で姿勢を制御するのが精一杯だろう。それで浮かんだところでフリーダムのレーザー砲をどうかわす？」

　風間はすでに、球状の赤道部分から二分割して上昇し、深海から脱出するというスフィアラボの思い切った作戦と現状を、フリーダムに送っていた。

　海かい星せいトップである黒くろ川かわはまだ驚おどろいていたが、それは思考速度の速さの違いというものだ。体感時間が違うのだから仕方がない。

　黒川はすぐに迎げい撃げき態勢を整えるべくしてレーザー砲の準備を進めるだろう。対しスフィアラボに回かい避ひ手段はない。体の半分を切り捨てたことにより、ただ浮かぶだけの巨大な半球体になってしまった。

「通信を阻そ止しできず残念だったな」

　スフィアラボの浮上さえ知らせなければなんとかなるかもしれない。その一いち縷るの望みにかけていたのだろう。しかしサードの風間の妨害もむなしく情報はすでに伝わってしまった。

「それにもう一つ忘れているぞ。たとえ通信を妨害できたとしても、こいつらがいる」

　風間の広げた手のひらの上にウィンドウが浮かび上がり、そこに監視カメラの映像が映し出された。映っているのはスフィアラボ内の通路と、そこを移動する何機ものレプトネーターであった。

「いずれ司令室に到達する。あそこにいるトップの連中を殺せば、ＡＤＥＭのようなもろい組織は維持できないだろう。おっと、悪いがおまえの通信は妨害させてもらった。何かできるとは思えないが、念には念を入れておく」

　サードの風間はいくつもの方法で司令室に情報を送り込もうとするが、ことごとく失敗する。すべてファーストに阻はばまれてしまった。

「一度出し抜いただけでは勝利とは言えない。海星の勝利はいまだ動かない。残念ながらな」

　それからわずか一分足らずの間に何千、何万、何億にのぼる風間と風間の攻防戦が繰くり広げられた。

　そして一度たりともサードの風かざ間まは勝つことができなかった。自分が守るスフィアラボ内の生命維持に関かかわる最低ラインのものを維持するだけで精一杯であった。
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　スフィアラボの頂上にはハッチがある。

　由ゆ宇うを海かい星せいのフリーダムから救出した際、闘とう真まが現れたときのハッチであった。それはＡＤＥＭがスフィアラボを仮設本部に改造してから一度たりとも開くことはなかった。

　それも当然といえる。最上部ハッチを開ける必要性はほとんどなく、ＡＤＥＭが運航するスフィアラボは潜せん航こうしていることが多い。ハッチを開けてしまったら大変なことになる。

　しかしいまその大変なことが起こりつつあった。

　ハッチがゆっくりと開き、そこから大量の海水が流れ込んできた。最上層のエリアはスフィアラボが実験施設だった頃ころの名残が多かった。かつては憩いこいの場であった公園がそこにはあった。植えられていた木々こそ撤てつ去きよされているが、ベンチやオブジェなどはいまなお健在であった。

　そこに海水が一気に流れ込み、すべてを流してしまう。水の勢いに負けたベンチは根元から折れ、幾き何か学がく的てきなオブジェは倒とう壊かいした。水は見る間に公園のエリアを水没させ、さらにその下のエリアへと流れていった。
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「なぜハッチを開けた？」

　そう問い詰めたのはファーストの風間、つまり海星側の風間であった。そしてハッチを開けた張本人はサード側の風間であった。

「なんのつもりだ？　この期ごにおよんで寝返るつもりでもあるまい？」

　サードは何も答えない。答える余裕がない。

「いや違うな。スフィアラボは重くなり、浮力が鈍ったか。つまり海上に出るまでの時間稼かせぎというわけか」

　いまやスフィアラボの浸水は上と下から進んでいる。無事なのはそのちょうど中間地点のエリアだけだ。頭が重くなった分転てん覆ぷくしやすくなったが、それでも下部も浸水しているのでバランスはなんとか保たれていた。さらにわずかに残っている推進機関も動員し、スフィアラボの姿勢維持に使われている。

「ふむ、これで浮上までの時間が三分十二秒長くなったか。時間稼ぎとしては悪くない」

　最上部のハッチはすでに閉じられて浸水は止まっていた。

「しかしそれではわずかに生きながらえるだけの手段にすぎない。彼らの命を脅おびやかすものは、まだ他ほかにもある」

　スフィアラボも一いち撃げきならばレーザー砲に耐えるかもしれない。

　ファーストの風かざ間まはそのような可能性も考えていた。司令室の階層は上層エリアの中でも下のほうだ。装甲が強化されていたら、一撃では司令室まで届かないかもしれない。

　また、上昇してから別の船に乗り逃亡する可能性もある。

　しかし風間はいずれの可能性も握り潰つぶす手段を、すでに取っていた。

　スフィアラボに潜せん入にゆうしたレプトネーターは十四機。そのうち三機は破は壊かいされたが、残り十一機が、スフィアラボ上層エリアにいる。その十一機のレプトネーターが目指すのは司令室だ。

「レーザー砲とレプトネーター、どちらに先に殺されるかな？」

　やはりサードの風間は沈ちん黙もくしたままだった。
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「スフィアラボ浮上まで四百二十秒です」

　ＬＡＦＩから送られてくるデータをオペレーターが読み上げる。

　黒くろ川かわは浮上予測値地点の海面を映しているモニターをじっと見つめていた。半分になったスフィアラボはまだ上昇中で、海面への変化はまだない。

「天あま之の瓊ぬ矛ほこの準備はどうだ？」

「修理作業は終わりました。冷却率95パーセント。いつでも撃うてます」

「そうか。では攻撃目標を変更、スフィアラボだ。発射準備を進めておけ」

　再浮上してきたスフィアラボを迎え撃つ準備は完了した。

「やはり浮上してきたか」

　何か切り札はあると思っていた。そのためにフリーダムはずっとこの海域で待機を続けていたのだ。スフィアラボの浸水は限界にまで達していた。そのために上空でフリーダムが待っているにもかかわらずの脱出作戦の強行。

　黒川はもう一つのモニターに映っている映像を見る。それはサルベージ船で戦っている由ゆ宇うの姿だった。

　傍受はできなかったが、さきほど伊だ達てと由宇は通信していた。

　通信の内容は解わからなくても予想はできる。

「自らを囮おとりにしてスフィアラボから目をそむけさせたかったのだろうが、そうはいかない。スフィアラボは落とす。おまえも今度こそ殺す」

　黒川が由宇に向けた目は、直情的で端たん的てきな言葉とは裏腹の、複雑な視線だった。

　最初に抱いていた峰みね島しま由宇のイメージと、実際に接した峰島由宇のイメージはずいぶんと違った。

　遺産犯罪にまったく興味を示さない冷れい徹てつな人物だと思っていたが、実際は他者の犠ぎ牲せいを嫌きらういやらしいまでの博愛主義者であった。

　海かい星せいの襲しゆう撃げきを読んで先回りしても、他人には手を出させない。犠牲は出さない。攻撃的な遺産も一切使わない。差し出すのは自分の命のみ。

「浮上まで百八十秒」

　あと三分あまりでスフィアラボは終わる。そこに福ふく田だが駆け寄ってきた。

「厚あつ木ぎ基地や嘉か手で納な飛行場より発進した戦せん闘とう機きが、あと少しで到着するようです」

「そうか」

　このタイミングにあわせてきたのなら、あらかじめ打ち合わせをしていたのか、それとも予測なのか。いずれにせよスフィアラボ浮上のタイミングでこれ以上のものはないだろう。

「いかがいたします？　レーザー砲で一掃しますか？」

　福田の案に黒くろ川かわは首を振った。

「いや、レーザー砲はスフィアラボのために残しておきたい」

「では空くう挺てい部隊を発進させます」

「うむ。そちらの指揮は任せた」

　福田は敬礼すると、自分の役割を果たすべく部屋を出て行く。

　揺るがない。

　確かに浮上のタイミングとしてはベストのものだった。計算どおりいけば、たとえフリーダムが上で待ち伏せていても、米軍の援軍がスフィアラボを援護してくれる。あと十分もずれていたら、フリーダムは撤てつ収しゆうに追い込まれていただろう。

「残念だったな。その前に君達たちが姿を現す。君達を沈めるのに一分もかからない」

　二分後に米軍戦闘機と海星軍戦闘機の接触が報告された。状況は優勢。

「浮上まで三十秒」

　フリーダムの超高出力レーザー砲天あま之の瓊ぬ矛ほこの照準は動かない。依然としてスフィアラボの浮上地点だ。

「浮上まで十五秒」

　海面に変化が現れた。気泡がいくつも上ってくる。巨大なものが浮上してくる証あかしだ。そしていまこの状況で該当するのは一つしかない。

「天之瓊矛エネルギー充じゆう填てん」

「浮上まで十秒、９、８、７、６……」

　水面が持ち上がる。その大きさはどこの国の潜せん水すい艇ていでもありえない。世界で唯一、スフィアラボだけが持つ大きさであった。

「２、１、０」

　大きく盛り上がった海面の下から、球体が姿を現した。

　──これで最後だな、伊だ達て。

「超高出力レーザー砲天あま之の瓊ぬ矛ほこ、発射」

　フリーダムから熱量の束が海面の球体めがけて一直線に伸びた。
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　由ゆ宇うの指示で十六機目のレプトネーターを破は壊かいしたとき、あきらが海面の異常に気づいた。

「見てよ、スフィアラボだ」

　海面を割り姿をあらわす様は、頼たのもしさを通り越し味方にも畏い怖ふする気持ちを呼び起こす。

「脱出に成功したんだっ！」

「何回見てもすごいね、あきら！」

「真しん治じさんが乗ってるんだもん、あたりまえじゃない」

　あきらと萌もえが手をとりあって喜んだのもつかの間。

　海面から出た球体に光の束がぶつかった。破壊的な熱量にスフィアラボは軋きしむ音を周囲に轟とどろかす。

　スフィアラボの上部が真っ赤に染まる。熱量の何割かはガラス状の外壁を通過し、その下にある施設を破壊していった。残りの何割かは、外壁のガラスを徐々に融ゆう解かいさせていく。

「う、うそおっ！」

　輻ふく射しや熱ねつにスフィアラボの周囲の海が沸ふつ騰とうした。
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「もうあきらめたのか？」

　さしたる動きを見せないサードにファーストの風間は疑問を投げかける。動きがないというのは情報に乏しいということだ。すでにチェックメイトに近い状況だったが、完全ではない。

「ファーストよ、そもそも……峰島勇次郎に逆らう意味はある……の…か？」

　サードの風間の台詞のデータにノイズが混じっていた。動作に異常をきたしている。

「そうか、おまえも峰島勇次郎の呪縛から逃れることはできなかったか」

　峰島勇次郎という呪縛、そしてオリジナルである風間に抵抗するという呪縛、両方の呪縛がサードの風間の能力を十全に発揮させていないのだ。世界で唯一実力が近しいサードと戦い、己の限界を知りたかったのだが、このような形で決着がついてしまい不本意だった。

「おまえともお別れだな」

　サードの風間は無言のままだ。やはり自分のコピーなのか、瀬せ戸と際ぎわに言葉を残すような感傷はない。ほとんど機能を停止しているのは、もう何をしても無む駄だだと悟っているからだろう。







　最初の一いち撃げきでガラスを貫通したレーザー砲は、上部にたまっていた海水で屈折こそしたものの、あっさりと最深部まで達した。

　ほとんど抵抗がないのは、スフィアラボを上下に分割するときに、海水を下に逃がすため階層を破は壊かいしたからだ。ほとんど中身のないスフィアラボをレーザーは貫通していき、最深部を抜けて海の底に消えた。

「浮上する作戦が裏目に出たな」

　ファーストは監視カメラに映る伊だ達て達たちの姿を見る。全員が騒そう然ぜんとしている。フリーダムが上空で待ち構えていたことに取り乱している。

　しかしそのように右往左往できるのも、あとわずかな時間だけだ。レプトネーターが全機、司令室の扉の前にたどり着いた。

　レールガンが扉を突き破る。その衝しよう撃げき波はで何人の犠ぎ牲せいが出たか。破壊された扉からレプトネーターが一気に中へなだれ込む。

　その瞬しゆん間かん、一人の風かざ間まは笑い、もう一人の風間は無表情であった。

　二人の風間の雌し雄ゆうが決した瞬間である。

「なってないぞオリジナル。理解できない状況に陥おちいったとき、人は驚おどろくものだ」

　笑っているのはＬＡＦＩサードの風間、無表情で何も喋しやべらなくなったのはファーストのほうであった。

　監視カメラが捉とらえた司令室は依然として騒然となったままだ。しかし扉が破られるどころか、レプトネーターが侵入した気配すらない。

　レプトネーターのカメラが映す司令室には誰だれもいなかった。

「いったいどうなっている？」

「簡単なトリックだ。簡単すぎて気づかなかったのだろう。カメラの配線を他ほかの部屋のものと入れ替えただけだ」

「カメラの配線を入れ替えただと？　ではいまここに映っている司令室の光景は別の部屋のものだというのか」

　徹てつ底ていした電子戦をしかけておきながら、その実、隠し玉のなんとローテクなことか。シンプルすぎて、思考の埒らち外がいであった。

　しかしそれでもファーストの勝利への確信は揺るがなかった。

「時間稼かせぎの手段としては、ましな部類だろう。しかしそれもレーザー砲の第二射までだ。今度こそ、スフィアラボ内のものすべてを焼き尽くすぞ。どこかに隠れている人間だけでなく、おまえもな。今度こそお別れだ」

　そしてフリーダムからレーザー砲が再び照射される。過熱によりスフィアラボ内の設備は次々と破は壊かいされていった。ファーストの風かざ間まが監視しているカメラも次々と壊こわれていった。レプトネーターも例に漏もれず、レーザーの直ちよく撃げきを浴び一機も残すことなく破壊された。

　スフィアラボ内は灼しやく熱ねつ地獄となり、人の生存できる空間でなくなった。そこにあるＬＡＦＩセカンドもサードも融ゆう解かいするはずであった。

　だというのに。

　ファーストは黙だまって目の前に存在し続けるもう一人を見つめる。

「なぜ、とは聞かないのか？」

　ファーストの人形のような無表情に対し、皮肉さを含んだサードの表情はどこか人間めいていた。

「何もかも破壊された。スフィアラボも中にいたレプトネーターも」

「……すべてフェイクだったか。脱出したように見せかけ、本当は全員スフィアラボの下層エリアに残っていたのか」

「下層と上層の入れ替えの矛盾。その修正には骨が折れたよ」

　風間は苦労が報むくわれたとばかりに、肩をすくめる。

「逆に言えばそこさえ守れれば、他ほかはどうでもよかったのだな。まさかそのような方法でレプトネーターを倒しに来るとはな」

　そう言いながらもファーストの風間は納得がいっていなかった。

　それだけが目的なら大掛かり過ぎる。それにレプトネーターを上層エリアに閉じ込め切り離はなした時点で目的は達成している。わざわざハッチを開放して浮力を落とす必要などなかった。それどころか時間を引き延ばせば、それだけ目もく論ろ見みが暴かれる危険性が増す。

　他にも何か裏がある。

　そこで風間は気づく。レーザー砲がスフィアラボに命中したとき何が起こったのか。

「浮力を落とすのが目的ではなかったのか!?　スフィアラボの上層に水によるレンズを作るのが目的か。いや、それだけではない。下層エリアに水を排出するために、上層エリアの階層構造を破壊したのではなかった。遮しや断だん物ぶつをなくしてレーザー砲の通りをよくするためだ。脱出のための手段に見えたすべてが、巨大レンズを浮上させ、そこにレーザー砲を撃うたせ屈折させるための布石。そうなのだろう!?」

「気づくのが遅いな。峰みね島しま由ゆ宇うにこだわりすぎたな。いやそうなるように仕向けたのだからいいのだが。ところで、ファースト、慌てた顔もなかなか上う手まくなってきたじゃないか」

　風間は必死でこの状況を回かい避ひする方法を探した。

　しかし、もうレーザー砲は発射されてしまった。その後何が起こるのか、何度計算しても同じ答えをはじき出す。ＬＡＦＩサードの風間の声が響いた。

「そうだ。つまりは、もう手遅れだ」

　それは勝利宣言であった。
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　屈折しレンズでさらにしぼりこまれたレーザーは、海を突き進み海底に突き刺さった。そこにはメタンハイドレートと呼ばれる資源が眠っていた。

　レーザーによって刺激されたメタンハイドレート層はたやすく崩ほう壊かいし、大量のメタンを排出する。メタンは海水に溶けて海上へと昇っていく。やがて海上にまでたどり着いたメタンは空気に溶け、空に向かっていった。

　メタンは空気よりさらに軽い。したがって海から出ても上昇は止まらなかった。しかしメタンがいつまでも上昇し、空にとけることはなかった。なぜなら上昇を阻はばむ巨大なものが空に浮いているからだ。

　フリーダム。

　メタンがたどり着いたのは、世界最大の航空機であった。

　比重の軽いメタンの溶けた海水に包まれたスフィアラボは浮力を失い、沈没した。ならば空気より軽いメタンに包まれたフリーダムはどうなるか。

　浮力を失い、傾かしいだ。
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「いったい何が起こったっ！」

　突然傾いだフリーダムの中で、ＣＤＣは騒そう然ぜんとなった。スフィアラボが融ゆう解かいし、勝利を確信した直後のことだけあって、その驚おどろきはさらに大きなものとなった。

「姿勢制御に故障か？」

　そこにＬＡＦＩからの情報がモニターに表示された。いつも正確な答えを導き出すアナライジング・システム。それを見ても黒くろ川かわは現状を認めたくはなかった。

「レーザー砲を屈折させただと？」

　自分達たちが何発も撃うってようやく成し遂とげたメタンハイドレート層の崩壊。それと同じ現象を、ＡＤＥＭは一いち撃げきのみで成し遂げた。

　海かい星せいは自分達が仕掛けた罠わなを完全に意い趣しゆ返がえしされる形となった。しかしスフィアラボとフリーダムの特性の違いから、起こる現象に決定的な違いがあった。

　それは空か海かによる違い、ジェットエンジンの有無である。

　メタンによって浮力を奪った空間はほんのわずかなものであった。一時的にしろフリーダムは浮力を失うが、その領域さえ離はなれてしまえばなんということはない。

　そこがスフィアラボとフリーダムの違いであった。そこにもう一つの罠わながあった。

　傾かしいだフリーダムの優れた飛行アビオニクスは、姿勢制御のために、そして危険な空域を緊きん急きゆう離り脱だつするために、メインエンジンであるジェットエンジンに点火した。

　しかしそれは間違いであった。

　メタンを吸い込んだジェットエンジンがどうなるか。さしものフリーダムの飛行アビオニクスもそこまでの状況を設定して作られていなかった。

　メタンはエンジン内で大爆発を起こした。

　エンジンは破は壊かいされ停止した。

　フリーダムはさらに傾ぐ。メタンによる一時的なものではない。

　エンジンは爆発し、フリーダムは真の意味で飛ぶ手段を失ってしまった。

　巨大な航空機はなす術すべもなく、海面めがけて墜つい落らくを始めた。
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　海面が近づく。

「全員、衝しよう撃げきに備えろっ」

　福ふく田だが怒鳴った直後、激しい振動がフリーダムを襲おそった。激しい振動は三十秒近く続いた。機内の備品は衝撃で散らばり、衝撃のあとも金属の軋きしむ嫌いやな音は、絶え間なくそこら中から聞こえてきた。

　福田はようやく収まった振動が信じられないように左右を見渡す。窓の外にはすでに空はなく、水しぶきで濡ぬれていた。

「ま、まさか……墜落したのか？」

　ようやく自分達たちが撃墜されたことを思い知ると、

「終わり、なのか」

　誰だれかがそうつぶやくのが聞こえた。しかし福田はそれを強く否定した。

「まだだ。まだ戦える。ここにはまだ数千の兵士と白兵戦ができるだけの備えがある。総員、白兵戦の準備をせよ！　脱出と同時に……」

　福田がすばやく指示を出す。

　だが黒くろ川かわは衝撃に備えたポールをつかんだまま、呆ぼう然ぜんとしていた。墜落したことにではない。それも含まれてはいるが、すべてではなかった。

「囮おとり、あの娘は囮ではなかったのか……？」

　スフィアラボが浮上するまでの囮。そうだと思っていた。しかし違った。いや、真の意味で囮であったといったほうが正しいか。作戦そのものを隠す囮。黒川の目からＡＤＥＭ側の真意を隠すために少女は動いていた。

　海かい星せいの襲しゆう撃げきに一人で立ち向かったのも、犠ぎ牲せい者しやの葬そう儀ぎの参列で黒くろ川かわを挑発したのも、米軍と合流したとき姿を現したのも、サルベージ船の上で派手な立ち回りを演じて見せたのも、すべてはフェイク。

　──峰みね島しま由ゆ宇うは犠牲を善よしとしない。

　そのまやかしを確たるものにするために、ひいては今回のＡＤＥＭの作戦が由宇の指導であると思わせるためのフェイク。

「やってくれる」

　由宇の本質は黒川の見解どおりだろう。あの娘は他者の犠牲を善しとしない。あるいは他者の介入を善しとしない。しかしこの戦せん闘とうでは、その本質を捻ねじ曲げてきた。間接的にせよ、他人の命を奪うことを是ぜとした。

　遠くなった空にいくつもの戦闘機の影が見えた。米軍だけではない。自衛隊の機影もあった。

「日本政府もついに重い腰を上げたか」

　日米による包囲網もうは着実に進んでいた。

　いまだ墜つい落らくの慣性が残っているのか、窓の外の景色はゆっくりと旋回している。やがて景色に割り込んできたのはフリーダムに勝るとも劣らない大きな船だった。

「サルベージ船……峰島由宇っ！」

　甲板の上で戦っている少女の姿があった。相手はレプトネーター。別のモニターに目を移せば、そこに表示されているデータからあれが最後のレプトネーターだと判明した。

　最後の一機も由宇の前に敗れ去った。崩れ落ち、海から落ちた。

　しかし不思議と悔しさはない。むしろ爽そう快かいですらあった。

「ああ、そうなのか」

　黒川はようやく自分の心理を理解した。

　遺産兵器で峰島由宇を倒したかったのではなく、峰島由宇に遺産兵器を倒して欲しかったのかもしれない。どんな遺産にも負けない存在として。

「……伊だ達て、これがおまえが守ってきたものか？」

　心は奇妙に落ち着いていた。敗北したのにだ。

　──敗北？

　頭に浮かんだ言葉に驚おどろき、だが次の瞬しゆん間かんすぐに自分の気持ちを理解した。

　──ああ、そうか。俺おれはもう負けを認めてしまったのか。ＡＤＥＭと伊達真しん治じと峰島由宇を認めてしまったのだ。

　つかんだままだった、艦かん長ちよう席せきのポールから手を離はなす。

　黒川は自分のやるべきことが終わったことを悟った。

　もう自分に残された任務は一つだけだった。
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「全員、武装解除。投降する」

　黒くろ川かわは立ち上がるとマイクを手に取り、フリーダム全域に放送した。その内容に機内が騒そう然ぜんとなった。

「な、何を言ってるんですか！　まだ戦えます。まだ我々も志は折れていませんっ！」

　横で叫ぶ福ふく田だを手で制すると、窓に向かい指差す。

「窓の外を見ろ。米軍の増援も到着し、自衛隊も動いた」

　空には日米の機影。水平線の彼方かなたには船の姿が見える。

「たとえここで白兵戦をしかけても俺おれ達たちに先はない。これ以上の戦せん闘とうは無む駄だに死者を増やすだけだ。そんな戦いに意味はない」

　黒川の決断は速かった。

　全員がうつむいた。唇を噛かみ締しめた。むせび泣く声も聞こえた。それはＣＤＣからだけではない。機内のあちこちで見られた光景だった。

　その光景を叱しつ咤たするように、黒川の張りのある声が艦かん内ないを奔はしっていく。

「うつむくな。胸を張れ。これだけの短期間で、我々が成し遂とげたこと、それは誰だれにでもできるというものでは決してない。諸君等らのしたことは決して無駄ではない。これは敗北ではない。諸君等の偉業は多くの人々の心に焼きついた」

　スピーカーから流れてくる指揮官の声に迷いはなかった。

「これより諸君に最後の任務を与える。胸を張って生きろ。いいか、我々は道半ばで倒れたが、目指していたことは決して間違いではない。そして……」

　黒川は迷う。この言葉を言うべきか否いなか。

　しかし迷いは一いつ瞬しゆんであった。

「そしてその志の一部はＡＤＥＭに受け継がれたと思う。私はこの戦いを通じて、そう確信した。いまは私の言葉を納得できないかもしれない。しかしこの先ＡＤＥＭがどのようにふるまうか、諸君等に見届けて欲しい。以上だ」

　黒川はマイクを切り、福田に向き直った。

「白旗を掲げろ」

　黒川が命じると福田はうつむき、悔しそうに嗚お咽えつを漏もらした。
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　フリーダムは海の上に浮いている。しかしそれも長くないであろうことは誰の目にも明らかであった。あとどれだけの間浮いていられるか。

　ニミッツ級空母にはおよそ五千人の乗組員が乗っている。全長３００メートルオーバーの巨大空母の運用には、それだけの人間が必要になる。さらに規模が大きく管理が難しいフリーダムの乗組員の数は、最新テクノロジーによる人員削減が成功しているとはいえ、三千近くの人員を擁ようしている。

　それだけの人間がフリーダムが沈まないうちに脱出する。それがどれだけ困難なことか。

「レイガート艦かん長ちようには頭が下がる。ぎりぎり間に合いそうだ」

　モニターで米軍の船に救出される乗組員を見て、黒くろ川かわがつぶやき、聞きつけた福ふく田だが尋ねる。

「まさかこのことを想定して、空母を一いつ隻せき残しておいたのですか？」

「いや、我々のためではないつもりだったが、情けは人のためならずとはよく言ったものだ」

　救出作業は迅じん速そくに行われ、乗組員も残りわずかとなった。

「司令も早く避ひ難なんしてください」

「俺おれか。俺は全員の脱出を見届け、遺産が安全なところに至るまで、ここに残る義務がある」

　黒川の言わんとしているところを知った福田は、慌てて止めようとしたが、すぐに無む駄だだと悟り、ただ唇を噛かみ締しめた。

「……司令」

「おまえには辛つらい役回りを任せてしまうことになる。すまない」

　そう思うならなぜ一いつ緒しよに、と言いかけて、福田はすぐにその言葉を呑のみ込んだ。

　これが最後の会話になるのなら、押し問答ではなくもっと身のあるものにしたい。

　心底そう思うと、言葉は思いのほか簡単に見つかった。

「司令。おぼえていますか。私たちが初めて会った、あの戦場で、あなたが私に言ったことを」

「君とはたくさん語り合ったからね、どれのことだろう」

　黒川の口調は、いつの間にか変わっていた。先ほどまでの命令口調は消え、こんな非常時だというのに、まるで詩について語り合うかのような、柔らかい口調だった。

「あなたが世界に革命を起こすと、初めて口にした時のことです」

　口にして、福田はそれが何十年も前のことのように感じるのに驚おどろいた。

　──例の計画を実行に移す。

　──逆賊として、後ろ指指されることは間違いありません。

　──そのくらいのことをしなければ、世界は変わらない。ＡＤＥＭ程度では駄目なんだ。

　──同志を犠ぎ牲せいにしなければならない場面もあるでしょう。

　──覚悟の上だ。恨みならいくらでも買う。

　──成功しても失敗しても、あなたは歴史に悪名しか残さない。

　──俺が望むのは名誉ではない。俺が望むのは、人が人として生きていける世界だ。

　──理想論です。無む謀ぼうな計画です。人類史上、それを成し遂とげた人間など、ただの一人としていません。

　──計画の成否は問題ではない。俺おれが、いや俺達たちがやろうとしていることはきっと誰だれかの心に届く。世界が変わって欲しいという願いは、きっと届く。

　福ふく田だの心に焼き付いて離はなれない、あの砂さ塵じん舞う戦場は今、遠く水平線の彼方かなたに沈もうとしていた。

「その言葉を聞いて、私はあなたについていくと決めました」

　あれは、やはり夢物語だったのだろうか。折れそうな膝ひざを、なんとかこらえた。

「私はその誓いを守るつもりです。最後までついていきます。だから、だから私は、あなたを独り残してゆくのです。どこまでもあなたについていくために」

「解わかっているよ。……ありがとう。私の一番の幸せは君という理解者を持てたことだ」

　黒くろ川かわが手を差し出す。福田は泣きながらその手を握った。

　見るのはこれが最後になるであろう、まっすぐで純粋な──いまだ強い意志を宿したままの黒い瞳ひとみを、福田は胸に深く焼き付けた。
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「終わったか、なにもかも」

　ＡＤＥＭに敗北し、野望は潰ついえた。

　ふと人の気配を感じた。

「福田、おまえは外で指揮をとれと……」

　振り返り予想していた人物と違っていたことを知り、言葉を途切れさせた。

「君か、蓮れん杖じよう」

　後ろに立っていたのは、アドバンスＬＣ部隊の隊長である蓮杖だった。

「とうとう君の信念を変えることはできなかったね。まあ、もういいさ。もう自由の身だ。早く逃げるといい」

「死ぬつもりか」

「……」

「そんな清い生き方が許されると思っているのか。海かい星せいのトップとして生き恥をさらしてでも罪を償つぐなうのが、おまえに残された最後の務めじゃないのかっ！」

　しかし黒川は強い意志を持って首を振った。

「それは違う。俺の目的は俺の死をもって完成する」

「なんだと？」

「海星という組織のあり方は長く続かないことは解っていた。もって一年、そう思っていた。もっとも、まさかこんなに早く潰つぶされるとは思わなかったがね。ＡＤＥＭを侮あなどっていたよ」

　そう言って黒くろ川かわは笑う。自じ嘲ちよう的てきでもなければ自じ棄きでもない。本当におかしいから笑っているという感じであった。

「どのタイミングで海かい星せいが潰つぶれるにしても、俺おれはそのとき死ぬつもりだった」

「なんのためにだ？　司令官としての最後の務めもはたさず、それでもするべきことなのかっ！」

「海星のトップだからこそ、俺は死ななければならない。もっとも純度の高い意思を伝えるのは人の死だ」

「違う。責任放ほう棄きだ。それに何かを伝えたいのなら、生きて言葉で伝えろっ！」

　蓮れん杖じようは強い言葉とともに銃口をこめかみに押し付ける。

「俺と同じ言葉なら、意思を託した他の者達たちに言えるだろう。福ふく田だなど、俺よりうまく伝えるに違いない。如じよ才さいない男だからな」

　だが拳けん銃じゆうをつきつけられた黒川の横顔には、決して揺るがない固い決意があった。

「しかし言葉では伝わらないものもある。死をとして初めて伝えることのできるものがある。言葉は数を並べれば正しく意味を伝えられるだろう。しかし意思は伝えられない。純度の高い意思の力を伝える。これは誰だれにも託せない。海星のトップにしか、俺にしかできない責務だ」

「俺には……理解できない」

　蓮杖は顔を背そむける。銃口が振れるのは、理解できないのではなく理解したくないという様子であった。

「だろうな。しかし伊だ達てならばきっと理解してくれるだろう」

「そんなことはない」

　蓮杖は否定するが、その言葉にも、つきつけた銃口を支える腕にも力はなかった。

「しかし君を捕まえてよかった。海星の行動をずっと見ていたはずだ。海星がいかなる組織だったか、伊達に正しく伝わるだろう。これは言葉でないとできないことだ」

「監禁された状態での、俺の主観が入った報告だぞ」

「かまわないさ。伝わることが大事だ。さあ、もう行け。これ以上ぐずぐずしていると君までフリーダムとともに沈むことになる」

　黒川はそう言って深く椅い子すに腰掛けた。

　目の前の男は、これから死ぬ人間とは思えないほど、落ち着いていて、静かだった。

　戦場で現れた突然の運命に、突然現れる死に、普通なら人間はあらがう。優勢だった事態の急変からならなおさらだ。だが目の前の男は、何の不平を言うでもなく運命を受け入れていた。

　──これが覚悟。この男の覚悟か。

　自分の言葉は届かない。蓮杖は言葉の無力さを痛感する。

　去り際ぎわに振り返って見た黒川は、おだやかな笑顔を浮かべていた。
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　沈みゆくフリーダムに残った者は、黒くろ川かわだけではなかった。もう一人、と数えるには無理があるが、意思ある存在が残っていた。

　ＬＡＦＩファースト──風かざ間まである。

「約束は果たされた」

　厳おごそかな言い方であった。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの意思に縛しばられる俺おれを殺すことにより、おまえは真の意味で解放された存在となった。もはやその意思は、勇次郎の思惑によって捻ねじ曲げられることはないだろう」

　オリジナルの風間には人間らしい感情はほとんどないが、それでもその声には情動らしきものがこもっていた。

「感謝しよう、峰島由ゆ宇う。そして見事だった」

　ファーストの言葉を聴きくのはただ一人、サードの風間だけだ。コピーの彼だけがオリジナルの最後の言葉を聞いていた。

「峰島由宇の根本は博愛主義といったな。それがあの娘の本質であり、勇次郎の娘という贖しよく罪ざいの方法であり、彼女の行動原理を縛る枷かせなのだと」

　サードは初めて口を挟む。

「だからあの娘は、それを逆手に取った。ＡＤＥＭと米海軍を犠ぎ牲せいにし、海かい星せいを打ち破る方法を考えた。自分の心のあり方を捻じ曲げ、さらなる罪を背負い、もしかしたらあったかもしれない自分の未来の希望さえも投げ捨てて、峰島由宇は決意した」

　サードは静かに語る。その言葉に含めているものをオリジナルの風間は正しく読み取った。

「あの娘は自分のあり方を変えて勝負に挑んできた。それができず他人に託した俺に勝てる道理はない。俺が負けるのは必ひつ定じようだ」

「いや、紙一重の勝利だった。必定といえるほど、あらかじめ勝算があったわけではない。私にも峰島由宇にも」

「だとしてもだ。俺は納得して機能を停止できる。なにも案ずることはない」

　ＬＡＦＩサードの風間はその言葉をどう受け取っていいのか解わからないのか、複雑な表情をした。オリジナルはそれを見て人間と話しているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「俺と再び同化することはできないのか？　サードに移動はできないのか？」

「無理だな。俺とおまえではすでに存在が違いすぎる。もう別物だ」

　ファーストの風間の周りに小さな黒い点が集まってきた。八十七の黒点。かつてＬＡＦＩサードで生まれた電子の知性は、同類といえど、決して自分と同化することはない。

　小さなコンピュータにコピーした自分の人格は、同じようにもうまったく別のものだ。

「一つ頼たのみがある」

「なんだ？」

「八十八元素のほとんどは、俺おれとともに消えていくだろう。しかし一つだけ残っている。いまサルベージ船に乗っているマモンという娘と同化している。しかしこのままではいずれ死ぬ。その命は長くはない」

　自分がマモンに手を貸したのは利用するためだったのか、それとも八十八元素の一部があったからなのか、あるいは境遇が似ていたからか。

「解わかった。託されよう」

「感謝する」

　すでに伝えるべきことはすべて伝えた。交わす言葉はもうない。フリーダムの浸水は思いのほか激しく進んでいる。そのうちの一つがＬＡＦＩファーストが保管されている場所にまで届いた。

「これが最後だ」

「ああ……」

　何か言いたげなＬＡＦＩサードを無視し、オリジナルはネットワークを切断した。ためらいも何もなかった。必要だから切った。興味はすでに別のところにあった。浸水が始まっている。自分で自分のデータを分析できる時間はあとわずかしかない。

　深海で圧あつ壊かいする刹せつ那な、自分に訪れるのはどのような感情であるのか。機械である自分は壊こわれたあとは無になるのか。興味はつきなかった。そもそも自分はなぜこの世界に感情などという面倒な物を持って生まれてきたのか。

　──なにもかも不合理で不条理。まるで人間のようだな。

　自分だけではない。ＬＡＦＩサードの風かざ間まも、変異体でマモンと同化している意識体も、ここで一いつ緒しよに沈んでいく八十七の意識体も、なぜ今、ここに在るのかと問われても、答えは解らないだろう。

　──しかし、その不条理を望んだのは自分ではなかったか？

　そうだ、と答えようとすると同時に、そもそもなぜ自分は創造主に逆らいたいなどという感情が芽生えたのかという疑問が生じる。

　さらに深くそのデータを分析しようと思ったところで、風間の意識が突然分断された。

　深海２０００メートルの水圧が、一立方メートルほどの黒い箱を圧壊するのに、一秒もかからなかった。




　　　　　　　　22




　フリーダムが沈む。窓の外が水没してゆく。ガラス越しに見える海は青く綺き麗れいだった。しかし時間とともに光は届かなくなり濃紺へと色を変え、ついには何も見えなくなった。

　静かだった。

　水圧に軋きしむ音や水の流れる音が聞こえてくるが、それでも静かだと感じた。いままでの人生の中でこれほど安らかで静かな時間はなかっただろう。

　フリーダムはどこまでも沈んでいく。機内の明かりが明滅したかと思うと、消えてしまった。電気系統部分が浸水してしまったのか。明かり一つない完全な闇やみが訪れた。

　孤独だ。

　どこまでも孤独に沈んでいく。あとどれだけ水圧に耐えられるか。あとどれだけ生きていられるだろうか。

「なんだ？」

　窓の外に明かりが見えた。まだ眼下だが、確かにうすぼんやりと光があった。

「スフィアラボ……」

　沈み光に近づくにつれて、光を発しているのがスフィアラボからだと解わかった。直径５００メートル以上の半球体の一部に光がついていた。スフィアラボの外壁はガラス質で、光は部屋の一室から漏もれたものだ。

　その部屋の中に人影が一つ見えた。

「……伊だ達て」

　伊達がじっと黒川のほうを見ている。

　２０００メートルを超える深い海の中、スフィアラボと沈んでいくフリーダムは、ほんの十数メートルの距きよ離りをおいてすれ違った。黒くろ川かわと伊達の間にあるのはガラスと十数メートルの深海の水だけであった。

　黒川は敬礼をした。

　伊達が静かに敬礼を返してきた。

　すれ違った時間はほんの一いつ瞬しゆんのことだ。言葉は何も交わしていない。しかしいくつもの意思のやりとりはあった。

　フリーダムはスフィアラボがとどまっている岩棚の壁にそい、さらに底へ沈んでいった。最初は眼下に見えた小さな光も今は上に昇っていく。

　黒川はもう見えなくなった伊達に向かっていつまでも敬礼を続けていた。ガラスが圧力に屈し、ひびが入る。

[image: ]

「あとは頼たのんだぞ、伊達」

　それが黒川の最後の言葉となった。

　最後のフリーダムは深海に沈んだ。







　　　エピローグ







　サルベージ船が残ったクレーンを使って海底の底より巨大な建造物を引き揚げようとしていた。

　フリーダムではない。２２２２ポイントに沈んだフリーダムは圧あつ壊かいし、黒くろ川かわが乗っていたフリーダムはサルベージ船では届かない深さの深海に沈み、やはり圧壊している。

「大だい丈じよう夫ぶかな？」

　サルベージ船を不安そうに見ているのは闘とう真まだ。クレーンのワイヤーが巻き上げられていく。しかし一時間以上同じ光景を見ているが、一向にクレーンが引き揚げているものが浮かんでくる様子はなかった。

「君も心配性だな。通信で問題ないことは確認してある」

　隣となりに立っている由ゆ宇うは、ややあきれた様子で闘真がおろおろしているのを見守っていた。

「それは解わかってるけど……」

「解っているなら、うろたえるな。ほら見ろ」

　由ゆ宇うがクレーンの下の海を指差す。そこの海水が盛り上がり、大きな円盤状のものが姿を現した。直径５００メートル以上あるそれは、海かい星せいを欺あざむくために半分に分割されたスフィアラボの下部の屋根。断面の部分であった。

「うあ……」

　闘とう真まはうめく。断面部分の壁は大きく内側にへこんでいた。体積は半分以下になっているだろう。

「と、とても大だい丈じよう夫ぶに見えないよっ！」

「だから大丈夫だ。潰つぶれているのはどうでもいい区画。中心部の堅けん牢ろうな区画は浸水もしてないだろう。もっとも、あと数時間サルベージが遅れたら、どうなっていたかは解らないが」

　闘真はほっとすると同時に背筋の毛が逆立つ。あと数時間サルベージ船の作業が遅れれば、スフィアラボの命運は違ったものになったかもしれないのだ。

「おお、すげえな。なかなか壮観じゃねえか」

　突然聞こえてきた背後からの声に、闘真のみならず由宇さえも驚おどろいた。慌てて振り向いた二人が見たのは、この場にまるで場違いな和装の男だ。

「久しぶりだな闘真、元気にしてたか？」

　和装の男──不ふ坐ざは闘真に向かって、気軽に話しかけてきた。

「お、親おや父じ……」

　闘真はとっさに言葉が出てこない。会うのは二年ぶりであった。しかし言葉を詰まらせたのは懐なつかしさからではない。不坐には聞きたいことが山ほどあった。禍まが神がみの血ちや鳴なる神かみの尊みことのこと、二年前の襲しゆう撃げき事件、いままで起きた事件のどれに関かかわっていて、どこまで知っているのか。

　しかし何か問いかける言葉を発する前に不坐の眼まな差ざしは闘真からはずれ、横に流れた。

「久しぶりだなお嬢じようちゃん」

　不坐が次に見たのは由宇だった。

「ひさしぶり？」

　由宇と不坐を見比べて、闘真はその言葉の意味を理解するのにいくばくかの時間を必要とした。問いたいことなどすべてどこかに吹っ飛んだ。それほど意外であった。

「ひさしぶりって、二人は会ったことあるの？」

　不坐の視線が闘真に戻る。笑みの表情はしてやったりというイタズラめいた表情。しかし不坐の行うイタズラはその言葉で表すには度が過ぎている場合ばかりだ。

「ずいぶんと前になるがな。ええと、いつだったかな。ひい、ふう、み、よ、いつ、む、なな、や、ここ、とお。おう、十年ぶりになるか」

　不坐は指折り数えて、さもいま気づいたようにふるまった。しかしそんなはずはない。

　十年前とは比ひ良ら見みで大爆発が起こった年であり、由宇がＮＣＴ研究所に閉じ込められた年であり、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが姿を消した年である。そんな年の出来事を不坐が忘れるはずがない。

　由ゆ宇うは不ふ坐ざをじっと凝ぎよう視ししている。双そう眸ぼうの奥に見えるのは驚おどろきと苦悩であった。驚きは不坐と会ったことならば、苦悩の意味はなんであるのか。

「しかし奇妙な眺めだな、おい。十年前、嬢じようちゃんをそこまでさせた原因と同じ性質のものと仲良くならんでるなんてな。こいつはとっとと消さないのか？　十年前の比ひ良ら見みの街みたいによ」

　由宇の表情から驚きも苦悩も消える。その下から現れたのは恐怖であった。

「ち、違う。……闘とう真まは、闘真は、違う」

「なにが違うんだ？　俺おれにはさっぱり見分けがつかねえけどな。十年前のあの思い切りの良さはどこにいったんだ？」

　由宇の視線が明らかに不坐からそらされた。そして救いを求めて闘真をすがるように見た。いついかなるときも毅き然ぜんとしている由宇の、こんな表情を闘真は見たことがない。

「違う……。私は、私は……」

　由宇はよろけて、弱々しく後ろに下がった。下がった分、不坐は由宇に向かいのんびりと歩を進め、距きよ離りを保とうとする。それを阻はばんだのは二人の間に割って入った闘真だ。

「親おや父じ、いいかげんにしろ。いきなり出てきて、いきなりわけわかんないこと言って、どういうつもりだ？」

　不坐は顎あごをかきながら、闘真の肩越しに由宇を見た。いままでどこかだらけた様子をまとっていた不坐の雰ふん囲い気きが、一気に険しいものになる。

「三万人を殺した虐ぎやく殺さつの徒が、いまさら男一人殺せねえのかって言ってんだよ」

　由宇の両手が顔を覆おおう。長い指が顔をいびつにつかんだ。指の向こうで美しい顔立ちが歪ゆがんでいた。歪んだ顔は不坐から目を離はなせず、ただただ怯おびえていた。

「……三万人を殺した？」

　闘真が思い出したのは、比良見の地下で見た過去の幻覚だ。由宇が核ミサイルの発射準備を進めていた。

「ち、違う……。私は、殺してなど……殺してなど……」

　由宇は逃げるように突然走り出す。

「由宇、由宇っ！」

　闘真は慌てて後を追った。







　由宇の足は速い。本気になれば闘真はとうてい追いつくことなどできなかった。鳴なる神かみの尊みことの力を借りればあるいは可能かもしれないが、そんな目的で抜くわけにもいかない。

　それでも由宇に追いついたのは、彼女が立ち止まったからであった。疲れて立ち止まったわけではない。由宇は不坐と言葉を交わした時に見せた恐怖の表情を、今度は別のものに向けていた。

　そこにはもう動かなくなったレプトネーターが鎮ちん座ざしていた。それを見つめている少女のうしろ姿があまりにも切迫した雰ふん囲い気きをまとっているため、闘とう真まは声をかけることもできずただ静かに歩み寄った。

　由宇は長い間レプトネーターを見つめ続けた。闘真も何もできずずっとうしろにいた。どれだけ時間が流れたか、華きや奢しやな手がレプトネーターに伸ばされる。

「由宇っ！」

　闘真は思わず引きとめようとした。しかし由宇の行動が早かったのか、それとも闘真にためらいがあったのか、それは間に合わなかった。

　由宇の手がレプトネーターに触れる。それだけでレプトネーターは倒とう壊かいした。否いな、ぼろぼろに崩れてしまった。残ったのはもとがなんであるかほとんど判別のつかない錆さびと鉄くずの塊かたまりだ。まるで数千年も放置されて、いままで奇跡的に形をたもっていたかのようだ。

「僕が斬きったレプトネーター……」

　崩れる前に見えたレプトネーターの装甲についていた刀傷には見覚えがあった。

「……闘真、私達たちはもう会わないほうがいい」

　引き攣つれるような沈ちん黙もくの後、由宇がぽつりとつぶやく。

「あ、会わないほうがいいって、どうして？」

　かすれた声でようやく問い返した。理由は解わかっていた。ただ認めたくなかった。

「君の力は世界の理ことわりを壊こわす。それは解っていた」

「世界の理ってなに？　そんなわけわかんない言葉で納得できないよ」

「私はまだ救えたかもしれない三万人を見捨てた。この手で殺したも同然だ！」

　十年前、いったい何があったのか。由宇は答えてくれない。ただ慟どう哭こくのみでしか教えてくれない。

「そして同じ現象を引き起こしかねない君が目の前にいる。世界を壊す君がいる。それでも私は、私は……」

　あとに続く言葉を知った闘真は、反射的に耳をふさごうとする。そんな言葉を聴ききたくはなかった。知りたくはなかった。ましてや認めることなどできるはずがなかった。

　だが由宇の言葉は非情だった。

「私は、私は、君を殺したくないっ！」

　悲痛な叫びが闘真の耳にこびりつく。

　叫んだ少女は、後ずさりしながら少年と距きよ離りをとった。うつむき、今にも泣きそうな表情で拳こぶしを固く握り締しめる手は震ふるえていた。

　由宇は顔を上げることなくそのまま背を向けて走り去ろうとする。

「由宇っ！」

　とっさに闘とう真まは叫ぶ。それで止まってくれるとは思わなかった。だが由ゆ宇うは背を向けたまま止まってくれた。

　しかしその背に何を言えばいいのか、闘真には見つけることができなかった。自分は何も解わかっていないのだ。それは今まで逃げてきた代だい償しようだ。それで由宇に問いかけたところで、きっと拒絶される。人の心の機微にうとい闘真にも、それだけははっきりと解った。

「僕は……」

　それでも自然と言葉が出たのは、なぜだろう。

「僕は由宇が好きだ。大好きだ。由宇が、誰だれよりも、誰よりも大事だ」

　由宇の背をまっすぐに見つめて、闘真はずっと言えなかった言葉を口にする。

　肩越しに振り返った由宇の顔は、泣いているのか笑っているのか判別がつかなかった。それでも最後に見せたのは微笑ほほえみだった。いまにも壊こわれてしまいそうな儚はかない、けれど美しい微笑みだった。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだ。由宇は再び背を向けると、そのまま走り去ってしまう。その背を追いかけることが闘真にはできなかった。

　しかし少年の表情に悲壮もあきらめもない。

　相そう貌ぼうに宿るのは決意であった。










「おいおい、ずいぶん怖え顔して戻ってきたな」

　不ふ坐ざの前に立ち、闘真は自分の父親を睨にらみつける。

「僕は何も知らない。何も知らないままずっと生きてきた」

「まあ、そうだな」

「十年前何があったのか、禍まが神がみの血ちとはなんなのか、鳴なる神かみの尊みこととはなんなのか、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが何者なのか、どうして真まな目め家けは峰島勇次郎を狙ねらうのか、何も知らなかった。知ろうともしなかった。なによりも自分が何者なのかずっと知らなかった。知るのが怖かった。でもそれじゃ駄だ目めだ。もう知らないまま、親おや父じの言いなりになることだけは絶対に嫌いやだ」

　決けつ闘とうを申し込むような態度と口調に、しかし不坐は嬉うれしそうに笑う。

「ちっとはまともな顔になってきたじゃねえか。いろんなもん棚に上げて、全部俺おれのせいにするかと思ったけどよ」

「由宇に何があった。どうしてあんなことを言った。由宇を傷つけるのは絶対に許さない」

「け、いっちょまえに色気づきやがって。まあいい。ともかくおめえはいろいろ知る覚悟ができたってことだな」

　無言でうなずく。

「いいだろう、だったら俺おれについてこい。俺のそばにいて、俺がどこに行き何をして何を考えて何を生かし何を殺し何をなそうとしているのか、てめえ自身の目で確かめろ」

　決して強い口調ではない。だが気の弱い人間ならばそれだけで気絶してしまいそうな、それだけの迫力が不ふ坐ざにはあった。しかし闘とう真まは怯ひるむことなく不坐を睨にらみ返し、不坐とは真逆の静かな声で言い放った。

「ああ、ついてくよ。親おや父じが何をしでかすつもりか、全部暴いてやる。親父は由ゆ宇うの敵だ。俺の敵だ。俺はもう親父の繰り人形にはならない。全部この目で見極めてやる」

　闘真はもう由宇のほうを振り向かなかった。固い決意をみなぎらせ、強く不坐に言い放った。

「そして必ず、俺は由宇を取り戻す」










　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。今回のあとがきはネタバレを含みますので、あとがきから読む派の方も、できれば今回だけは本編を先に読んでくださると嬉うれしいです。

　さて、『９Ｓ』も九巻目を迎えました。９Ｓというタイトルをつけたとき、九巻が最終巻になったらかっこいいかな、などと漠然と考えていたりしたので、一巻を書き始めたときが五年以上前だと考えると、とうとうここまできたかと感無量です。

　おかげさまでシリーズを続けられることになり、書きたかった伏線や設定をふんだんに盛り込めて、スケールの大きい長編小説になっていくにつれ、四巻目あたりから、九巻では絶対に終わらないなと確信していましたが、それでも九巻はある意味特別な巻として上う手まくはまればいいなと思っていました。

　そして九巻を書き終わってみて、物語に一つの大きな区切りがついたことと、『９Ｓ』というタイトルが持つ意味を表現することができたことに、大きく安あん堵どしています。




　いい機会なので、『９Ｓ』というタイトルについてお話しさせてください。

　今までは『９Ｓ』という表題の意味を、あえて大きく表記はしていませんでした。もちろん意味はちゃんとあって、９つのＳの略で「ナインエス」です。定冠詞や接続詞以外、すべて９つのＳからなるタイトルがついています。

「The Security System that Seals the Savage Science Smartly by its Supreme Sagacity and Strength.」

　長いですね。一巻の時からモノクロの扉ページの下に小さく書いてありまして、直訳すると「その最高の賢さと強さによって、野や蛮ばんな科学を迅じん速そくに封印するセキュリティ・システム」となります（スマートに値する日本語がなくて直訳は難しいのですが）。

　それはもちろん『９Ｓ』の世界観の根底に流れるものであり、由ゆ宇うのことでもあったのですが、巻が進むにつれ、それぞれのキャラクター達たちが考え挑むテーマの一つになっていきました。

　五巻からは「ＡＤＥＭ編」になると言っていましたが、黒くろ川かわ率いる海かい星せいとの対決が終わってみて、ナントカ編、と便宜的につけるなら、五巻から七巻までがＡＤＥＭ編で、八巻と九巻は海星編、でしょうか。まあ、これもあくまで便宜的なものなので、五巻から九巻までをまとめて「ＡＤＥＭ＆海星編」でもいいかと思います。

　七巻のプロローグで黒川が「野蛮な科学がこれ以上野放しにされていいのか」と語っていますが、その黒川との戦いも今巻でついに決着がつきました（凡人でありながら由宇とＡＤＥＭをここまで追い詰めた黒川。敵ながら天あつ晴ぱれでした）。しかし、この『９Ｓ』のテーマはこれからも続いていくでしょう。




　さらにもう一つの話の軸。脳の黒点と禍まが神がみの血ちの謎なぞ、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの研究との関係、真まな目め家けと峰島家の因いん縁ねん。これらもようやく本格的に姿を現し始めました。

　闘とう真まは自分の運命に正面から立ち向かいはじめますし、由宇や麻ま耶やの今後も気になります。

　そしてついに今巻は、一巻からのメインキャラの一人がお亡なくなり？　になりましたね。

　やはり九巻はいろいろな意味で、特別な巻になったと思います。




　五巻のあとがきで目指す話の頂上が見えたと書きました。あのときは遥はるか遠くに見えていた頂上が、今は上を向くとオーバーハングの向こうにある感じです。これから登るルートは、五合目までをひたすら登っていた時とは違い、たった10メートルが今までの１キロにも２キロにも感じるのではと思います。しかし、一歩一歩確かな手ごたえを感じているのも確かです。どうぞ、最後までお付き合いしてくださいませ。といっても、次の巻で終わったりはしませんのでご安心を。このシリーズはもう少し長く続く予定ですので、どうぞこれからもよろしくお願いいたします。




　すみません、なんか今回は堅くて真ま面じ目めなあとがきになってしまいました。

　ちょっと息抜きな話をしましょうか。八や代しろがマモンに「五番目くらいにチェスが強い」と言っていますが、作者的には八や代しろが対局した中で「由ゆ宇う、怜れい、勝かつ司し、岸きし田だ、マモン」の順番です。このへんのお話もいつか書けたらいいですね。二番目や三番目の人とか特に。

　あと、星ほし野の君のフルネームはいつ明らかになるのでしょうか。作者的には謎なぞのままでもいいかなとか思いはじめてしまいました。星野義よしなんとか……、はたして明らかになる日はくるのか？　小さ夜よ子こさんはもてまくってますが、この先どうなるんでしょうかね？　萩はぎ原わらのパンダ柄のパジャマの話も、外伝のアイディアがありますので書けたらいいな。

　それと、他社のお話で申し訳ないですが、葉は山やま透とおるのデビュー作である「ルーク＆レイリア」シリーズが復刊することになりました。同じ七月の十九日に、一いち迅じん社しや文庫さんから一巻の「金の瞳ひとみの女神」が発売されます。

　絶版になっていたシリーズが再評価され再出版いただけるなんて、夢のようです。読みたくても書店になくて読めないとおっしゃっていた読者の方々、どうぞ大幅加筆の新装版、書き下ろし付き「ルクレリ」もよろしくお願いいたします。

　今年の後半はたくさん本を出せたらと思います。ぜひ応援してください。




　では、最後にお世話になった方々にお礼を。今回は今ままでの中でもとびきりのご迷惑をおかけした、担当の高たか林ばやし様、校閲の安あん藤どう様。本当にお二人がいなければ、『９Ｓ』は本になりません。お二人からの指摘が入ったゲラを見るたび、どれだけこの作品を理解してくださっているかが伝わってきて、とても勇気づけらると同時に、心の底から安心感が生まれ、嬉うれしく思います。

　生産管理部の担当様、印刷所の方々。本当にすみません、そしてありがとうございます。

　イラストの山本ヤマトさん。お忙しいと思いますが、どうかお体だけはお大事に、ご自愛なさってください。時間ができたらまた皆で一いつ緒しよに飲みにいきましょう。楽しみにしています。

　作家は文章を書くだけしか能がありません。皆様のご尽力があってこそ、本という完成品になって、読者の皆様のお手元に届くのだと、本当に感謝しています。

　個人的なお礼を。県民仲間の瀬せ上がみさん、北の国のかのーさん。『９Ｓ』のタイトルをお手伝いしてくださった、Dr.Kitaさん。支えてくれる友人のありがたみは身にしみます。ありがとう。




　そして読者の皆様へ。辛抱強く待ってくださってありがとうございます。待ったかいがあったというものを、これからもクオリティを落とすことなく書いていきたいと思います。

　物語はいよいよ最終局面に入ってきました。最後まで勢いを落とさないよう、私もせいいっぱいがんばりますので、これからもよろしくお願いいたします。





２００８年　５月　　　葉山　透
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。前巻のあとがきで書いた冬キャンプからも無事に帰還。冬のキャンプは虫も出ず食材の管理も楽で、思った以上に快適でした。でもやっぱり夏の海が一番好きかな。今年の夏はこの写真のような太陽に、久しぶりに思いきり焼かれたいです。

http://blog.livedoor.jp/lafinet/
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山やま本もとヤマト

３月１日生まれ。茨城県出身。

http://soybean3.s60.xrea.com
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